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小中学校施設設備充実計画のー作成
1. 総 論
1. 1研究の趣 ヒsB 
学校が，その教育計爾を実施するにあたって.その成
否を決定する重要な条件の一つは，その学校の施設設備
の充実度であろう。
本県における小中学校の施設設備の充実状況はどのよ
うであろうか。 H否利32年度本研究所で宍擁した調査によ
れば，実態は必ずしも満足し得る状態ではない。教育を
さらに効果的に進めるためには.1也の諸縮策と ともに，
学校の施設設備の充実改善を早急に図るべきであると考
える。
小中学校の施設設備の充実は.学校の所属する地方教
育委員会の責務であるが，県教委としては，その充実の
よcりどころを示すために，昭和32年度lこ「小中学校施設
設備基準〈試案)Jを発表した。とれは，県内小中学校
や市町村当局にとっては.その個々 の実状に民1]して施設
設備を充実していくときの努力目標とも"、うベきもので
ある。各学校にとっては，学校全体としての総合的な立
場から，この「基準」にもとづいて.どのようにして合
理的に自校の絡設設摘を充笑していくかが，今後の大き
な課題であるう。
しかし 「学校の収入計薗・支出計画 ・教育計画の三
者は相互規定の関係でなければならなL、」仁注伊藤和衛
学校財政P.201-204)といわれながらも，収入計画が一
定の枠となり，他の二者を強く規制している傾向の強い
わが国の現状では，以上のようなぞ:校内のJI成民共同研究
のみによる充実計四の作成は徒労であるかもしれなし、。
しかし，学校の施設設備の哀の価値は，学校の営む諸
活動と関連して決定されるべきであるから.釘・ましくな
し、現状を改苦言する努力i:t..まず学校においてなされなけ
ればならない。
また.教育行政のー単位としての地方教育委員会が教
育予算要求の根拠をもっためにも，その管内の小中学校
が各Aの教育英践之の要請に立脚して.合理的に立築し
た充災計闘をもつことが必要である主考えるの
レままで，この分野でなされた研究をみると，ある教
科，ある領域についての充実計函作成の研究はなされて
いた。しかし学校全体としての総合的視野から全領域を
ふくめての充実計画の研究は，なされていなかったとい
ってよいであるう。
本教育研究所では r基準」発刊にひきつづいて，各
学校がこの基準にもとづし、て.学校全体として伐充実計
画を作成する際の資料となるものを.提供しfこし、念願で
あった。
さて.各学校が充実計画を作成する際に問題之なるの
は，充実計画作成の一般的な態度や方法よりも，ある手
順にもとづいて突際に仕事を進める時に出会うさまざま
な具体的問題であろう。
そして，われわれはこの充実計画作成過程の具体的治
姿が，作成された結果とともに，他の学校でとれを作成
する際に，もっとも参考となるのではなし、かとヨ号えた。
そとで，ある学校を研究協力校に委腐して，その学校
の施設設備の実態や児童生徒数の動向.背景となる市町
村の実情などにもとづきg 研究所艮とその学校の職員と
の共同研究で，その学・校の施設設備の充実計画を作成し
て，その作成の経過や結果を.報告することにした。各
学校はこれを参考として?日放にもっとも適合した作成
方式や計闘を樹立してほしいものである。
研究協力校としては.地域の行政規模 ・地滅的諸条件
・学校規模等を考えて.商務原部赤塚村教育委員会管内
の木11小学校・赤塚小学校 。赤塚中学校に妥帰した。
1. 2 施設設備充実計画作成の基本態度
1.2.' 基 本方針
(1)充実計画の性格
われわれが作成しようとする充実計画はどのような性
絡のものであろうか。施設設備の充災計幽といっても作
成の円標主研究の主体の所在によって，その性格は著し
く異なってくるであろう。ある場合には教育委員会が中
心となって管内の諸学校につし、て作成する場合もあろう
しあるし、は，一つの地域の総合計阿の一部分として市
町村の行政当局が.作成する場合もあるであろう。
われわれの作成しようとするものは.行政機;MJが笑施
を予定した行政地君主として作成する充突計薗ではなく
てp 学校がそ「の教育計画を笑織しさらにその改善を日
摘す場合，その背景となる物的条件の強備をどのように
したらよいかを考え，自校の実態に即して作成する充笑
計画である。もちろんザ:校ft..ある地域除所在し，その
地裁の子弟を収容し，その地域の諸条件ーによって制約さ
れる。学校78L主体的な立場で計画するといっても，そ
の地域の条件(それは主として学佼教育費によって示さ
れる地i或の財政負担カであるがコを考えずに計闘するこ
とは意味のないことであろう。作成にあたっては.その
地域や学校の過去や現在の諸資料によって，将来の予算
の見とおしをたてるとともに，地域内の他の教育諸機関
の状況もあわせ考えて立案しなければならない。
凶作成の方針
前記の性格の施設設備の充実計闘を立案するにあたっ
て，つr!の方針をたてて研究を進めた。
① 学校の教育計画にもとづいて，その突践にもっと
も必要とするもの，各領域の学習にとって中核的なも
の，その設備を欠くことによって指道に重大な欠陥を生
ずると思われる設備をまず充実しなければならなし、。
② 学校の教育言十頭の改善や，指導方法の将来の途歩
を見とおして，それに応じ得るように立案しなければな
らない。
③ 学校全体として，つねに調和のとれた姿で充実し
ていくことが必要である。その学校の施設設備の充実
が与ある程度商いならば，重点的にある領域に傾斜をか
けた計画もE守されるであろう。しかし全体として充実皮
‘の低い場合には，重点的にするとしても，その緩度に限
度のあることを考えて，ある分野の指導に欠陥を主主じな
L、ようにしなければならなし、。
@ 生徒の進路や就識状況等を検討し.そのi也焼の過
去の傾向を無批判に肯定するととなく，将来その地域の
子弟の進むべき方向や，地域の生活，産業のありかたを・
見とおさな〈てはならない。このことは義務教育の完成
段階である中学校では，とくに瑠意すべきことである。
⑤ 児童生徒数に即した充実計画をた』てるためs 数年
さきまでの，学校の児叢生徒数を確突な資料によって推
定しておくこと。これは充実す同き設備の保有数量に関
係、をもっ。
⑥ 地域の財政状況・市町村の学校教育費負担力・地
域の産業?父兄の教育費負担力等の財政的事情を考慮し
た，実現の見とおしのある計画でなければならない。
①充実計画作成の過程は，全職員参加iによる民主的
な刀法がとられるべきである。そのつら・法をとってこそP
:fの計l叫にもとづL、て充実された施設設備は職員の総窓
にもとマいて災践に効果的に生かされるであろう。
③充実にあたらては，まず公安によって充実される
べきである。私費については，充実の第一段階では依存
してはならない。
⑤ できるだけ少ない費用で，できるだけ効果のあが、
るように，充実順位や設備の選択に注意しなければなら
ない。充実する施設設備については，ある領域独自で必
要とするものもあるし，またいくつかの領域で共用でき
るものもある。充突するにあたっては，使用頻度の高い
とし、うことを考癒する必要がある。とのこ色は一つの領
域内でもいえることであって，使用度の高いものを，ま
ず充笑の対象と考えるべきである。
⑩施設設備の活用度を考えること。それが必要なも
のであヮても.'侍殊な使用技術を必要とずるものは，そ
れを充実するにあたっては，慎震にしなければならな
L、。より多くの教師が容易に使用できて効来のあがるも
のを，さきに充突すべきである。
@施設設備の耐久度や，消粍的穏材の使用f設を検討
し，適時に補充することと，無駄のない数量を算定して
計回すること。
⑫施設や保管設備を充分考慮した計闘でなければな
らない。迎科，職業・家庭科等特別教室を設けることと
により，?舌矧と保管が充分になされる設備や備品もあ
る。施設のないために高価な設備の保管がうまくいか
ず，そのため耐久良を縮めてしまう場合もある。
⑬ 学校が，同時に材の成人教育，あるいは文化セこノ
ターとして学校教育外の主要請に応じなければならない場
合がある。、しかし，ζの場合，まず充実すべきは学校教
育のための施設設備である。それが問時に学校外の嬰誇
に応じて活用できると主ft.翠ましし、ととである。この場
合にも目一応の限界をヨ蓄えるべきであって，学校におけJ
る必要を副次的に考えたり a また学校における使用に支l
降をきたすことがあってはならない。
作成にあたっては，以上の朱件がたがL、に芳盾しでは
たらく場合が少くなくない。 L、くつかの条件のあいだを
どのように調犠して，全体計画としてまとめるかに大き{
な問題がある。~際の言十阻作成にあたって，われわれが
時間と労力をもっとも必要としたとこJうも，以上の各条
件を調整しながら，施設設備を選択して，充実順位をつ
-2 -
けるごとであった。
1.2.2 作成の手つづき
(1) 全体の研究計画の決定
研究をはじめるにあkり，赤塚村内小中学校三校，岡
村教育委員会，教育研究所の合同会議により，つぎの諸
点を検討し基本的な作成方針ーを決定した。
。作成する施設設備充実青l'繭の性絡
。計 簡年次
O'1:f! )1X;の手順
以上によって研究を進めるとともに，作成過程では三
枚聞の遮絡調盤を，随時研究所を中心主してはかること
にした。
凶作成の手順
作成の手Ii聞は図示すれば第1I習のとおりである。
まず「基準Jと照応しつつ自校の実態調査を突泊し
た。そしてo r基準Jに対Lて閏校の施設設備の充実度
がどのくらいであるか，領域別に充実の度合と「荻準」
からみて欠陥と思われる商を朗らかにする。
さらに.自校の教育計画の内容を，学留指導要領 ・地
械の諸条件・生徒の能力・教師の指導能力等の諸点から
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検討した。そして，その教育計凶による日々の実践上の
島平決すべき問題点を，主としで施設設備の現状にたって
明らかにした。以上は第11翠~①②の作業である。
以上の問題について全職員で検討し， i基準」の領域
ごとに学校の施設設備上の解決すべき問題点を訣定し
た。この問題点は施設設備の充実す代き点であり，改善
すべき点、を示しているものであるの
そこで，まずグループ研究によ1って，領成別充実計画
を作成した。この作成にあたっては，日々の教育笑践に
必要なものとL、う観点にたち，言!匝i年次や，経質等にと
らわれず，指導に欠くことのできないものを一応あげ
た。もちろん指導に欠くことのできないものといって
も，さきに述べた基本方針⑨・⑩・⑪ ・⑫をじ eうぶん
考慮することはいうまでもない。
以上の領域別充実方針，および充笑計画について，全
職員でまず領域別充実方針を検討し学校の教育目際に
Tこって各領域開の調整を行い，それにも主づいて学校計
阿を作成した。この際には，さきにあげた基本方針によ
るとともに，教育費の見とおしによる内容の選択や計画
年次による充実l順位の決定など，現実的な条件による調
整を行った。計画は建築やそれにともなう設備等臨時的
支出によって充実される分野と，経常的な資本的支出に
よって毎年充実してし、く分野のこつにわけで作成した。
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1. 3 赤塚村小中学校の現状と将来の見とおし
1.3.1 赤塚村小中学校施設設備の実態調査
とその結果
赤塚村木山小学校，赤塚小学校，赤塚中学校の三校に
ついて施設設備の宍状営実日;るために，全l隊員で約一カ月
を費して施設設備の突態澗査を行った。
(.1)調査方法
「小中学校施設設備恭準」合間い，つぎのように分類
して「基準」と照応しながら調査を行った。
A類 「基準Jに対してその施設設備の有無を調査する
もの・…。机・精子・黒板等し、わゆる校具に類する
ものがこれにふくまれる。
B煩「法準Jに対して保有の有無.保有している場合
にはその伺数を調査するものー 教科の備品や教
具が主としてふくまれるの
C類「基準」に対して自校の施設 ・設備・備品が適当
であるか， 不適当であるか調査するもの・ との
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• 
J!TI査対象は照明設師fi.~火・防災設備等である。 っかうことにした。さらに各教科聞などで共川している
調査では基取にあげてある施設・設協 ・備品で現在保 ものについては，学校の保有絶対誌がわかるよラに.-t
精し1ごいるものと，名称や形態がもがっていてもその機 、のものを主として管玉虫する領域で数;泣セ明示するように
能が「基準Jにあげてあるものと同じならば， r法準」 した。
にあげてあるものとl司じ施設・設備 ・術品としてとりあ
注 て般に施設設備とL、う場合，設備には飾品をふくめて考えている場合が多い。本警においても施設設備
主いろ場合tこはその意味で用いた。ただし 「基準jでは施設・設備・倣品と分類してL、るので，必要に
よっては施設・設備・備品とj恥、ている場合もある。この場合の分類内容については『基準」を参照さ
れたい。
(2) 調査 の 結果
A類.G類の調'tf.結果では. r基準」に対するそれぞ
れの領践の問題点は明らかにされるが，充実度を数値と
して求めることはできない。
設備中の大きな分野をしめているので.その充実状視
はp 全施設設備の充実状況を推定する有力な資料である
とも考えられる。
ここでは明確に充実度を数値として求め得るものにつ
いてその結果を示すこととする。
充実度を求めることのできるのはBに属する減量王内容
で，とれは教科の術品，いわゆる教具をすべてふくんで
いる。教科の術品は「基準」にみるとおり，学校の施設
A 施設について
「基準」の校地面積に対する比率は第l茨のとおりで
ある。
第 1表 校 地 商 積 の 現 状
学 校 名 基準函積くm勺|現有面積(校地突験実刑その他)(m2) 充実皮%1備 考
木
ずR
赤
山 17，907 8.217 46 !借州地仰を除く
塚 17，907 9，670 55 
主示 中 生0，416 6，71.3 17 
注 o基準耐訟は校地基準面積+実習地基準面様である。実習地は児窓生徒数の計画年次中で技大となる数を
小OO人.中600人として計算し，校地基準に対して小学校では Im2x450.中学校では3m2x600を加え
たものである。
。現有面積は現{Eの校地，実験実習地.その他の面積の合計である。
。中学校の職業 ・ 家庭科で，農業をニヒとする場合には， 突習地Îí.~~界面積はさらにこれより多くなる。
〈注) r誠準JP7. 
「基準」に対す校舎面絞く床面積〉の充実皮は第2表のとおりである。
第 2表 校 舎 の 現 状ー
学 絞 名| 基準 面積くmり | 現有荷積 (mり|充難% 備 考
.+: 山 3，Oi9 1，877 
赤 塚 3，0:9 2，287 
赤 塚 ベコ 4，372 3，092 
注 基準は12$:級の耐震
B 備品について
「基準」の備品の{商務により保有・総額右耳尚し，その
規模における r基準」の備品の価格総額と比較すること
により充実皮を算出した。第33廷はその数値である。
一弘一
第 3表 教科備品の現有状祝
hてL両副L慨綴|五rli;。%|}語TEJZ艦長り同一
今後どれだけかければ基準に巡するか.上記の数値より
推定する。
B-C rAx.u_B一一くB-C)=不足額j の式によると
木山小学校
ヨi-塚小学校
赤塚中学校
108 419x一一一一108士 252く万円〉
126 
139 
419x一一一・一139キ 249く万円〉
150 
139 793x一一一一139キ513(万円〉
171 
1芯2赤塚村小中学校教育費の推移
(1) 赤塚村について
赤塚村は，新潟県西部原郡北部の海洋に近い平村であ
る。昭和33年の村勢姿覧によれば，村勢の概要は第5jj長
a・bのとおりである。
第 5表a
。総l前~ 14. 15km2 
。世帯数850戸 。人口男2589人.女2868人，計5457人
。職業用IJ世i帯数
決業 | 商業|工業 I~由護 | その他| 計
例 271 121 351 1111 腕
。産業
教科以外の祝勝党教材と保健衛生の備品について光炎
皮宮t):H'，したが9 それは第4ヨ慢のとおりである。
第 4表
!保健衛生充実度 |視聴覚教材充械
% % 
~ 山 79 39 
赤 塚 64 25 
赤 塚 中 ，69 54 
。土 地
面積|議13-515 -101O-20l20-30!30以上!計
殉 I84 イ1301__ 2161 ~. 13~1 241 
雌品目 |函積|鋭利 生産品回|面積生産盆1鵠品目面積|生産量1生産相|商綴|生産量
反 石 E正 』ば Kg 
188501b 0 米 5，133 13，575 大 社主 1，380 892，800 たばこ 1.347 285，058 沢庵
1t 
表 1，200 1，200 百 瓜 1，000 440，000 生 i縞 100 魚類 t ~、 2，300 
貫 宥 宥u. ' 務 6ラO 227，000 なたね 684 820 片l材 290 
馬鈴務 250 見、000 大 豆 237 華存 炭 118i 
-5 -
-第 5表b
。財政(昭3:J予算〉
員主 入 歳 出
科 日 金 額 手} 目 金 額
村 税 12，393，93円0 議定 会 資 501，57阿0 
地万財政平衡交付税 . 3，945，073 役 場 費 5，717，2主2
公営企業及財産収入 3，793 消 紡 費 1，188，7・27
分担金及負担金 10 土 木 !/;!i 325，500 
夫 役 及 現 品 10 教 育 費 3，730，413 
'使用料及手教料 169，230 社会及労働施設費 706，000 I 
国 庫 支 出 金
， 
105，200 保 健 符I 生色 費 713，800 
県 支 出 金 361，900 韮主 業 経 詰寄 敷
、
3，548，860， 
寄 付 金 1，342，010 財 議. 強 968，583 
繰 J 入 金 。統 計 調 査 費 14，200 
繰 越 e 金 10 選 挙 費 149，600 
雑 収 入 670，215 !J} 口、 債 費 148，600 
村 使 。議 支 出 金 1，077，885 
=予 備 費 200，000 
歳 入 ~ 言十 18，991，380 歳 出 ~与3、 計 18，991，380 
，淡にみるように米作中心の純農村といってよいが，普か
ら煙草を耕作し，また都市近郊村として大根等の畑作も
多い。しかし村内有識者や，村当局の言、によれば， 産業
状態の'今後の飛躍的な発展は，よほどの周聞の変化がな
(幼赤塚村小中学、校教育費の推移
施設設備の充実計画を作成するにあたり，将来の予算
の見とおしをたてるために， 3校の過去5か年の学校教
育費を調査した。その内容は第6表に示したとおりであ
る。なお，この資料は村の各年次の決算書の学校教育費
第 6表 (単位円〉
ければ.期待することは不可能だとしている。したがっ
て村財政規模は.ほぽ現状のまま大きな変化なく継続す
るものと考えられる。
および村予算費自の役場資中より学校のために支出され
たものの合計である。日百29年の学校教育費は村の総支出
の半ば以上に達しているが，とれは中学校体育館建設の
ためである。その他の年度においては村の総茨出の大体
35%弱を学校教育授が占めていることになる。
赤塚村支出収入動態 赤 塚 小 1 木 山 小 赤塚 中
年次 | 
収 入 |支 出支出計|雌費|弓繕 |支附 |営蹴 |当繕支 出計 |蛍維質
日召 お lt7623774132683，7141625，539 28，493597， 0962948 7 0 83l，664238，218 5933446 742，012 84，395 昭?~ I ?~:~~~;~~21 ?~:?~~:'~i~11 ~~2:2~~1 . ?2:fq~1 ~Í~:?~~ ~2~:ff~1 ~~~;~~~I ~~?:~~~I l ~，i~q~91 1~，~~~:~l~ Hl¥ 30 1 17，184，5691 16，114，07311 710，2871 118，5811 591.6471 802，0371 167，5381 634，4991 3;581，2351 2，770，478 
日召 31 21 J37，467 29i82l， ， 433， i78 3，4983 日8羽68S当河14Mhヲ47S701Z811M7Z治E司凹団司35706Z307 66 1 ，ll告 753，9271 178，853' 575，0741 837，6791 278，488 日百 32 1 24，7.78，0151 21，505，33011，138‘ ，17214，を60，29213，590，789869、50311，345、2941 202，936 
言十 101.212，4751 92，730，27416，623，30613，591 ，34013，031 ，96617，657，69814，397，851 3，259，8471 17，697，3261 13，871，812 
平 均 20，242，4旬 18，546，05411，324，6611718，2681 606，3131，531，54:01 87ヲタ70651，96913，539，4:651 2，774，362 
1.3.3 施設設備充実の見とおし
年
??? ??
???
? ?
? ?
?
?
????? ?
?
?
??????????
?
(1) 計画年次について
現在の各校の充実状況では.早急に「器準」に対して
100 %までの充実は困難である。そこで，学校として
「基準」には達しなレが}応学校の教育計画の展開にさ
ほEの支障をもたらさなし、段階を第一次の充突目標とし
た。そして，それまでの計爾を達成するための必要年数
??
?
????
?
?
?
??
? ?
?
???
?
???? ?
16.3 .1' 
55.0 
31.6 
27.6 
32.3 
34.5 
ーらー
を311三とするか，あるいはう年とするかなどいろし‘ろ考
えたが，作成のために準備することのできる基礎資料に
よって.将来の見主おしを持ち得る，\~しまた3校とも充
実度が低いのでその充突には日I停を裂するであろうとL、
うこと，児竜生徒数がl沼38~ドでほぼ安定すること.新指
導袋飢への移行の完了なg考慮して，計画l年次としては
昭和34-38#-の5か年として立案することにした。
(2) 計画年次中の児童生徒の増減について
施設・設備・備品の充実は.児2量生徒数にNfJ応しなけ
ればならない。そこで，計簡年i'X問の学級数，児童生徒
数について見とおしを持つことが必要である。学級数は
つぎの第7表 ab cのように5か年聞の児蛍生徒数の変
化をみて小中学校主も各12~学級としたの
xht|布tli|李7-liAii14lilJFメ日込 計車|李 |針
233 251 
221 244 
36 37 49 86 31 361 671 291 491 781 411 401 811 38 38 214 249 
37 351 21 571 371 491 861 31 361 671 291 491 781 41 40 211 23 445 
38 381 31 69 351 22 571 37 ‘49 86 31 361 671 29 49 211 227 438 
第 2図a 年木度山別小学在校籍生H徒:ri3数4-の3変B化
400人「
一一一男子
ーー 女子
300人
ドー ・ー.・ー ・ー._-喧トーー--------ー .ー'_一・‘ーー
喝ー、..----_._ー ーー...
200人
100人
34'1' 351李 36lf- 37 ;手 38lf-
第 7表b 赤塚小xl学年 2学年 3学 年 一|げ 言十
男|女i計男|女 |計男 |女 |音|男戸商男|女 |昔i男 |女 |昔「 男|女|計
34 361 37 731 43 31 74 381 38 76 401 61 101 321 44 761 42 31 75 231 244 47~ 
35 361 4ラ 811 36 371 73 431 31 741 38 381 76 401 61 101 321 44 76 225 256 
36 401 24 641 36 451 81 361 37 731 4.3 31 741 38 38 761 40 611 101 233 236 
37 351 28 631 40 241 64 361 45 81 36 37j 73 431 31' 74 381 38 76 221: 203 431 
38 261 351 61 351 28 631 40 241 64 361 45 811 :6 37
1可43 3i 74 216 200 4-16 
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第 2図b
300人
-・・ー・ー ---日日ー ーー~~~-~
、吋.トーーーーーーー ーー ・ー200入
10日人
-36'手 37年 38'f 34年 35年
第 7表 c
? ?
?
?????????????。 。ー?
?
?
??? ?
??
?
??
? ??
?
?
???
?
??
?
。 。
?
? ???? ?
871 1181 2051 871 10出1871 981 881 1861 575 
791 881 1971 841 1181 2021 871 1001 1871 556 
注 赤塚中の生徒数は赤塚小，木山小の在籍児意よ
り後定したものであって隣接の四ツ郷屋小の委
託生徒は若干あるが，少数であり，機定困難で
もあるのでこの中にはいれてない。
37 
38 
(3) 計画年次開の学校運営費について
各学校教育費中，資本的笈出を徐いすこ学校運営費が，
年間どのくらいかかるかを明らカ斗亡しておく必要があ
る。この費用比三住として消粍的使用にあてられるもので
あって，直接には施設設備の充実にはあてられない費用
である。
との費目内容}ごついては，過去の安出状況を検討し，
一応小学校では55-60万円，中学校では70-75万円とみ
た。
小中学校聞の差は，大体雨後とも同じ児藍数であると
はL、え.児童生徒の発達段階のちがレ，校舎の綴式，耐
久度等からみて妥当であると考えられる。5か年間の学
校予算の見とおしをたてる時，学校運営費は上の数値に
よって計算した。
体)計画完遂時の充実の見とおし
〆
第 2図c 年度別在籍生徒数の変化
赤塚中学校昭34-38
400人 一一一男子
一一ー女子
300人 .--崎・ー-・， 
づ'
20日人
100A 
34'" 35"'. 36隼 37<手 38'平
同一村内の小中学校では，その教育水準はできるかぎ
り同じでゐることが望ましし、。しかし，教科術品につい
てみると，二つの小学校の充実度はそれぞれ36%，31% 
であるのに，中学校の充失度は21%でゐる。この差it.，
できるならば解消しなけ，ればならない。しかし， 5年間
に丙小学検問，小中学校間の差を一挙になくしようとす
ることは，その必要とする経費も膨大となり，また今ま
で支出された村の学校教育費の小中学校闘の割合からみ
ても，あまり現実的な考え方とはいわれなL、。 基準総額
からみて，中学校は小学校の二倍近いのであるから，小
中同じ経賞者ど毎年投ずるとすると.小中間の充実度の差
はさらに大きくなるであろう。そこでこの差の大きくな
ることをまずおさえ，次にその差を稀少することに努力
すべきであるとわれわれは考えた。また小学校にしても
31-，.-36%の充爽皮では，この rt基準」がめざす教育効果
をあげるには，ほど遠いものであり，今後おおいに充失
する必要がある。
- 8ー
設立のがTしL、中学校では，施設設備の耐久度の商いこ
とが予織され，古し川、学校では耐久肢が低く，更新「補修
に紫JlJを多く裂するであるうとし、5ことも予t慰される。
施設設備の実態鈎査結果や挑状にみられる耐久皮，学
校教育裁の過去の実績等から考えて，5年後の計画光遂
時における「基準」に対するl充ヲ毛皮については，数料r備
品の領域では小学校はせめて50-60%，中学校は45-55
%にするこιを目標とした。
この目標で考えると，小学校では5年間で教科術品充
突のために約150万円，中学佼では約200万円必要とな
る。
経常的運g費を小学校年間約60万円，中学校では約75
万円とすると 5年間では2小学校と l中学校の掛ヰ備品
と経常的運営費で約 1，175万円となる。しかし，これに
は管盟関係の備品費はふくまれていない。
さて!学校の 5~三間の予算の見込，ìt.過去の 5年間の経
過をみると最大で村貨の55%，'年間 1，265万円で，平均
639万円村費の約34.5%にあたる。村の財政状態に急激
な変動がないとすれば，5年間に約3，200万円とみてよ
L、。
もちろん.経常的な施設設備費， 主E蛍重量 1，475万円の
中には管国側係iIi品質を算入世ず，ますこ臨時的にある年
にかぎヲて必要とする施設設備設をふくめてし・ないので
はあるが，これは年々くり返すことは望めなし‘としても
村が昭和129年には村費の55~近くも教育費に投じたと L 、
う事突などを考えると，小学校55%，巾学校50<%の充実
目標は全く突現の可能性のない目標とはいえないであろ
う。なぜならば，過去の実績にてらし，確実に見とおし
のもてる 5年聞の学校教育費3，200万円に対し，経常的
な設住者備品費および運営重量の5か年合計約 1，生75万円で
あって，学校予算の見とおしの約46μである。骨渡部門
の備品，その他の設備や臨時的なある年度にかぎった総
設 ・設備・備品をヨ蓄えても，以上の目標ば高きにすぎる
目標ではないと考えた。
また，基本方針 としてPTA等の私費は枠外としたが
実際の計蘭作成にあたって，各校年間 7~1，O万円の私費
は，各校が今までとってきた方針ーであった，主'として施
設設備充実に投ずるとし、う態度をつづけるならば，この
目傑実現の可能性はなお高まるであるう。
2.作 成の 実 際
木山小学校編
1.実態調査の結果とその考察
1-1管理部門
(1) 校地に関するもの
第 8表
区
校地
内 (屋外運動場
訳 l校舎敷地
?
?
?
??
?
?
?
?
% 
屋外運動場は.基準のご1:'分にも満たないし，校舎敷地
もM程度であり，きわめて不足の状態である。慶外運動
場は長方形のために運動するにも本使である。
(2) 校舎に関す~もの
校舎関係は，校地ほどではないが全体としては62%で
あり低L‘。
ことに重大な問題は，全校舎 569<坪のうち， 353坪ま
でがく62%)老朽校舎であり，危険度が潟いことちあ
る。危険度の高い区域はつぎのようである。
-( -
?????
?
?
??? 、
??
?
?
ぉ ? 、
? ??
?
?
?
? ?
?
?
?
?
?
?
??
? ?
?
?
?
?
??
??
?
?
、
?
?? ???? ??
。
とのように老桁で， !if;iI交も低¥，.校舎であ.るから，こま
かな改普点を考究してその刻策をたでるよりはy まず校
舎の大改築制巡ることが畿良の抜木策であるb
付帯設備の問題点も，校舎の大哨改築によっセ解消し
てレまうものが大半iである。しかし，現段階ではただち
に改築が実現することも期待できなレので，第9表から
おもな問題点をひあってみる。
第 9表 校舎及び屋内運動場の現状
f 
区 分 | 室 名 、|有無 | 基 準 面 積くm2)I 現 有 商
一 般 教 室主，_，_. 。x 768 島、 792 
視精機放
党 教 他笠利用
. 
5 司Fu¥th 4.1 
械送 室
5 6:-6 
y 15 13.2 
社会科教書属 室
>く ，. ト 60 
、
室 "付-室~ × . 理科 × 84 
1 付 霊室 X を8
校 音楽 Q 80 66 
部
" 付属作 室窒 1 。 18 9.9 、
図面工 予〈 84 
" 付 属室 x 24 
分 家庭。科教鼠室室 x イ也釜耳1I用 、
"付 j. ~ . 36 ‘ 冒 4・
図 書イ4・ 館× 80 
" {;I' J鼠室 IX 8 ，. 
、 ' . 
校応 長接務
窓 。 19.8 
2室霊 X ， 事 × 75 ' l険 員 主 。 、 66 
伸同之
会生活議指導室
X 
舎 × 
‘ イ呆 健 2室議 × 30 
理 購宿 員 × 6 ~ 直 室 ? ¥} 12 16.5 ~ 仕 室 - 60 46.2 給 湯 室
部
倉 .庫 物 置
0 0 0 
50 く銀行室〉…39.6
e 6.6 
便所洗面所 E . ‘90 .よ 52.8 
分
弁]廊 降
、 、
49.5 ロ 。 . 90 
下 691 .38生3
J ... ~ 小 言十 乙419 1，573 
ー
. 
児一章 一人当り m2 4.03 t . 2.62 
g 
。
4・
← 10 ~ ¥ 
屋 Z列E降豊口:勝盟下計等書巡ー内
動
場 児訟一人当
合 計
児ml人当り m2 
校舎の充災皮 65% 
屋内巡lEiJ場の充災JU: 51% 
全体のずE決起t 62% 
ー
8 1} 
、
5∞ 283.8 
100 . ， 23.1 
< 
600 306.9 
1.00 0.51 
1，817 
5.03 3.13 
問題点 。ロ γカーがなく，学習用具の収納に困却する。
A 音楽釜だけはあるが，他の特別教室はほとんどない
こと。図f書館を欠くことも問題である。
B 管理部門では，とくに保健室や，生活指導室を欠く
ことは，教育機能の発揮に降雪となろう。
ω) 付帯設備に関するもの
実態縦査の結果は表示しにくいので問題点をあげる。
。電気設備では.'[1源室がなく廊下を利用しており，し
かも不燃賀f!~造になっていない。
。照明設備では，気象条件にも彬饗されるが，老朽校舎
側4教き授のl慣皮が著しく低下している。
。給水設備では，給水タνグにさびがあり，飲料水に混
入している。給水タジグの大きさは学校全体の 1~時間
当り最大使用誌の労程度の水しかたくわえられない。
。暖房設備では，石炭庫が小さく，不完全である。石炭
ストープの約半数が不完全である。
。換気設備では，述動場，廊下，便所などの換気設備が
ふじゅうぶんである。
。排水，汚物処鹿設備では，児蛍便所の「ためj が小さ
い。児童足洗場の排水路が不完全である。
仏) 普通教室施設設備
。机，いす類は，戦時中の粗製品が多い。その上，学区
民の使用皮も;町<.敵損が多い。
• I 
(5) 事 務関係
ω学校の事務能率向 lてのためにぜひ左も，老朽した謄写
版のかわりに輪転式謄写版を，ベルのかわりにベルタ
イマーが褒求される。
(6) 保健衛生関係
。旧式の便所で，面絞も狭く非衛生である。
。校長祭のー函をしきって保健室としている状態では，
よい保健樹滋や3 休養や，救忽処沼もできない。
(7) 給食 関係
。現在，副食給食を突施しているが，公ィ王室の ・ー隅を使
用している窮状である。
(8) 図書館
。学-級別のため，閲覧室が解体される。
。製本問共が不備である。
(ω 視聴覚教材関係
。税立教室がなく，屋内運動場にも固定暗幕がないので
映写が門滑にできなじ。
c!k民館から発声映写機を借用している状況では.i見党
教育の徹氏をはかることができなし、。
。術品をみても，視党教材関係が劣弱である。
一//ー
ゐ.
第 10表 保健衛生・視聴覚備品の.現状
司九
‘ ヨ事
|吋産額|吋産額|時子 |手 lof
衛{健呆 身救体検査及びび予健防康用相処談窓用署器棋具
+化215
急処置及 用 17，Q70 
生
ぷZh3 言十 62，185 
視教 (12) 核聴I 覚 教 材 59FP.08 00 
聴員
教 材 447.800 
~コh 言十 1，04.2，800 党係
1.2教科部門
教科め備品に関する失態は第1表のとおりである。
Jl} 全体、の考 察
いちじるしく充実度の、低いものは，図画工作12%，社
会科14%である。
ついで，理科22%.家庭科24%で，自校の平均充炭度
よりイ~\，、。
比較的高い算数は49%.第2位の体育も47%で.いず
35‘600 8、61ラ 81 
13，330 4，640 74 
48，930 13;255 79 
167，000 428;000 29 
242.500 205.300 5昔
409.500 633，300 39 ， 
れも50%にみたなし、。
国務と音楽1';):"'おおむね閉校の水準に合っていてそれ
ぞれ34%，31%の比事を示している。
不足金:額萄では.音楽と溜科がそれぞれ7071円以上体
育が50万円以上とL、う多額を示している。
総計をみると s 基準のわずか31%にしか達していな
い。もし，現在と問じ比率で備品の共用を除かり，でき
るだけ効薬的に用具を使用.して， 経済的な配慮をしたと
しても.今後252万円の財源を，教科・の備品関係だけゼ
も必要とする。
第 '11表 教科の備品に関する実態調査結果 一昭和33年8月現住ー
国
社
会
算
教科と教科内の分野
語
(1) 地 ・ 凶
(2)年 表
(3)掛 図
仏)潔本・ 模型
(5) 税 -聴覚機器類
.g 計
(1 ) A 低学年 用計数縁類
数言| 類器
B そ ろ ~f ん
計
(2) A 度温 量湿衡 僻
計様及ぴ型類模
B 度計・ 度計・
C 時
D 方位器・測角器・測量器
計
ー 12ー
9，75，0 
26，000 
1，5.00 
9，500 
5，00Q 
0 
42，0.0。
3.200 
1，700 
4，900 
1，540[ 29，440 
1，6001 700 
12，0001 1，ラO
1201 78 
25，260; 32，42 
、ー
議説I ~ 富山心事 7.400 。 。 c c 850 85 。
8，250 。 8，25 。
(4) 
A B t定儀 木板 3，600 
31353“ラ1αcM n 
50 。
i，8930650  0 
数 県板定木y パスコ
3.8告。 2，4 35 400 
C コ y ノ守 ス 2.80~ 2，4 13 。
計 10，240 6，7 34 400 3、110
合 言十 135，02 40，430 
(J) AB 長体 さ 6，250 2，500 3，7501 500 2l，O910O540 D0 0 言l' 若貴 5，070 1.100 3.970 
。
2宮 度開島主 6，950 7，950 ーし000 4，000 3， t註 7，020 1，600 
探 E 時 6，000 12，0001 - 6 ‘12，000 。
類 言十 31，290 25.150
1 
6 18.:00 7，050 
A a -一 再生 雑 14.160 4，150 10.010 29 1，000 3，1う50 
bc 支加 持熱 川用機機器 具械
33，260 5，750 27，510 17 。 5，7. 
(2) 5，500 780 4，720 14 780 
。
理
d 光子r= 203，000 50，000 153，∞01 ' 25 。50，000 
喫 255，920 60，680 195，240 24 1.78Q 58，900 
験続
B カ ・ 渥電動熱光音 ・ 物性
58，740 2，900 
5i:g6g 
。 239000  
察用 C 5，200 4，200 1，00 。 4，2 
D 129，950 6，700 123，250 。 6，700 
機械器
E .:g. 38，150 3，100 35，050 8 23，010。0 0 F 磁気・ 気 ・通信 98，5~0 23，000 75，540 23 。
G 化 物:子 1，850 。 1，850 。 。
類具 日I 生天. 24，500 。24，500 。 G 
文 21，910 5，120 16，790 24 5，000 120 
1 気 象 54，650 42，350 12，300 78 。42，350 
K 地 3，800 。 3，800 。 。 G 
計 437，290 87，370 349，970 5.0∞: 82，370 
(3) AB 傑生 場j
縦採走員 f集'p 
300 46，770 
2，95;01 7 
外観聖子具Jfl 
本ー育 35 2，510 32，790 7 2M390l吃C E 0
C 鋭 培査 59 13，940 45，940 23 10， 手十 D 地 学 調
143 5 
。 3.600 。
鉱山 計 16，750 129，100 1 13，80G 
。o(6) A ー 般 車陸
1 ラ争J，4H81珂C司! 5，130 410 92 5，130 工 BC 金木 工 用 具 6，430 8，380 50 6，430 
額?同ヘ・
工 用 3日vて 1 1.250 9.890 1 1.250 
計 31 12.810 18，680 32 12，810 C 
(7) r商 粍 ~器 }! 、も 類 i 3，256 
dロ』ヨ 言十 206，0~ 165.376 
{(i聞8451)} 教補教 援修 用 具
31，700 5，200 26，500 16 2，300 2，90C 
1，:300 550 750 42 550 
音 授 用用楽縛 器 721，250 228，000 493，250 32 。
228，曲6刻010 0 。
り ズ ム 業 頚領霊猿額傭
8，540 8.600 60 101  
太鼓 24.630 24.610 20 100 。24， 
(6) 
63，31070  
。 370 。
(7) 笛木 苦手・ 欽 琴品時 300 62，800 0.4 。
(18ω0 11弦リ ー ド・楽
， 123，000 32，000 少し000 26 。
32JO2D ∞ 田ラ0 0
鑑賞楽用再器生殻
30，000 6，000 24，000 20 。 '6， 
68，000 38、000 30、G600 56 38，000 
楽
(u) リ ド _，、- y ド 39，850 3，250， 36， 8 。 3， 
s E十 1 1，111，7401 -.305，660 
A a 梢 画 問
兵!=' .
244，680 24，610 220，070 10 。24，6901C  
肉用 b 製 凶 同 24，720 5，390 19，330 22 4，190 
菌兵 計 269，400 30，00 239，400 1 4，490 25.51C 
， 
一/3ー
f 
図
ba 木竹 工 用 54516 8，455 46，061 300 8，155 B 工 用
21342，，PO50310  0 
270 3，660 。 270 
回 工. C 金 にー 用 650 1l，860 。 650 
エ fr- d 粘土工作用具具 600 23，400 
。 600 
e 染塗 装 用 670 。 670 。 。
ff! 打! f 色 用 具兵 8，180 2，180 6，000 27 2，180 
。
F阿〈
g 紙工用 3，000 3，000 。 100 3，000 。
計 106，806 15，155 91，651 14 5，480 9，675 
4ロ弘 言十 376，206[ a叫
AB 遊競 技戯 用舟
具zFl 額富類美浜
618，000 193，000 を25，000 31 。193，000 
体
13，360 7，:360 6，000 55 7，300 
DC EJ最h 協 用 237，200 173，200 64，000 73 
。173，200 
議 J司
。 。 。 。 。 。
E 球 用 62，920 13，880 11，040 78 。48，880 
F リ ズ ム 用 33，.O4 20 33，020 。 100 33，020 。
育
G ー 品定 用 3，400 2，500 900 74 。 2，ラ00. dZ泊~
4 
言十 424，940 
告長
A 食 物 79，130 33，5401 45，590 42 :7，500 16，040 
DBC 被住家
H居R 238、640 45，545 193，095 19 1，180 41，365 4，080 4，080 。 。 。
族 21，010 16，475 21 4，535 。
Jj[ 
4匡hヨ 計 259、2401 60，405 
総 計 I 4，1叫 1，257，8731 2，934，228
1 
174.12711，083，746 
-現.(1:の共用の割合で，今後どれたけかければ諺
準にi宅するかを指定するとつぎのとおり
A X ~壬主ーくB-C) = 419 X旦~-lC8里
目 126
419xO.86-108 
=360-108=252く万円〉
|約竺互旦1
0教科の倒I争中つぎのものは上記集計からはぶい
である。
理科....仏)標本・プレパラー ト (5)模型.音
楽一・(4)図表類(ゆプラスメ-:/~ O~ォーケ
ストラ
体育....D懸垂用具 H体育理論用備品
， 
， 
第 3図 各教科備品の充実度と現有及び不足額
万円 % 、
100 1閃
4・
90 90 己二コ 現有額
~示足側
80 E且
--尭翼庄のプロフィJレ
一一・・全体充実Z
， 
70 70 
ω 60 
sl) 50 、
40 4Q 
30 30 
~ 
20 20 
， 
. 
101 10 
[防nIn~ 日 In 
~: 宇土 算 理.音 図 体 家 会者昆会 数 科楽 ヱ 育 庭 宇十
一 /4ー
(2)教科ごとの問題点
突fぷ捌~の一覧表をみる'è.およその!頃向がHfi祭でき
るけれども，とくに問題点とみなされるものを摘出すれ
ば叱つぎのとおりである。
A 社会事|関係では，標本検視類泌総:鮒亡ひとしし間
接経験を縛させる資料が貧闘であることを証明してい
る。視聴覚機著書類は，会くなL、O
B 算数目見i係でも，図形模型類は絶無であり，計数器類
も同じく.測定関係が食闘で!ある。
C 迎科関係では.化学・生物・地学方面iT-絶無であ
り，総体からみても充実皮がきわめて低い。
D 音楽関係では.筒 ・木琴類が不備勺あり.総じて若手
楽関係が貧閑である。
E 図工関係では.竹工・金工・粘土てfl三・2会裟ブj聞は
2. 領域別充実計画の作成
J宵i尊闘史1mな状態におかれてし、る。
F 体育方面は比較的元突しているが，懸垂rti具が全然
クqけている。
G 家庭科閥係では，住居と被服'jj商がはなはだ!シく劣
っている。
以上教科ごとにきわめて簡約して述べたが.要するに
会体で充実歩合が，わずか31%である主いうことは，殻
低必要量さえ満たされていなL、ことを示すものであり.
問題点が充満しているのは当然であるといえよう。
'，3教科外
児童会活動関係と電学校行事関係はかなりそろってい
るが，生活指導関係の設備および備品はとくに不備であ
る。
2. 1領域別充実方針
以上述べ1.:.実態調査の結果から問題点を導き出しそ
れ;を自校の教育計画に照らして，改善等を考慮すること
にした。そとでまず領域ごとの問題点と改普点に基づい
て，領域別の第一次充突計図i試案をたてることにした。
領域別jの充実方針をたてる際にはーそれぞれの分担に
灼いて勾およそρぎのようた観点を念頭におきながら，
問題点を再時味していった。
。教育目標が.効果的にじゅうぶんに遥成できるか。
。指導要領の指示に適応しているか。
。児童の能力段階や.欲求に適応しているかφ
。地域性の点から検討して，適正であるかどうか0 ・
概括的な領域別の充笑方針はつぎのとおりである。
2.1.1管理部門
(11校 地・ 校 舎
校地は.全体に狭いので拡張の必要があり，とくに屋
外運動場は，正規，の屋外遊動に適さないので，隣接地域
の買収をはからねばならなし、。l
明治45年建築の老校舎は，最近の教育指滋に不適当な
環境であり.最大の障害尽なっているので，危険校舎の
大改築が，当校の胞設設備の最大問題である。すくなく
とも. 5年計聞の期間中に，危険校舎の橋氏築を突現す
ることが根本的な解決策である。
(幼付帯設備
A 3年以内に.校舎の増改築を災現したし、のが，学校
としての願望であるが，財政上の現実的条件からみる
と容易なことではなし‘。しかし.こどもなちに臼タの副
学習生活の不便を与えることは最小限にく4、とめfc
L、。そζで，付''Ij干設備全般につレてつぎの三つの分類
を定めた。
。校舎の改築にともなって解決されるもの
。大きな工事のために.特別予算を要、す7.)もの
。年次的な充実計画によって解決すべきもの
B 校舎が古く，狭く，暗いために学習衛生上の観点を
重視すること。
C 健康教育重視の立場から，保健衛生関係の設備・術
品は現有状況としては充実皮の高い方であるが，いっ
そう拡充する。
D 図書館やJ筏聴覚関係は，多彩な機能を発揮するも
のでるるから.使用頻度の面からも考慮して充実して
い〈。
2.1.2教科部門
(1) 国語科
。基礎的で使用度数の多い掛図・表類の充実を優先
。欠損度の高い習字用具の充実
。話すことの指導用具ローマ字，漢字のカード類など
直観的，機能的なj羽具の充実
(2)社会科
。間接経験重視の立場から，視聴覚関係の教具を優先す
?， ，
??
る。
。前記のうも'.基本的な地図類を第ーとし，標本模型は
金織の点と.使用度生考えて第二次とする。
(a)算 数科
。充実皮の低い図形説明器.言1・数音器類宅ヒ優先。
。円常の授業で使用皮の潟L、云角定木、ものさし類宅ピ補
完する。
。実験，実視l等で，グループ学習が適当なものlは，グル
ープ数に応じた数量を補充したし、。
(4)理 科
。実験観察指導に重点をおき器械器具の充実を優先す
る。
。グループ学習の便益を考慮する。
。観祭用兵，飼育栽培の施設を考慮する。
。湿科教室，資料室は緊急に特別予算措涯を講じたし、o
0学習指導め実践記録の観点から，使用度の高いものを
補充する。
(5) 音楽科
。楽器の不足を補完することが第ーである。
。2起集関係の基礎的な用具をそろえたい。
。鑑賞用νコードは，おいおいに新しいものをそろえて
いく。
(6) 図画工作科
仁に作指導湖具に重点をおく。
。全般に充実度が低いので，基礎的な用具から順次に整
備する。
。改築の場合は，特見1]教室の設置を優先したい。
(1) 体 育 科
。分凶学漕を重視してL、るので，グループ数に応、ず!る凋
具の{回数の干rn究をはかりたい。
01正銀持，休置E時・，放課後を通じて，利用率，使用頻度
の高bものから盤備したい。
。体力調1定を舷進したいので，測定用具をそろえる。
。球技用具類のように，消耗的な性質の強ヤものは隔年
補充を考える。
。教材の性格や，地域性から考えて使用頻度の低いも ゐ
の"または使用しても効率的でないものは購入しない、
で，"1重点的に必要品を整備する。
係)家庭料
。食物関係わr~l盟実習をする備品がなく ， 実習が困難で
あるから，言問理用備品を優先する。
。被服関係では，洗濯教材に関するもの，および，ミシ
γ類を次に考慮する。
。第三には，家族住居に関するものを整備する。
。「基準」では.突習をおよそ8班に考慮してあるが，
当校の突態から6班制として突習場面をi設定する。
2.1.3教科外の部門
児童会活動
。日常活動の充笑徹底を期するために利用慈の高いもの I
を重視する。
学校行事
。教育効果の低いもの，利用率の低いものは除き， 日常
活動に有効なも.のを重視する。 /
i主 ・領域別充奨計百iの領域は 「基準」の領域によった。赤塚小 ・赤塚中の場合も同様である。
2. 2 作 成 の 実 .， 際
前述の領域別の充実方針に基づいて.鎖i或別充実計画
を第12表の形式により作成して全体討議の資料にした。
その上で部会や，数次の全体討議の結呆.最終案がまと
ま句たわけである。
いまここでは.作成の具体的なすがたを."言語科をと
おして述べ，その後に各領域にわたって作成上考慮した
事例を数例ずつあげることにしたし、
“ 
第 12表 領域別 充 実 計 画
領 域 〈校地校舎の付帯設備〉
名(基準数量j現有数|必要数|必要金制必要図由 l備 考
い光燈I 1 I 16 IτZol学習衛生のため「響P石 7
一!もー
2.2.1 国語科の具体例
(1) 実態論査の考察
l国語科の備品開賓の結果の現有数量だけを抽出すると
第13表のようになる。
ー第 13表 国語科備品現有表
R仁同S 名
l 小学 年用 捗} 関
2 小学 2 年用 捗ト 図
3 絵 入 五 十 音図
4. カ タ 13 ナ五十音図
5 カタカナカー ドく教師〉
• 
6 ひらがなカ 一 ドく教師コ
7 台、 る た
B ロー マ 字カ ー ド〈教師〉
9 ロ ー -マ 字 カ ー ド掛
10 ローマ字ツラッシユカ「ド(教師〉
11 新ローマ字の綴り方
12 .常 掲 下Z -、マー 字 表
13 教 育 漢 字 表
14 漢 宇 筆順 の 主 本
15 漢 ・字のへんとっくり
16 現代かな づかい表
17 自 色 習 ナ凶吋. 用 塗 板
18 く水筆書方指導板〉
19 硯
20 墨
21 水 さ・ し
22 墨 i"l- .入 器
23 朱 皇主 汁
.24 大 筆
25 朱 筆
26 主義 か け
27 習 十，ーι. 基 本 表
28 新 編 習 f字 捗ト 図
29 習 十~ 鑑 賞 用 掛 図
30 発 '音 口 型 図
31 送 受 話 機 説 明 機
32 紙 →4会，・ ↑居 去っ く
33 人 形 鼠l 道 ".自、 一 式
34 T { 7' 1ノ コ 〆 ー
35 宅芸 音 機
36 国言語教育レコ ード一 組
37 幻 灯 機 一 式
38 映 写 機 一 式
39 謄 写 j羽 具 一 式
国語科の「基準」の資産額 28，800円
木山小学校の現有資産額 9，750門
|基準|現有。。
2 2 
4 2 
2 。
2 。
7 。
2 C 
2 。
2 。
を 。
4 2 
6 。
6 。
6 。
6 。
2 。
3 
3 
2 
4 。。
。
4 。
l共 。。
i 。
共用 l共
共用 l共
共用 l共
共用 。
l共 i共
「ぷ準」に対する不足音買 19，050門
充災度 34% 
木山小学校教科術品の充災度 31-% 
以上のような状態であり，木山校としては特別に陥没
している教科とはL、えなL、b しかし.総額3万円ほどで
〆益鎗額に達する，最も費斤矧iのカ
わめて低L、充突ぶりである。
国語科内の分野ごとに備品の充笑状況をみると，つぎ
のζ とが指摘される。
。基本的総合的なものとして，掛図類が皆無なのは問題
である。
。漢字学習の基木としての漢字表類がない。
。発音口型図や，送受話機説明機，紙しか品、わく，人形
成l道具一式など，主として話すことの学習指導に必要
な用具が乏しし、
。学習活動を多角的に構成するのに必要なカ」ド類が不
備である。
。習字用具は.数の」ニでは 応ー、そろっているが，被領し
消耗皮の高いものが多¥，:0 
これらの問題点をとおして， .最も主主魔的な教科である
国語科でこのように基本的な備品の欠損が指摘されるこ
とは重大問題であると考えられる。
白)"国語科学習指導の反省
いままでの国語科の指導を反省してみると，まだ読商卒
中心であったと考えられる。話すことや， 文章表現す~
こeの指導がきわめておくれていたと考えられる。しか
も，その読みの指導に際しても基本的な用具が欠けでい
て，それを適当に周作用具や，他の代用物で間に合わせ
ていたことが反省されたのである。
当校児童の国語科学力は決し℃低くはないが，より学
溜を正確にして，学包能室主主ピ高めるためには，基礎的た
用具の整備と駆使が重要になってくる。
ま，た，当校児童の言語発表能力は，かならずしも高く t
ないので，言語的な表現能力を養成するためには.視聴、
党用具のじ。うぶんな活用や，学習活動を促進する備品
の盤備に努めなければならなし、。
備品の整備充実は ，学習成果をあげる重要な条件であ
るが，それ以上に術品の活用が重大な条件となるq われ
われは，この点も反省し合い，つぎの点につい、て再検討
してみた。
A 国語科教育計画の再吟味
とくに学習活動に必要な備品の検討を，1'心に，三子:蛍活
z動の内容と場の構成に留意して計画をみていった。その
結果.その術品の必要な学年，予想される使用度数など
が明らかにな円た。
一 /7ー
B V吏月1場繭と，使用方法の反省
その術品を，どんな学習場l討のどんな段階で.どのよ
うに使用すことが効果的であるかとL、う検討。 すなわ
ち，学習指導ブj法に密着したvHi品の研究とL、う観点をも
とり入れて反省の資糸干にした。
C 児童の国務科学習の失態
前述したような本校児訟の閑語科学力の失態を斡味し
学習活動の傾向を国語科研究部員が語り合った。;;1>:校児
載の欠陥が，言語的表現力の未熟であること，および，
ことばが比較的粗野であること， ド)}，レ学割はかなりあ
るが，内容.同に泌透する木f空白哲学習に臣民まっていないこ
となどの諸点にあることをみいだし7ぉ
(3) 充 実方針
以上.実態調査の結果の分析と.国諮指滋の反省の二
点;から，つぎのよ.うな充災方針をうち出した。
。 J，~僚的で，使J!1皮数の;おい併凶綴 ・ 表類の充尖を優先
する。
。磁l:l'lや前耗率の ~'~1 ~ 、科卒J目共の充災。
。言話すことの指導HI兵， ロF マ字，淡字のカー ド類など
ia観的，機能的なffJJ'!:の充実c
(4) 作成の実際
領域別充突方針の樹立の場合は，本校児童の言語表現
能)Jの低いこ とが重視されて，認すことが習字より優先
していたが，実際にY'!I字HI兵を点検してみると， yd全使
用にたえるものが少ないので変更した。国語科指導の反白
省主現有数調査の結果から，充実計画の基礎資料をつく
り，それから.国務科としての第一次の充実計闘を作成
した。c第は表参照〉
第 14表 充実計画の基礎資料
分野|雪| lz骨量陣営I~~I議室1~~1必姿金額|伽市l 名 考 |必要 辺自
5( l 小学 l年用機図 ①| 3，000 低:区学本年的指で道必に要は2 小学 2年周掛図 2 ①l 3，000 
3 絵入五 十音 図 。2 2 
生カタカ ナ五十音図 1.2 。生 2 2 3DO 
文要多使字でL用学.で使習興用き味に度るは必5 カタカテカード仁教師う C 21 2 自作する 数も的に
6 ひらがなカーl了〈教師3 。2 2 1 
7 台、 る すこ 。71 11 7 こどもの所持品~C'よ L 、
8 ローマ字カードく教師〕 4 。2 2 自作する 1 
9 ローマ字カード掛 4 。 6 2 I，OOD 
10 nーマ字フラ vジュ 4 。2 2 自作する 視覚的に使えるカード 〈教師〉
1 荒野ロ ーマ 字の綴り方 4.5 。41 4 4 600 
12 常掲 ローマ字表 4.5 。11 ~ 3 2 50D 
13 教育漢字表 4.5.6 。6 を 6 90D こまかし、のは効 本漢字学習には基殊がない 的なものであ
14 漢字筆 )，阪の基 本 1 。6 3 6 
コ
る
15 漢字のへんとっくり 1 。6 3 6 
かな 16 現代かなづかL、表 1 。6 3 6 要点を示したもづかい 、 のがよい
17 白色習字朋塗板 4.5.6 。 '2 
18 く水筆者方指導根〉 く1)
担3 19 硯 4.5.6 。
20 選主 1 。
5， 6年平子:な級 消耗芸名が高いの
21 水 さ し " 。 3 2 4 600 x 1飼'Il!安ぁ価 で各た方教家がで保管 l く 22 喜主 tr A 器 " 。 3 2 生 600 ものカ る し 活用で1/ きる
23 朱 墨 汁 " 。 2 告 800 " 
ヤ・ 24 大 筆 " 。 ~ 2 2 400 1 、圃.
25 朱 筆 1 。 L 2 2 200 1 ， 
‘ 
26 1l'i. 台、 け 1 。 250 あま り使わない
と 27 習字基本表 4 。 6 1 360 
28 新緑習字掛関 4.5.6 。
29 習字 鑑賞用持ト図 4.5.6 。 7 1，200 技要法でのら上る達に必
。 。， ， ， ?
30， 発音 ロ 型 図 1.2 。 4 8 4 480 
効事実時来務て主的ぎ主事師き‘ 31 選受 1話機説明機 3- 。 9 2，400 るのマ
く 32 紙L.Vまいわく 3- 。 1 ， 2 300 X安価にできる
33 人形劇道具 一 式 3- 。 5 3，0001 1 
』ま
34 テープレョー !J."- 。共用 1共た
す 35 宅島 三日" 機 0 共 l共
36 国語教育νコードー組 。 . ， 
37. 幻灯機一式 0 共 l共
38 映写機一式 。共 10共i
かく 39 謄写朋.兵一式 4- 。尖il共
注使用度のj順位0@O 必要金額計22，800円 共は他部門と共用
笑際はこれよりも細かに記入したが，この基礎資料か
ら.必要順位の順にならベかえて，必華客理由も整恕して
第一次充笑計画をつくったのである。
この基礎資料にも現われているように，当校の立場を
基にして r基準」をより現突的に改変した聞がある。
すことえば7J<さしゃ， 墨汁入器は 「基準Jでは4年以上の
学級が共用して 1f笛になっているが，実際には.はなは
だ不便であり，ことに5年生以上は，社会科等の時聞に
も毛筆を{定期する機会が多いので，ぜひとも各学級に l
箇ずつ常置したいと考えた。墨汁入器は，あまり移動す
るとこぼれて教室やろうかを汚損するし，水さしなども
移動がはげしいと.破損することは従米しばしば経験して
いるところである。しかも.現伝われわれの使用してい
るものは，単価が安くてしかも実用的である。それで，
個数を増したのでihる。また.卓かけは，当校では書き
かずこ指導の際にほとんど必要を感じないので， r基準j
rお1)，.1備として整備を急がないこどにしてある。
必要傘額の合計も第一次案から，第二次築に進むにつ
れて，しだいに少なくなった。
第一次案では，必要l順位はおおむね第14表の基礎資料
のとおりであったが，同順位の中でも.}I頁番をこまかに
定めて出した。
その後.念体会議の結果，司会校の充突方針が，四つに
決定したのでその系列にしたがって，第一次案を修正し
た。この四大方針のうちで.A C学校運営の重i点苦烹、一一a
科学教育 b健飽¥J.l康提教干背守 c ~道益徳教育〉 は， 闘言語苦1科主斗}にtはあ
まり関係係:のなし
のは酎見する〉と.D C使用l支の高いものは充実 した
い〉が， 国語科の備品優先順位の決定に影響した。
第二次察では，第3位のグループにあった漢字筆順の
E基本や，・漢字のへんとつく!札現代かな勺かし、表などが
下位に落ちて，ローマ字表と，紙しばいわくが優先する
ことになったb
これはp 漢字指導は，教科警に最近いろいろの新しい
ぐふうがされて指迫力L容易になっFという意見もあり，
また，話しことばによる表現指導の重筏や，ローマ字関
係の欠落が多いということが作用したのである。
最終調整の結果は，第15.表のようになり.国語ー 科fi不
足金績が少ないので80%以上の充実を目ざしでいたが，
イ也教1斗とのーパラシスも，あり.73%の充実度にと eまっ
た。し〉かし自作可能な備品は.できるだけ早急に作成
して活用することになったので，実際の充実度~"l:. 内容
的には高くなっているはずである。
。第 15表 5か年充実計画案
翻語! 品 名，fi I単価 |合計 iF
1 1 1 小学 l年掛図 1 3ベ3，000 
21 2 小学 2年掛図 11 3，0001 3;000 
. 第 一 年 次計 6，000 53% 
3 I 21 7]< '6 し 4iX 150 600 
4 I 22 選 什 入 器 4:x 150 600 
第 二 年次計 1，200 59% 
5 I 32 紙芝 居 のわく 300 
6 12 ?古「縄ロー マ字表 2 500 
第三年次計 800 61% 
7 I 14 漢字筆順の基本 6 270 1，620 
第四 年 次 計 1，620 67% 
8 I 15 漢字のへん 6 900 とっくり表
9 I 16 現代かなづかL、表 6 720 
第五 年 次計 l，26240t| 73% 
計 1， 
)JJjわ〈として自作し費用を婆しないもの十
日カタカナカード 2 
目
6 ひらがな カ ドー 2 
T 色、 る Tこ 7借用する
8 ローマ 字 カード 2 
10 日ー マ字 2 フラッシ zカード
一円-， 
国語科は基礎教科でおり，物品企少なく金額も僅少で
すむの‘で，全部を充実したし、意向であったが，いろんな
事情からやはり困難となった。自作の問題や，視聴覚教
具の国語科べの導入にづいではL、ろんな問題もあるが，
ここでは，作成の経過を中心に述べた。つぎに各領域に h 
わたって，作成上考慮したことについてふれてみる。
2.2.2管理部門
(1)校地 t校舎
、。校舎の主将改築は早急に爽現しなければならないが，望
ましし、校舎配置にするためには，敷地の拡伎をはから
/ねばならないρ そbて，グラウY ドの拡張主整備などを
すませてから本建築にかかるこ主kこする。
。危険度の少ない校舎は存置して危険校舎の改築をす
る場合，建築費はかさむが，耐久度を考慮して鉄筋コ
ングリー ト建築とし，特に特別教室の設置をはかるo
~.'た， 子町どもの管理や体育を重視する立場からステー
ジ付屋内運動場を優先することにした。
。したがって絞地校舎関係の充実j順位は，学校の教育g
僚と，地域の突情，村教育.財政の見とおしなどから定
めたわけである。
(~) c付帯設備
充~つら・針のところで述べたように，老持校舎の改築と
いう大問題をひかえている木山校では，付帯設備の充漢
におのずから限度がある。方針のところであげ，たもの
f絞省の改築にともなヮて解決される事項〉は，できる
だけおさえることにした。しかし改築のし、かんにかかわ
ら歩ゾぜひとも改善を要する商につL、-c大きな工事を
要するものは特別予算，小さなものは年次計画に組むこ
とにした。
A 君重科主主.図商工作室，図書関覧室などの要望はきわ
めて大きし、ので，年次ごとに特別教室の噌築をみこむ
方法もあるが，校舎新築と同時に一挙に設霊ずるよう
の照明設備は移動可能でもあり，不経済にならないと
いう理由で成立した。そこで基準には明示してなL、が
各教室に4個ずり備えることにした。これは後には一
括購入の金額の関係から，年次計画でなく，特別予算
関係へまわすことになったc
。備品関係で数例をとると①図書は毎年次購入する計画
になっているが，拡充と同時に保管の立場を考えて，
製木用具を第ーに整備するこ主にした。
② 基幣には示されていないが学校の日課時程がE確
に巡行さオ:tるためにベルタイマーを第ーにとりあげ
た。とのように，学校の失態に応じ学校の実践的立
場からの切実な要求を強くとりあげている点がある。
③ 保健衛生関係の術品は充実度が高いけれども，保
健室も校長室の-1慌を仮りにるごてておく状態であるか
ら，休養や，予防処置の設備・術品をさらに充実する
ことにした。
③ 給食関係の備品は.現在は不完全給食であるこ
と.保管場所が狭いこと.とし、う実態から，まず小さ
なものから購入することにした。これは物品の管理と
いう商からの例である。
⑤ 視聴覚教材で， ドライパー，エッパーなどの修聖書
胤兵を毎先させたのは，職員に簡単な小修理ならでき -
る技能があるためである。また，図工などの他教科と
共用するのをさけたのは，視聴覚教材の修理と，イ也教
科の使用が重複する場合が多し、からである。これは使
。用能力と，共用に関する例である。
⑥ おなじく視際党関係で，現像タンFや，暗室長用秒
時計などの陪愛用品の整備の順位をはやめたのは，せ
づかく暗室を設けながらも，備品の不備のために利用
がふじゅ 5ぶんなためである。これは，施設と設備・
備品の整備の対応に関する例である。
2.2.3教科部門
にしたから.付属設備もその際一斉に終備することに 川1) 国 ， 語 科
した4
B 児蜜足洗場排水工事，職員便所の新空襲. 給7.kPl~!J
の改造などは.狭く古く非衛生的な環境である現校舎
勺ば解決を事するものであるが，かなりの工事業を要
するので 臨時予算にあげた。
C 老朽校舎音s分の4教室の限度がL、ちじるしく劣り，
てふうだけでは改善できなし、ので，けい光鐙を必要順
位第11立にした。これについては論議があったが，こ
。滋礎的で，使用皮も高ピ.使用学年の範囲のひろい漢
字筆JI慎表や，漢字のへんとっくりの表，現代かなづか
い表など4を上位にした。その他視聴蛍的な教主むとして
の紙しばし、わくや，カード類を整備して，国語I科教授
に多彩な変化を導入しようとした。 (2.乙i参照〉
(2) 社 会 科
。基本的な常掲用の地図類の整備を考えた。すべて.1ま
J 
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観的具体的な朋兵を鋭先的rc.~'It入しすこL、めだが，経済
面も考慮して，傑?に類似なるべくおさえた。
。基準にはTームラジオセ γ トカ>.視聴覚と共用になっ
ているが.利用方法を考えると.社会科で専用保管と
いう立場をとって 1台設置することにした。 cこれは
討議の結果，最終的には，けずられた。〉
(3)算数科
。充実度も低く，直観的な用具として有用性の高い図形
説明器.低学年用計数器類の順位を優先した。
。使用度は必ずしも高くないが，その胤具が欠けると笑
施不可能なものーーたとえば，計測J具としての巻尺
メスシリシダーなどを優先した。
。三角まE，f(.コyパス，ものさし.方限小黒板などは円
常の使用度も高く，利用範聞も広いので，はやい順位
にしfこ。
(4)理 科
。突験指導の重視を充実方針にうたったのを具体化し
すこ。
。たとえば項目「視度」の視度計は，基準数%に対し現
在使用できるものがない。充実度からみても，使用度
数からみても，基礎的な笑験指導である点からもグ、ル
ープ学習として児議に経験させたL、ので， 10本補充す
ることにした。
。果等カミら，有効と場唱えられるので， !J - J:'楽器の不足
分を補充する。
o J)'- f'楽器のアルドシシグルをあげたのは.現在ソプ
ラノシジグPレが5台あるので，リードバy ド指導にお
いて，小規模ながらも一応整備しておきtこいためであ
る。
o鑑賞レヨードは，楽探に関するものの中の，打楽器に
関するレコ ードが不足しているので，楽器:指導におけ
る鑑賞用として先に購入することにした。
(6) 図 工 科
。ヱ作領域が貧弱であるために，前述の充実方針にした
がって.つぎのように作成してみた。
。粘土用具がなく，低学年工作指導として重要な分野を
しめる粘土工作が継続的にできず闘っていたので最初
に購入したレ。
。竹工t土地域社会の突態から見て容易に材料が入手でき
るめで，高学年のヱ作指導として多くとりいれられて
いるのに用具が皆無に等しL、からぜひ早く購入した
い。これは地紋性加味の例である。
。描.商用具で皿鉢実質，動物，玩具，背景用布等の新しい
ものを追加して.こどもの描画意欲を高めたい。
。金工.染色用具のようなものは一応経験させたいので
ひととおりそろえるこ主位した。
。た.とえば項目 「飼育」の「くわj は.継続観察の器具 (7) 体 育 科
で，活胤度も多く学級園の手入れなどに必要なもので
ある。充実度も基準より劣ヲているので計画案にとり
いれた。
。'また「電気j の項目の「電鈴」などは，基礎的原理を
理解する実験用具である。充実自主も低いので補充する
ことtこしTこ。
(5) 音楽科
。読諮指導は1・2学年においては具体物による指導が
より重要なので，最初に五線7ランネルボードをあげ
る。
。ベース付アコ ーディオシを先にあげたのは， 1 • 2学
年普通教室の備品としてぜひ各教室にl台ずつ配置し
なければならないオルガνが，本校にはたった1ftし
かなし、ため凡である。それも，明治時代の造物のような
老朽品である。早急にオルガジをいれ;たいが，予算商
の現実を考慮すると， ベース付Tコーディオνで代用
することもやむを得ない。
。指導要領の訴楽のねらいを達成するためには， J) - f' 
含奏を中心とすることが楽器の性質.演奏法.合奏効 ， 
。機械器具運動は，体育の重要領域の一つであり，しか
も跳箱.マLト運動は代表的なものである。そしてこ
の運動はグループ学習を行うことによって，いっそう
効果的となる。また.この運動は危険がともなうもの
である。したがってつねに用具が完全であることが要
求される。跳箱とマットを優先したのは以上の理由か
らである。
。正課外の時間でもこどもが喜んで，どんどん佼舟し
生活体育と結び付けるためにも，球技用具類，跳縄等
。を購入する。
。いろいろな測定資料により，一段と効果的な指導がで
l きる。そこでこの資料をより正確にするための測定用
具を購入することにする。
。教材を熱心に習得しょ・うとする意欲を持たせるために
視覚教科を購入する。
(8)家庭科
。地域の実状をみると.生活改善‘台所の改善など表面
的形式的な面は進んでいるが，こどもらの食生活は貧
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弱である。内容的，突質的には，まだ栄養改善の主主・識
がf民、レ，と思われる。
とこるで.最近ょうやく地域主詩人団体や， PTA各
種団体などが，学校を会場として，料磁講習などを熱
心に開催するようになった。学校の完全給食への主要望
も高まりt食生活改告書への関心主機運が高まった‘と考
えられる。そこで，児童の網走塁実習を通して，ますま
すとの機遂を荷揚したし、と考える。家庭科で，宮司斑用
備品を優先したのは以上のような地域の食生活の実態
に根ざすすものである。
。また，地域の勤労生活のはげしさの故か，一般に衣服
が不潔で.合甥的.衛生的な衣生活がなされていなし¥
ちらみがある。そこで洗濯用具類‘台第二位にあげたが
これも児童の突態と，地戚の突情による。
2.2.4教科外
。児動会活動の役員記主主及び腕章について
児議会運営委員会の委員に役員パ yジを与えて，そ
の責務の同党と委員のプライドを高めて行きたL、。週
番の腕章も同様である。したがってこの備品の利用度
は大であって.しかも教育的組織的な活動能率が高め
られ，日常活動の充実に役だっ等の観点から必要順位
'3. 全体計 、画の作成
を第l替にした。
。学校行事の国旗について
行事教育を重視する立場をとる。現在のものは少し
破損していて，しかも数誌が不足である。学校行事の
備品の中でも利用凶数の多，いものであマ七，祝祭行事
の場合は，屋内，屋外ともに掲揚できるようにしてお
きたい。したがって順位を優先した。
。生活指導用のついたてについて
生活指滋における問題児指導，生活相談等に利用す
る。と~術品の利用率は大であり，しかも現在、の生活
指導を能率的に進めるために重要である。したがって
順位を優先した。
一般にこの段階までは.教科ごとの独自な立場や;担
当者の個人的見解による部分も少なくなL、。
実態調査の結果を領域別に担当者が考察すると共に，
念体でも考察しあい，連絡をした上で領域沼IJの充実方針
をたてたわけであるが.まだ共通基本方針を貫〈ところ
まで調整していなかった。
そこで，第一次試案を材料にして全体協議をおこなヮ
て，全体方針を樹立することになヲた。
3. 1 学校全体としての充実方針
領域別にたてた充実方針と，飯域別計図iにはまだ領域
ごとの特殊相や，担当者の主観が混入していると考えら
れるので，学校統体としての観点から全体の計画作成の
視点を設定することになった。
3.' 学級規模の再確認
まず，今後五か年聞の児童数の推移状況を各種資料に
より検討し 12学級をくだらなし、こ主を再確認した。資
料は1.3， 3.児童生徒数の域滅ぐ木山小学校の分j
を参照されたレ。
3.'.2 村教育財政の予測
前述の「赤塚村教育財政の実状Jに記載したような資
料によって，今後5年l聞に特別の財政的な変動のなし‘限
り，当校が獲得，~C:きるう直?哲予算，1'ま.およそ80~85万円程
疫になると見積った。われわれの作成するものは，教育
的な見地からする施設設備充実のための怠見書の性絡を
もつものではあるがs財政的条件を考慮しなければゐま ， 
りにも現実性のうすい机上プラシとなってしまう。
したがって.われわれの態度としては，あくまでも教
育的な観点を主体としながらも.突現性を強く加味した
いと考えたのでみる。主ころで，教育費は全額施設設備
演に投入できるはずがない。通常予算のなかで，経常的
な運営費を除かなければならないc
つぎにPTA会設，学校凶沓重量たどの私費関係の財源
もコ与えられる。ただし学校徴収金はすでに使途が定ま
っていて施設充実の方ヘバ回せなし、。また.PAT主催
のバザーの純益寄付のよ5な寄付金も考えられるが，こ
れは臨時的性格のもので不定である。本校としては.設
備関係へ補助できる私費はおよそF万円と考えてL、る。
そうすると総果的に.百貨'(ir.術品関係に使い得るもの
は.一応.下めように算出される。
85万円ー印}J円+グ万|吋=30万円
〈通常予算) (運蛍費) (;私費J
実際には， 7JIJ途に考えている臨時予算，追加予算で，
光栄する予16の設備俗品も.通常経費の中でまかな1わな
ければならないことが多レので.この30万円をすべて投
?
?
? ?
第 16表 学校運営Jこ関する年間経費の推定
L¥「之と| 34 35 
苓燃消車当 耗歯科需料医品 校資霊医費 12，200 12，200 87‘544 S9，54生
165‘620 165，620 
10，00。 10，000 . 
14，671 15.000 
光速修鼠
熱
費量
50，000 54，O0 90 
信繕 27，180 30，000 33、000 40，000 
材 料 25，030 25.00:> 
営 繕 83，043 82，043 
報負保‘ 償担 賛金
6，000 6，000 
30，666 '30，666 
険費 37，100 37，100 扶 助 12，600 12，600 . 
計 599，624 609.773 
入することは，困難であるかもしれなし、。しかし，われ
われは，すくなくとも，備品の充実度を，現在の31%か
ら.60，%近くまでGきあげhiいとし、う目標をかかげるこ
とにしたので，年次計画では.30万円を最低限の努まし
し、額としておさえることにしたのである。
3.1.3充実方.針
傾嫁別に，施設設備の必要理由を出したが，これはさ
まざまの角度から，あげられていた。その数例をあげれ ・
ぽつぎのようである。
-学校の教育目標の逮成に必要であるo
v地域の社会生活を向上させるため。
・地域の人々も利用して..広義の教育上有効である。
.学校の管掃海縫上必要である。
・使用範闘が!玄く.共有皮も高くてつごうがよい。
.効率の高い用具である。
-その教科にとって基本的中核的なものである、。
.価格が高すぎず入手しやすい。
・グループ学習に最適である。
・教師T51a じゅうぶんに活用できる。
.児童の学習改善のために必要。
・直観的な用具で，活用度が高い。
観点も内容も多種多様で<bる。内容的，質的差異がら
るが，これを段階づけることも困難もあった。
そこで，協議の結果.具体物を遜しながら必要i理由を
いくつかの方向に分類した。共通点を抽出しまた一方
学校統体の立場から原則を樹立するように努力した。
36 37 38 
12.200 12，200 12，200 
89唱544 89$5044 0 
19810?3 3j0(104母0 18ODOO 190，0 
10099 00 10，000 18，000 18，000' 15.000 
53D7，?O9Q0 q 58，000 58.000 30，000 27，000 
唾0.008 38，000 3，500. 
25.000 30，000 30.000 
84，000 70，000 6.0，000 
、
6，000 6，000 6，O6060  
30.666 30，666 30， 
37.10日 37，100 37，100 
12，600 12，600 12，600 
632，110 632，110 581.610 
その結果つぎのような基本方針をうち出した。
(1) 校舎の場改築の推進を第一方針とするo
児童の全体的調和的な発達を助成するに1は，学校の施
設設備が，きわめて重要な働きをもつことは，論をまた
ないところである。しかるl'こ当校は，老朽で非衛生的な
危険校舎で，教育指導を行市ている現状である。なによ
りも優先して.校舎の増改築をはかることが根本的な施
設E策携の改善策でるる。
したがって，施設設備関係も，つぎの三つの態度から
考慮することを原則とした。
。校舎の増改築によって当然解決される性質の施設設備
は.極力おさえる。
。ーj肴改築まで延期することによっていちじるしく，教育
的な障害ーをおζすもの，または増改築にかかわゲのな
いもので，大きなヱ事費を要するものは，特別予算の
わくで考えてし、く。
。その他のものは，年次計画に組み入れる。
位)管理・教科・教科外の部門を通じてf 学校として
つぎのような重点づけをする。
。今後五か年聞の重点的な教育目擦を「科学教育J ~処
康教育J r道徳教育」の三分野に定あ，それぞれに関
係するものを，学校運営の上でも重要視してL、く。
。各領域，各教科で基礎的なものは重視していくσ
。県の基準試案2ニ比較して充実度のはなはだしく劣るも
のは補允に努力する。
。使用度の高いものは.なるべく優先する。
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3. 2 計 作画 成の
これらの基本方針を樹立した主で，さきに領域別に組
んだ第一次計画をふたたび修正した。いま，管理lと教科
第 17表 校具施設の充実計画・に闘する試案
注ー必要理由櫛の符号
の第二次計・画の様式の例を示してみる。
Aくa)・・ 学校運営の重点 「科学教育Jを意味する。
A(b ). ・・・学校運営の重点(健康教育J を~i!4とする。
A(c)・・ 学校巡営の重点仁道徳教脊〉をな:J;jミする。
B.......・く基礎的なものは重視したL、Jをなi朱ずる。
c...・・・ く充実度のはなはだl!-く劣るものは補充したしつを怠味する。
D......く使用度の高いものは充実しナこし、〉を意味する。
領 域 く綾地校舎に付制する設備J
順必要位I項 目 |号| 品 名 |襲警ι|鮎数1l必要数I必要金額|必要鐙由|俄 考
ー
照 明 設 備 蛍 光 燈 16 56，000 Aくb)
2 給 7.k 設 備 タシグ錆止め 15，000 /f 
3 暖 房 設 鏑 石 炭 !前 10，000 /f d 
4 援 E浮 設 備 A ト フ 6 20，000 1 
5 換 気 設 備 便所機械換気 2 10;000 1 
6 換 気 設 備 欄 間 補 充 10，0:)0 1 
7 給 7J< 設 備 タング噂 設 50，000 1 容量の関係から
8 排水汚物，処理設備 流しの改替 10，000 1 給食でも使胤. 
領 滅 〈国 結〉
必順要位I項 目 |号| 品 名 |鎚|現有利必要数|必要金額|必搬出|備 考
i精 ロ'"ロ 14 漢字筆l脱の基本 。6 1，620 B 
2 1 15 漢字のへん主っくり 6 。6 900 B 
3 /f 16 現代かなづかL、表 61 。 6 720 B 
4 " 21 水 さ し 。4 600 D ラ 11 22 墨 汁 入 器 。 4 600 D 
6 1 32 紙芝居わく 。 300 B話すこと
7 1 12 常掲ローマ字表 4 2 2 500 B 
8 1 小 l年用 J卦図 。 3，000 D 
9 1 2 小 2年用掛図 。 3，000 D 
10 1 30 発音口 Z盟国 4 。4 800 B. D ， 
3. 3 調 の
?
際整
3.3.' 調整のための会議
。!f1'郡部会，教科部会.教科外部会それぞれのところで
部門内の検討をしておく。
。このニ過程を経てから，全体会議をもち討議する。
。討議の上で結論のでないものは，推進部会が銅盤飯事長
をつくって，全体会に再提出する。
。最終的には.校長の決済をまつ。
これらの第二次祭をもち寄って.全体協議を継続し
た。その進行方・法はつぎのようにした。
。全体のプラyを，各自が全体充実方針から検討し，自
己の分組領域とも比較して意見をまとめておく。
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3.3.2調整の実際
(1) 調整のすじみちとしては・四つの全体方針を観点と
して共同沼、考が容易になるよう除した。
しかし.ただ科学教育，健康教育道徳教育の!l1悦と
いっても主題や.中心的な償般を綬定しなければ.殻
耐it置iに比重をかけるこ主ができない。
そこで.たとえばJ!1l科では.尖験観察指導の亙似.
~数科では. ;!，~彼自tjな，図形領域や，測定函の重視と
いうように焦点づけて，重点目線の具体化をこころみ
1':"0 
(2) 教科聞の重みづけは，①学校の重点目標にそうもの
②当校児童の学習実態から緊急を聖書するもの，③充実
皮のいちじるしく劣るものの三点から考ー察してみた。
以下，多少兵体例をのベる。
(3) 施設・付帯設備
。老朽校舎の制改築は，一刻も-9lく実現したいが.その
前に敷地の鉱吸をはからねばならず，また，村の教育
費の支出状汎を考祭すると，三年次以後に回すことが
適切である。
全体として，校舎郎分と屋体音s分とに二分され校舎
の一部は屋体よりも危険度は高いが，校舎は現校舎の
もっとも新しい部分を残して一斉改築することを目傑
にするので，民主体工事を先にする。工事を二期にわけ
たのは経費薗の迎由からと，児訟の総康管理を説先す
るために，屋体の完成を急いだ結果による。すべて鉄
筋本建築実にしたのは.耐久性と，現代建築の様式の
二点を考えたからである。
。給水タ:/!1の母i<:iili.{;吏了室の流しの改修，児童足洗場
排水工事などが，他に優先したのは，日常の児童江の健
康管理上一日もゆるがせにできなL、からである。事務
関係から怯給転式謄写機，普通教室関係からは，けい
光燈が提案されていたが，飲料水や，食事や，足の清
潔などーーより直接的な前記の司r~買を優先することに
調整した。
つぎに，通常予算のうち，設備倣品授として予定でき
る年間30万円程l交の対象となる領紋について，各部分か
ら，全体会議への過程を例をあげて示してみる。
(1) 各部会ての調整状況
A 管理部会
。各{質成から~求された内容につヤてその必要J.ill由の妥
当性について饗議した。
事務関係設備で教務室用金庫が要求されていたが
その必要問自は他の事務関係段目tlに比較して理由が
薄弱である。したがって要求物品として認められな
L、。
。各位i狭から要求されたもの以外に妥当な必要聞社lのあ
る設備は.所属領域の内平等に』日「えた。
事務関係設備には輪伝機が示されていない。しか
し事務能事等の観点から必要である。したがって所
隠領域のなかに加えた。 くしかじ これは全体会議
の紘邦..ほかに必要皮の~'fi"、ものがでたので. 金・鎮
の点;からも特男1]予算に加えて，第2年次回しとなっ
た。〉
。各領域聞の共間設備について調書室した。
特に視聴覚関係では全体調整にもちこんで共用決
定になったものが多い。
以上のような討議過程を絞て.各領域の1ftみづけが決
定し，主要求金額が内定した。
B 教科部会
。各領域から要求されたものの妥当性，重要求以外で付加
すべき設備等について審議した。
理科の場合.教科経営の方針によって，教具の数
i立が影響されるo グル-7・学習，一斉学習，個人別
学習の別によ って数盆は泉フてくることを考えた。
学習指導要領の分析によって，その教具の活用度
から妥当性を考えた。算数.理科等教科の性質によ
っては活用度は低いが原理法則の環解とし、う衝でど
うしても必要なものには妥当性を認めたのもある。
。各領以聞で共用設備について調5をした。
巻尺の場合は，算数に管理主体をおき，体育，理
科と共用することにした。各領域で共用設備として
全体調墜をまたなければならなレものをあげた。
以上のような討議の結果，各領域の重みづけを決定し
要求金額を内定した。
C 教科外部会
日常活動に必重要なもの，教育効果の大きなものに中心
をおき.活用度の低いものには妥当性を認、めなかった。
午校行事の紅白森等は多額の費用を裂するので.
1也械の各団体機関に働きかけ地域との共FF1'を考える
ことtこした。
(2) 全体会ての調整及び討議内容
。全領域にわたヮて充実内容の検討をし，加l除修正をし
Tこ。
視聴覚関係へ隣幕追加.付千*設備から洗・し改修を
除く。
。符領域から~ti された共用条約こについて討設し‘共用設
備を決定した。
視聴覚.社会科両方・にホームラジオセットが要求
されているが.社会科として活用する率が大きいの
で.社会科に管理主体を決定した。家庭科，保健と
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もに洗商俸が要求され"[:いるが，保健の機能とLて
?活用するZ容が大き止、ので，保健に管理主体を決定し
fこ益
p各部門の重みづけにでつL、て討議l."優先順位を決定し
た。
四つ'の基本方針にもとづき，管l]l部門の犬部分の，
領域は健康教育を重点に考えられでいる。教科部門
では，l]l科，体守年，家庭科等が科学教育，健康教育
を重点1に考えられてし、石。図工。，音楽完全は充ヲミ皮の
注目で著しく劣ってし、る。これらを考察してJ 各部内
の重みづけをした。
。最終調盤をし年次計画表を作成した。
児童管理上急を要するもの，日常教育活動推進に
急を主要するものを年次的に優先した。
以上のような考えかたや過程をたどりながらようやく
まとまったのが，つぎに、示ナ年次計画案である。
3.3.3 施設設備充実五か年計画表 白昭和34生存皮至昭和38年・皮
第 lB表 赤塚」村立木山小学校
注 施設及び付帯設備欄には，臨時委託的な支出の夫工事等をのせs 設備械には経常費によ'るものをのぜた。
、 e 昭和 3 4年度
施設及付帯 設備 .， 設 備
項 目 [金額 部 門 及 ロnロ 名 |偶数 |金 額
学 級増 に よ る教 育さ量増板施築書籍工設他事費〉 100，850 給
f艮A 
2 臨時教務室〈長机並運・椅動子用具・黒室 4<68200 庖ざ る 5 750 
3 児童足洗場排水工事 '65，QOO 
， 2 了 6 1，500 
3 自 動 秤 1，800 
生職員 使 所 新 設 費 • 57，500 言十 4，050 
5 石 炭 貯 蔵 庫 l弘790
6 児 室長 使 所金制 I張 りー 3;400 学校 図 書館 司』
7 使 了ー 宣伝 溺E し改修費 3!5，360 ~ l'締 機板 ν 2，500 
8 ー給水 s ユ/ グ 改造費 34，500 
e 250 
3 ノ、 〉〆 ド ，ド リ Iv . ， 800 
空 電 話 位 置 変 更 費 1，500 生 裁印 断
機ー判轡 24D却，2O5o0 c10 児 dEι 基 机 と 椅 ヲ巳 倒 28，000 5 も ι図
1< 次 黒 板 (1) ， 9，000 
， 
言十 28'，000 
12 ~ー Iv タ イ 弓.. - (1) 20，000 
一 規聴覚教材関係
合 言十 8~2，100 
ドライバー(組合'せ〉 i 140 . 
設 4 、』 備 2 一 ‘、， I~ 一 . 300 3 歩はlん象だこタてく電y 気〕p 160 
順位| 音s 門 及 ロ『可ロ 名 |偶数|金 額
4 600 
5 同
ifi¥. 
Jレ ト Z 300 
普通教室
6 液カ
計- i，U10o0  7 司y タ l 
敬事 務 机 2，500 
8 ヘロタイプ板くj十iin)及乾燥器 1，800 
，2 自市 用 +あ 弓亡 850 9 スポシジ 2 4UO 
3 
掲清教
万立 板 I，Q20 0 10 薬修 m サ ジ 50 
4 点目 1，200 1 :iE液用 具瓶 う l;710 50 
う 掃 用 用具他 10，000 12. 100 
6 鏡監 300 13 ヌートルグラスく650cc〉-
200 
7 小 キ反 1，500 14 。暗隣 主 ラ γ 7"親〈背 150 
15 室ランプ(赤子 1 150  計- 17，350 16 ノぞ ， ッ用 トく小〉 10 
17 録音 テープ 1219，8400  事務関係 18 へ- 三/ チ
す
3，370 19 
続嗣苦ョ多， :1:¥ 3，000 
‘2 や 3，400 言l 20，500 
計 6，790 ， 
公仕関係
保。健ー衛生 下 駄
箱・や
2 1200 0 
1. 洗毛 1，326 2 か 、 3，000 面 300 3 は し ‘ 、vーa・ 3500 
1，q26 小 計
-26-
0' 
国 語 科 6 
電木
， 
‘ 望書 10，000 
年 f持客十ト 4 3，000 
7 魚 2 l，320σ0  
2 l 3，000 8 魚 hてE ち 2 .‘ 
6，000 計 20，500 
社 会 科 図 工 科
市 出T 村 地 図 10 30Q ~I 紡土板| 8，7100  2 日本資資源源史 分布図 i 
2s340901  1 
2 石小膏，模型幾何形体言十類 2，ldq 
3 世界 分掛
儀儀布く
く
潤
4 地日本球 小図〉
、 10，800 
う 3 2，roC J 
6 地 球州
地
史
大〉 5，000 体育科
7 世界 別地図 8‘000 8 世日本界歴
理地若図掛〈草
組町〉
園
8，000 l 銚 “ 籍 23，000 
9 生，500 2 ミット 900 
10 新社潟会県科各教地授の 図図
500 3長なわ 10 2，000 
11 2，000 4マスク 31，O615800 
0 計 33，580 
5 ノζy グネヅト
6 ライシヲ|き
算 数 手ヰ
7平均台 2 7，000 -
そ ろ ば
言十 37，73Q 
ん 2 .;3，040 
2 巻
型
尺 2 1，600 p
訊
h 
3 吉平十
国 図 形 模 1，800 庭 科
4 数 器 1，600 言ノド
l' 
量主 コ y 3 
.う告2520 
5 
言十 8，040 2 量 ;ヵ ツ 2 
3 計
洗
盆 ス ブ ソ 3 
理 科 4 
Pレ(組桶1 
6 1.800 
う ポ ー fil. 3，000 
時
温 度 言十 23 2，695 
， 
2 計 振 子 2，200 6 洗 濯 タ フ イ 21 
....~. UlQO 
3 
試
色 ガ .フ ス 9 450 7 電洗
ヌL
アプイ
フ シ 81 480 
4 験管 ばさ み t 3 450 B Y
ヨ ~ 2、 1，5QQ 
9 、 鍋う 貰 角 フ. !I . ズ ム 200 5 3.750 10 文 イ色 鍋 6 2，250 
6 
電
電
電 磁 石 7 3，500 
7 池 2 350 1 、火
あ すっ' 立 て 器
lうま
6 300 
8 信 機鈴
管
- 2 800 12 ?同 し Vコ 420 
9 
述
電 日 1，500 13 十 青島 2 140 
10 通 300 14 ゴ 、 入 れみ 2 2.800 15 物 干 ・ ロ 7' 6 320 
1 
気
雨
磁
集
言十査を 4~500 
12 圧 言石十 3，500 
16 フ フ イ ノ号 .~ 6 960 
13 l 100 17 火 』ま し 6 180 
14 気 ヒ 三/ 30 1，500 18 洗 海 板 3 450 
15 ロ 一 ト 14 400 19 洗 斉IJ 機 本 350 20 洗 潔 用 7目マ 槻 4，000 
16 ‘カミ く
科
~J: ん 隊
棚
尺 ・
32 280 ー
17 
8 
思 1 4，500 21 自 動 秤 2、00022 蒸気 ア イ
F 
2，500 巻
物
800 ロ ~ l
指
， 
19 し i 6 2，生。 計 29，195 
20 鶏s 4g」2b 5，600 
21 兎 舎 2，000 児 重 A 
22 ピ ー う3 一 25 750 
τE 
23 フ ラ・ ス コ
く
300cc 
槽
〉
〉 10 350 員 ~G 3，0001 
24 フ ラス コ 500cc 10 450 2 役 員 !腕 3，00Q 
25 7.k 10 2，400 小 6，00C 
26 シ -¥' 1ノ { 10 400 
28 
7 メスジ リ シダ ー 日 . 850 学校行事木
体
物 -指 10 4;000 
29 ilu目L ;n・ LO 2，000 国 旗 、1¥000
30 ス トップウ オッチ 6，000 
2 折国
フ
、
i息 旗
竿
500 
31 ア シ ケ J< 2，000 
3 1，000 
4 芋2 鍋 アT¥ 装 置 2.000 . 
計- 56，629 小
音l 45001' 
音 楽 科. 生活指導
五線 7ラ y ネルボード l 3，000 
L、 Tこ 2.000 
2 手
〈主幹音っき鏡〉
25 1，000 2.000 
3 木 王手 5 3，000 
告 アル ト シ シグ、ル 2 1，500 dロ~ 5 欽 ~. 500 計
一一一
-27ー
施設及 付帯設 備
順位|項 目
z 
グラ〉〆ド車生地その他の言者費.地ならし; 畑上巡搬排水溝古叩j境界プロッグ等3 倉/.ili移転並に改築資4 脳外迩助用具移転並修磁
6 児訟机と椅子制
A 
'" 言十
設 備
同 | 部門及品名
l 普・通教室
!消栂
21暖房
保健衛生
1 1 氷
21収
31洗
11氷
5 1氷
|個数|金額
用
用
????
?
?
?
????????
? ? ?
?? ? ?
?
? ? ? ? ?
?
? ??
?
??
?
?
?
??
?
???
?
???
??
??
??
設 ・
汁
さ
??
?
備
|偶数|金額
600 
6QO 
1，200 
??
????、? 子
γ t，' 
器
1 う
架
音f
っ?
??
??
?
?
?
?
??
?通:
ji!? 
入
会科
ホームラジオセ γ ト
tlt 界州別地図(組〉
ut 8~ 際史地図〈組J
悩:界 5足掛闘
世界産業掛図
人形跡j 用具
紙芝居用具
小昔!
?
???
数科
体積説明用立方体
総合貼布義
三角定木
各種立 体模型
ものさしく1m)
小計
科
????
《??
??
??
??
?
??
??
《?
??
??
?
，?
?
????
?
，
， ， ， ， ， ，
?
?? ?
??
，??
??
?
????
?
?? ? ?
?
? ? ?
。??
，?
850 
1，500 
1，440 
3，800 
18C 
7，77C 
の う
??????????????????
発 ?????????????????
?? ? ?
?????
??
?????
????
??
???
? ?
《?
?
?
》?
??
《?》
??
《
??
??
《
??
《?
?
??
《?
? ?
《? ?
?
? ?
《?
??
?
???
??? ?
?
?
『
??
? ?
??
?????
?
??
?
。
???
??」?
?
?
?
。??
《??
? ? ? ? ?
《? ? ?
??
????
《?
?
??
???
?
??
???????
??
?
? ?
?
?
??
960 
1.200 
3，400 
3，900 
400 
560 
140 
? ? ? ? ?
?
??
食
度
???
?
学校図書館
1，印
21向1
31 図
些|盤
判
判(貸出〉
箱
書
棚
計
? ?
現
視聴覚教材関係
11 I橋室用秒時計ー
21穴ダイズロ_'ラ -
3 1 iJ 1 {J!'t 球(l50W)
41飢 やすり
51拙彩スライ 1:自作用具
小 計
公イ士関係
1 I流し 補
-28ー
相
よ
、，
L 
う
?
??
?
?
?
??
?
科
製乳
束装
学
学用水
楽 科
ソプヲノベース付
アコーデイォγ
小太鼓
小太絞っり皮
シ ユ/ ノミ ル
拍 子木
小計
工科
ゲf ひきのこぎり
竹わりなた
そデル別動物模型
そデル片ilIll鉢類
令 槌
つるかけ糸の こぎり
砥 石く金岡1)
b、 』 【 ・-ー エ『
~~II 家庭科8 l'砥 石くf荒lニz1 1 9 l低 右 J ~QQII 1 仕上げふと ん 5(¥ 10 砥 右自自く仕上げ錐〉 ~~91: 2 1 tこわし人iJ> れ 6 6420  11 凶 ツ 8 196 け 3 12 ツ B 2401 ~ふきん4 おぽ ん 6 1，600 
13 糊両刃のこ刷ぎり (8寸毛〉 5 1，150 5 6 体 混 計 10 2，0∞ 14 3 180 自 動 ;f>I' 2¥000 
15 万脊模型巣花gF・模型類 6，'う00 7 調 理 口ー£晶、 6 品6，00016 モデル 具類類 1，700 音「 13，170 17 モデル 瓶 2‘500 
計 23，601 Ye 童 会
， J;15d 難 5020 7 体 育 科 1，027 
ソ フ ト ボ 一 Pレ2 ド ヴ ジ ボ ー Pレ 1012∞20o 1' 生活指導3 '</ ツ ト
4 
体y ぜ
育 用 fJiト. 図 l刈 265 
5 y グルグ 網ム ? 5~，29QII IJ、 265 
6 バレ 一 支 柱 3，250 7 ~、- tノ 一 ネ ト 2胃050ヅ Eぷ
計 73，400 合 計
1切
昭 和 3S年度
施設及付帯設備 設 備
、
順位| 名 !個数|金項 自 綴 部 F可 及 MロU 額
ステージ付慶体f鉄筋〉 1，960，000 給 食
2 弗降口廊下洗面所水呑場鉄骨 1，510，200 1 食 nE凶3 昔、 c: 6，000 
3 便所廊下手洗所鉄骨 1;953，000 2 さ ら 10、000
4 電気工事，悶定遂勤用具下駄箱その他 230，000 言十
5 1l ユ/ 17 さ び 止 め 15，000 学校図書館
6 f調 間 11，000 カ ウ ν タ 一 2 
7 児 訟 用 机 椅 子。。 42，000 2 カウユ〆ター用椅子 3 6，000 
B 上 流 し 32，000 
3 図 書 12，000 
計 28，000 
~ 言十 15，753，200 
視聴覚教材関係
11|= 脚 1. tl 2，0500  l . 2 ス小ライド整理戸昔j'棚 l 3  
会
5， 
設 備
順位| r~ 及 品 名 |個数|金 額
普通教室
1 I ].)ャカー l 8，000 
2 I I主 しご i
3，57Z02d 9i  消 掃 用 7日て 15，000 物 日t:日2 戸 棚 4  
2 カ 一 プ コJ 2L500  言十 16， 
3 ス ヒ. 7J 一 1，00 4 長時 定 規 3 1，500 う 計 1 3;500 
6 温 度 計 2 1，000 ~I 紙高居のわく |言十 24，500 r 2 常小 ローマ字言十表
保健衛生
とげぬ木きピシ セット I 205 
1社 会 科2 副洗 一級 350 
3 面器 150 
1事長物産穣本 |4 ピ「 ν セ.，ト 52 2 古 本〈石器青銅器鉄器〉
号「 757 
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算 数 科 図 工 科
， 
ヵー 日民
位
黒 盤板 2 2，6001 i 足ふみ糸のこぎり2 方 4 釦0 2 t土 ん Lぅ.. て 21ι 3 ~ ソ ノ号 3、 十4 1，200 3 蒸 器
4 ノ ギ ス 1，000 4 国 立 銀
5 分も 度 く1m器〉
355 5 '.包 ~.: 」、， て
6 の さ し 9 810 6 マコ き の み くラ分〉
計 6.765 7 木や エ 万 カ8 す り 2， 
. 瑳 科
9 画 板く大〕 40 1 
10 ろ く ろ 2 
発 耳め 機 8.400 1 金 床刀
2 フ iT 一 7 1，400 12， < り
3 ト ブ 主/ 三九 1，000 計~ F試s't、 、イ首 機 600 1験 f管 立. 6 900 体 育 科
6 
水昆毒 箱網 8 
5，600 
巻t百. 組 30 
3ZlM1a』6U反B∞ 刻M〉O 0
7 虫 J采 集 4800 2 尺8 つ ぼ l、6'jO 3 ストヅプウオッチ9 告E :/ フ 1.200 
10 海 藻 標 本 1，000 
4 ド ず， モ7 ポ ー lL- 2 
5 巻秋体 尺(熊〉11 耳 の
構科簡造 模 鏡型棚
1，200 6 育用スラ イ 2 
12 理 4，500 7 式グ .p ー プ 3 
13 平 10 10，000 言十 15，950 14 凸 L〆 y スず 5 5.000 
15 J凹 l〆 ン ズ 5 5，000 家 庭
，16 ?昆 色 投 射 装 置 3，000 
科
17 I音 叉 4 6，000 シ 20，350 
18 モ / コ 一 ド 10 15，000 20，350 19 I 直・ 流 f電E 圧 計 2，000 20 交 圧. 計 2，000 i児童 会
21 直 流 電 流 言十 2，000 2袋 2.0∞ 22 交 流 流 計 2，000 
計 84，250 
2，000 
音 l楽 科 生活指導
学習 J卦閲 〈前 ・緩後〉〉 2 3，00 
ま j羽 265 
2 笛 〈各 500 265 
3 鈴 2 1.000 
4 鑑賞用 レコ ー ド 10 2，500 1s 言十
君伺口主 面 4口3、 20 10.000 
守
6 ソ プラ / パイ 7 2 些，600
7 ア lL- ト ノ守 2 4 10，000 8 ~、- 6，200 ・ーー
38，100 
、， 
昭 和 3 7年度
鎗設及付帯設・備 施設及付帯設備
項 自 額 順位| 項 自
l
一く般廊下教室を並含にむ般特〉別教室建築費〈鉄3
筋
40(坪
〉
7) 
18，036，000 3 。湾
xX
×
X
水附児
I
ス
Y
管
S
ピ
R教道省ース制師ヵ施主陪川ー実臨そ央設情
験
T
棚
の
T
設{台也
椅備
子
287，00~ 
2，O 
700 
X一 教祭 10，000 
X社会科d
教
F
霊室2
韓及付星民雲
2
室
信
仙 150，000 
×理科
2え
本l，~ ~ (1) 30.000 
×図工 イサ (1) 10司000
×凶告下
訓
及付属 (1) 30，000 
Xj廊 場約77呼 X}司 30，000 
2 上記教書苦館言，闘
f主
係のイ、「衛施設 65，000 を 0悶
xE
聖川i1
ljJ.:f
書兵乍当設棚聖備{路a 
150，000 
0図 設光笑 ， 20、000
Xスターリユノ 10.000 20，000 
X水道民話設 10.000 120，000 
xカウシター 20，000 x初t し 10，000 
×電灯設備 24.000 ‘ x'Ii淑電灯その他 20，000 
×スピ ーカー 1.200 
Xそ の イ也 1，800 ， 
- 30ー
プ附 I-仰 00ト 一 算 数 科、
I艮 言主
十街 子側 ! 42;000 
l J，-j 
板lず 3れ6002ニ 2 輪 投 3，400 
3 7J フー。J.. ~タ ι 1，000 
も、 ん同 1 iえ000 ， 言十 8，000 
/ 
4Z注; 言十 理 科- 電 ソ源フ 主主 置 ‘ー
26L21叩iZがD0O8佃凹曲叩00 
設 f積 2 フ 抵 抗 器
3 篭 鈴 5 
馳| #1 r~ 及 配1 4ヨ |個数|金 額 。4 定 早lfut 量線産 .!-， . 日 地昼 阪 見 10 L 
校地校舎 6 出i I霊 計
1 糊
計問 | ，2;~60 
7 蒸胴 発 計舌網L 323.050  8 5 . 2，860 9 捕昆 虫採 う 1，500 10 虫 集 ・ 箱 5 3，000 
普通教室 11 主写 イコ iぎ 2 4，O40D0  
1，000・12 そ 採 集 用 具 2 
掲消 万三 板 計 48ヲ9502 t帯 用 7Et 1 15;0001， 
3 う3 一 ア でJ 2，000 科4 害 類 戸 ， 相旧 3，O0O0 Q 音 楽
'1 5 f昆 度 計- 1，0 オ J!.- ガ y 28，000 
‘ 言十 22，500 2 鑑 笠 ν コ 一 ド 10 3，OQO 
3 名 曲劇解 説解く1組説〉 4 4、650
八事務関係 4 歌 4:00 
5 プラス パ シド楽譜 5 2，000 
{呆 -管 2，000 言十 35，050 
2，000 
図 工 科
保健衛生
モデル用草花具類J 、 4 
6，680040  0 1 f湯 ?こ ん 』ま 800 2 グ.ライ y 〆ーく手回
0f2 3
カミ L、 ろ 150 3 染彩 器 1， く ず 台、 、VーJー' 1.50 4 色切 刷 分直毛〉
8 
，~; 4 耳用 l膝状ピジセット 260 う 金 み鉄く2く 3 450 5 洗 国 器 2 300 6 ずコ き の i 15~ 
、6 舌 圧 子 2 540 9 7 混 色 総 1 1O~ 7 吸 呑 ‘ 計 10，940 
音T 1，759 . ， 
体 育 科
給 j民k 
1 -マ ト 10，000 γ 
U主 12 600 2 事欠 式 .グ ロ ー フ 5 1生t:gg2 パ 三/ 12 1，200 3 シ ー 、J 一
前 I ， 1，800 4 旗 立 i'i 4:.000 ， 
学 校 図 書館
計 33，000 
'2 
も の さ 架し 5 100 
家 庭 科 ， 
車控 誌 i ‘ 6，000 陳炊 事 用 流 、し 20，000 3 図 書 . 21，900 夢。 戸 棚 l 17，OOD 、
計- 28，000 小 言十 37，dOO ， 
~'公仕関係 !le 重 sl、C 
兵 16，229 章， 1，00'0 
16，229 計 1，000 
国 E苦 科
1， 生 活指導
1，620 査 用 265 
小 ~l十 1，620 '265 
社ー 会 科
合 計~ 様 本
、
1 ・日 本 物 3，500 ‘ 
2 i也 球 儀
司， ， 
1，400 
3 世地 界形 模資 型源 分〈新布潟 〉図 772 4 30，000 ' 5 考古学桜木〈住1$ 3，500 
IJ、 昔十 39，172 ， 
ー31~ 
昭和 3 8年度
ーー 可 ーーー
施 設及付 帯設 備 設 備
1馳 | 項 目 .綴 順位| J'ii f吋 及 日回目 名 |倒数 |令額 |
管校室公長理仕聞寝会室議係職校室舎以室保14。1坪，建応築援宣売費言室〈鉄生宿筋活指〉直:主諒主 I 7，曲4.000 科国 3苦
， 給湯5長総.寮給食.室隣， 誠理窒 1 Iれ…とっくり表l
2 かなづかい表
2 保健道L室の設備 60.000 
水 し.'[包灯，歯科治療施設 | 小 計
3 
調戸篭理棚t原室設.7備の凋E改，星合そ善，の椅他子，かまど，流し，
222，000 
算 数 科
円グラ フ小黒 .升板
41l3，0819D0  0 4 会捌仕.室の設備 ・ 36，000 2 リ .， ト)1.- 8 
流し，かまど，その他 3 !/ リ ノ メ ーター l 
う 石炭小屋新設費 60，000 告 も
角 定 木 480 
5 の さ し 85 
6 
波排石像水地全音彩寺体転，表の.大彰闘旗整台備掲，揚グ事ラi.ン樹ド木誇整の移備動，
400，000 計 7，465 
7 欄 問 1，721 会 科
B 黒 板 (1) 9，000 
世考円 古 気学 掛候候 図
1 
9 キ九 格 子 伺 21，000 2 生，32096 3 
新潟界本各地の地 形図
1，200 
10 ロ y カ 一 (8) 12，000 を 2 l，030 6 
1 子 鎌 (8) 15，000 計 8，40 
12 調 理 台 (1) 13.000 
13 野 菜 さ L、 だ ん 機 (1) 87，000 理 科
14 テープ ν コ ーダー (1) 70，000 蒸 気 機ぼ 鉄関ぽ15 寝 Jえ. 6，346 2 る でコ
3 火 i筒 ℃コ
4 老 限 鋭
合 計 5 聴 診 務
6 ラ ソ プ 抵 抗 務
設 備 7 
展安昆
全
板籍器
7 
8 模し 13 
目隠 部 門 及 ロ写ヨ同 名 |倒数 |金 獄 9 虫 本 8 
10 根 期 り 8 
普 通教室 1 有益有慢裏5標本
掲清 河可 具板 1，000 
12 合金 木本
2 掃 用 15，000 1:3 
金石 炭属油 本3 鏡 600 i4 
4 時 言棚十 3，000 
lo 
ノE 用 紙 入 戸 4，000 16 近 i浪 鏡
計 23，600 17 玉虫 軍，. 製箱18 お し ば.用 圧 2 
事務関係 19 標 本虫 盤飼 理 10 8，000 20 f~ 育 2 2，6∞ 
L、 や す 21 く わ 4 
326同1LρS20回0∞ 田0 小 昔十 831 22 すこ
L、 目巴
喜鏡本一 一 23 地 制E 球顕 傑微保健衛生 24 解
2，251 
25 イじ
小 計 2，251 
26 平 富 鋭 7 7，000 27 凸 1.000 
28 凹 直i 1，000 
学校図書館 29 凸 ν コ/ ズ 5 5.000 
料 整 理 15，000 :30 四 lノ コf ズ 5 5，000 
2 図 13，000 31 鉄 製 7、 タ ヅ ド 5 
19161m25即0m90oO 日0
28，000 32 ガラス ~n工用バ ー ナ ー
33 ガラス細」よ用噴灯
公仕関'係 34 -:l 
. v ザ， イ』
35 其 空 串-・ 三/ 7' 
4，000 
1 告000 計- 105，48C 
-32ー
軍 一司恒 一~ ーー・-回-・・
音 楽 科 ， 5 体 脊 年 表 1，500 
オ 2レ :万 γ 4各 子 2.500 6 体ボ 育府側図 1，700 
234 |1 峨鉄主I~ 3J叶ザf1覧i i，O OO 7 -sプルスピ - 1J - 8，600 T苦 ペコ き 木 3，000 24，000 
筒 15 1，950 ー ・咽圃
5 メ ト ロ / 一 ム 1，000 庭 科6 手 鋭 25' 1.000 
7 タ y ブ. リ y 3: 900 、 ジ γ l 20350 
計 11，350 3十 20.350 
図 工 科 児 童 会
画
彩 額 鈎縁板く寸〈くづ大4っ〉 20 5，000 筆 一
5001 
2 水平 12 3，600 500 3 7 
l，367420510  0 生 d、- ユ/ チ 3 学校行 事5 ヤ ト ヨ 4 ， 巴y
6 ?昆 色 署器 4 2 iO，O0O1C 4 
78 木色 彩 ヲ3 一 600 2 紅 自 11 エ 万 力 700 21.024 9 人色 体 金 身 像
領後縁体器り
4.000 
10 立 6，500 
l 生 活 指 導1 両糸 刃 の 、~ー ぎ 10 2，300 12 の 」 ぎ り
1231 •• 30600  
査 用 2651 
13 染水 彩 額 12 2651 14 . 
計 43，180 ~ 言十
体 脊 科 ‘ 
宅S 尺 . 
2 ソ フ ト ;1' ー Pレ
3 '" 一 7、 12∞00  o4 -マ 守 ト 10，0001 
まとまった結果の金額を集計してみると，第19表のようになる。 く運営費は前傷したので除く〉
第 19表 五か年 の充実計 画の予 算 表
年 皮 |施設及付械設備11 符 科 外 設備関係の計
34 842，100 85，816 202，474 12，500 300.790 
35 、 1.512.000 52，026 
可. 255551 1，292 308.869 
36 15.753，200 90，986 209，155 2.265 302，406 
37 18，656，0:10 75，148 213.732 1.265 290‘145 
38 8，627，067 58，682 222，351 21，789 302，822， 
計 362.658 1，103，263 39.111 1，505，032 
また，領域別の充実度を示せば，つぎのようになる。
第 20表 領域別充実度(広〕
??
???
?
?
《?
教科
会体7さと保健|視聴1 社|事 |理|音 |図|
31 
44 
??
?
?
?
?
?
??
この充実度をみると.基本方針で重点的にあげたもの
がかならずしも高くなってはいないが，これは領減ごと
に金額商が異なっているためでみる。品目数による充笑
度ではなく.金額による先決l廷であるために，国語はわ
ずか.11.2{0円の経費をかけるだけで39%の増加率を示
すことになった。
舗としては，貧しし、ながぬ力をあげて年次削i笑
の作成に努力してきた。しかし，できあがった7・ラシに~ -‘1. - 33ー
は・次のような問題が浅されているn ③ 学校統休の1混入なからみると.f干領紋間め司，¥j和がぎわ
⑦治改築応当校の祭大の念顕であるが，この根本的 めでたいせつなこ主であり'.この矧は容易七な
な解決策の実現にはなお地域主主会の多大の協)Jを必要 く，金額にも陳述するので，理為的に組みたてること
とする。村当局と教育委員会の努力に待たねばならな は関難であった。
④ 1j¥i準察に示されていない教具を¥，、かに充決するか，
L、問題である。
②作成の初めには・教科領域だけでも県務準の80%に 消耗や・破損率の商い物品の補充をどうするかく消耗
途したいと思った。 f去に財政的条件を考慮して60%ま 率と見合う補充的な充実計画!の問題〉 ・地域の特性.と
でさげたばども，結果的には附達成にとどまっ か・地域社会の要求とかもどの程度にもりこめば:
たo しかも・極力管辺関係を抑制してこの結果であ いのか，など，稲1かな点については伐された問題も多
る。 し、。
、.
' 
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赤塚r 小学校 ー
1. 実態調査結果 とその考察
1.1 学校管理に関する施設設備
校地
第21表 校地菌績の現状
1，悲 懲 間積 |現 有蘭積 |光
くm空).1 (m勺l
校地面積 1 17，457 1 9，670 1 
校地商績は基準面積のラ5%で，認携にくあベて7787
m2たりない。・当校の現有校舎面積は第22表に示した
2287m!>て*あって，これから階上面積をとり去った面積は
1862m2であるから，碁準の算出方式にしずこがえば，当校
ー 現有校舎として必要な校舎敷地は5586m2(1862m2x3) 
となる。 くづ、中学校施設設備基準6ベージ参照〉この規
模の学絞り屋外起動場に必要な面積は.基準によれば
84DDm2であるから，現有校舎に見合う校地面積は13，93ι
m2く5586m2+8400mりとなる。 これと現有校舎面積 、
とをくらべると，その比率は69.%となり， .なお42匂m2
く13;936m2-9670m2)不足している こととなる。 しか
も現有校地面積の中で 200mのトラッグをもつ屋外運
動場をもヮているので，不足分の大部分は技会敷地にし
わょせされている現状である。
このように校舎敷地巴を圧縮して.200mのトラックを
もっ屋外運動場をもっているのは，従来当校の屋外運動
場が村の柱会体育用として利用されていたことや， 中学
校に屋外運動場がなかったことに起因しているもので，
当校.1: Lては中学校の屋外交~lli}J場の家殺言帽!とkらみあ
わせて改善じなければならない点でゐる。
校 舎
第21表 校舎及び屋内運動場の現状
基準面積 現 有区 分 (m2) 
有無1商くm積2) 
」般 教室 768 。 779 
視覚教捜 イ也安利用 関魯館和j用
勝 室 5 × 
教 機 械 言ゑ 他室牢Jj用 × 
放 送 ~ 15 。 7 
社会科教室
60 X 
室 向上付属護
理科教室 84 。 66 
同上付属室 48 × 
首i 音楽教室 80 。 66 
-校 向上付属室 18 χ 
図画工作教室 84 X 
分 同・上付属 室 24 × 
家庭科教室 イ也室利用 埋科室和j用
同上付属室 36 × / 
図 書 館 80 。 66 
同上付 属室 8 × 
校職・事員長室務室室・応接室 75 。 79 
管 -会議室
保 健 室 30 × 
舎
短 購 買 室 6 × 
宿 直 室 12 。 13 
高E 公仕室・給湯室 60 '0 32 
倉庫・物置 50 。 891 
分 便所・洗面所 90 
。 70 
昇 降 ロ 90， 。 79 
廊 下 691 。 -を63
l、809
時 1人あたり m"zJ 3.85 
屋 molol 462 
内 付属室 ・便所等 100 10 16 
巡
計 |事b 478 
場 児議l人あfY2| 1.03 
dEbZ h 計 | 2.287 
児 童l人あたり m2 J 4，88 
第22表でみるとおり，当校の校舎商穣は全体として基
準面積の76%，そのうち校舎部分は基準の75%.屋内運
動場は基準の80%となっ
t
ている。これを児章一人あたり
でみると.それぞれ基準の97%，96%， 103%になる。
児童一人あたり面積の基準に対する割合が高いのに面積
、総体としての割合が低し、のは，算定の基礎になる児童数
が基準では一学放50人， 12学級600人として算出してあ
るのに対し，当校の児童数はー掌級あたり平均40人に満
たないためであ;5。
- 35ー
以上を総合する主，当校としては， 'm，内巡動場は大体 係の備品も制限され基準主照応するとつぎ6官23，表のよ
現状でよいが，教室部分，特に特別教室及びその付属室 t うえなっている。
の不足が目立つでい.る。
校地校舎に付帯する設備
ここでは基準にてらして特に改善を主要すると思われる
事項をあげることとするの
。当校の校舎は昭和 5~に建築した木造の建物で，採光
面績が少ないため，教室内の照度が低く，学習上の障
ょ 容となっているので，照明設備宏改善することが必要
である。
。給水設備とLては，ほり抜き井戸〈深度9m)の水を
高置~-:/みに導いて給水管に連絡している。水質はき
e わめてよいけれども，高誼タνグの容量が少ないの
で=最大給水時に給水がうま~\，、かず関守ている。
ρ排水設備については，特に雨水の排水がう まくいかず
ほとんど自然排水に頼っているので，雨期には屋外運
動場の使用に不便をきたしている。
普通教室の施設設備
普通教室の2員数，顕在誌につし、ては基準に照らして別に
問題はなレ。教室内の設備につL、ても諺準にあげてある
ものは，ほとんどそろっているので，先にゐげた教室内
の~朋を改善すれば，いまのと ころは特に改善を必要と
することはないようである。
屋内運動場の施設設備
屋内運動場の雨積は.さきにもあげたように，現在立を
びに将来の児童数からみて別に問題はない。
事務関係，公{士関係，給食などの施設設備
事務関係では現在校長室と職員室があり，面積は装準
をよまわっている。しかし職員室の一部が保健室の機能
もばたしていることや，校長室がせまいことなどが問題
である。公仕関係としては，公仕室.給湯蜜が基準にく
らべてきf.分程度しかなく，不自由なことが多L、。また当
校とLては，現在給食を実施していないので給食関係の
施設設備はなしー。
保健衛生施設設備
保健室がなく，職員室の一部に器具戸棚田書類戸棚.
休養設備を設けて代用している。 したがって保健衛生関
" 
A 
'" 
?
?
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学校図書館施設設備
図書館は昭和132年度に新設したもので，当校としては
他の施設にくらべて比絞的望ましい状態にゐるといえ
る。しかし基準にある付属きさはもっていない。内部の設
備としては現在つぎのとおりである。(カ?っこ内は数量3
-机 ・台類・ ・閲覧机 (10)・精子(38)・事務机椅
子(1 ) 
・書架類・・・・書架(2)・害額皇室耳里戸棚く l〉
・印判及び.印刷用具・・ 図書受払用印判・貸出用印判
等
・製本用具・・ たち板・大剣 ・千枚とおし・こて.締
機 .k*板など
また現在の図書備イサ数は1616冊で児童一人あたり 3.4' 
冊になっている。，基準にしたがえば，児童一人あたり 5
冊であるから，一学校としては2300附以よ必要なわけであ
る。
視聴覚教材関係施設設備
視覚教室としては図書室を兼用し，放送室は7m2で
基準の半・分の広さしかない。その他の部屋('1現在もって
いない。視聴覚教材関係の現有備品を基準と照応すると
第泊表のようになっている。 "
第24表 視聴覚関係備品の現状
l孟 分 |基資準産額の 現産有資額 1基る準不附足額可充実度
伺
'‘ 視覚教材; 595，0001 67，000 528，000 11 
聴覚教材 417，800 192，500 255，300 431 
dEh 3 計 1.042，800 259，500 '783，300 25 
1、2 教科に関する施設設備
特別教室主して利用でき、るものは理科教室音楽教室
、だけであり，家庭科の指導には迎科教室を兼月してい
る。特別教室の付属室はもっていない。内部の設備とし
てはつぎの主おりで，いまだ不十分なものである。
理科教室・・ ひととおりの給水・電気設備 ・教卓・児
'主主机・陳列棚・!察本戸棚 ・器具戸棚 ・展示板・蒸板
整理架等，ほかに家庭科用の容器棚・標本棚
音楽教室・・ 児童用札・腰掛・五線黒板・掲示板・音
符貼布板・コヅセシト等
体育用の屋外施設として現有あるものは， 200mのト
-3らー
ラγ グ・砂場 ・野球場・ブラシコ ・シーソー・主主り鯵 ・
雲梯・回旋搭である。
教材閤〈児滋一人あたり0.2m2)小鳥舎のみであるの
教科関係の01品について，基準と照応した結果は第25
5侵のようになっているの理科の屋外純設として現有しているものは，わずかの
第 25表 教科の備品 tこ関する笑態調査結果 一昭和33年 8月現在一
教科と教移内の分野 |基準の Im~:gg~ 1 摂官庁 l -rqよりの|当車線開資事額現有資産額 額 EX100 校三2震の 産額
⑧ @一⑧ (% の金額 ⑬ ⑧ー@
国 語| 10;7，0 
社
同g(司令i地三聴も-r器 i 褒図 61，730 88，50 -26，120 142 3，500 4，500 - 1，000 128 1，000 15，800 50、000 -3を，200 316 
22l，160o1 ;i 35，000 186.160 16 
会 3，70 1.400 2，300 38 700 
s ‘ 計 306.89 179.750 127.140 59 1;700 178.050 
6謝 15，665 179i3，7208051  i B そろばん 5，100 
官十 20，765 
算調A E 盆 2 器 63.730 28.950 34.780 il，010 B f，l st青1・・ 度計 3.510 2.250 1.260 2，250 
C時計 7，800 7.500 300 6，0:10 
類 D 方位捺・測角探・測量~ 3，440 3，360 80 
ぴ 計 十 78，480 42，060 36，420 ヤ
劇古里4rd| 8.25 l、 7A82o5d0; l.8， 
(4) 木桜 3、.6001
』
A B A定込 3，600 。 。そ 3，840 4，800 960 125 数 の C コ :/ )~ 7、 2，800 3.150 350 113 
イ也 計 10，240 7，950 2，290 73 
~ 計 65，915 
(1) I A 時長重温 積さ 6，250 6，400 150 6，400 計 B 5，070 。 5，070 。
C 量度 6，950 8，150 - 1，200 
117 8，150 
7，020 1，480 5，540 21 告00
間 6，000 6，oao 。 100 6，000 
類針 31，290 22，030 9，260 
一一 一一
A 
a一 般 絵美兵続 4，900 9，260 35 理 区b 持矧器 33， 38，430 - 5，170 116 (2; c 支加熱用務 5‘ 2，3をO 3，160 43 、t提 d 光学機 203， 40，000 163，000 20 小 言十 255， 85、670 170，250 34 
験
続 DBC 光力熱 ・運動・物性 58，740 25，600 33，;告O 44 30 
察 5，200 800 4司400 15 
用 1289、950 6，500 123，450 う
EF 磁音 気 ・電気・遺伝
38，150 1，500 36，650 4 
機 98，540 21，020 771.，8 520 21 
械 G 化 f子: 1，850 。 50 。
署告 H 主 物 24，500 8，00 15‘700 36 
I 天
文象学
21.910 7、500 14，410 34 ，ー具ー J 気 54，650 33，500 21，150 61 
K 地 )，800 。 )，800 。
計 693，210 1 ~札890 502，320 28 
調A 生 . 
313訊47:2.田816伺町叫凶1 
物 採 集作 ':7，070 33，240 29 
B 標飼
本学育 製調主
35守300 26，140 26 
培査 59，880 45，040 25 3，600 3，600 。
察具 言十 145，850 108.020 26 
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• 
科 (6)1 A 一 括支 雑 5.54，01 4必 i，280 77 4 ，Y82長0 1。 ?
ユ二 B 木工用具 14，8101 13，1801 1，6301 891 12，910 
具 C 金工用具 11，140 ム1001 10，0401 101 .800 
類計 31，4901 18，5401 12，9501 591 17，970 ，. ， 
け)消粍穏具類 | 2附 51 2，555[ 即 991 121 I 
合 ， 計 i 92耐 271，判
自教 授f授~ 間 ・ 兵 31，7001 8，9001 22，8001 28 目 l繍 具1.3001 2001 1，1001 i 51 200 
音 教 用用ご誠配 器 7η21は，25児01 24:“仏告弘a之n2却2お0∞5bO 4c77.O∞O01 34 
リ ズム， 楽フK器類 8，5401 11，5~01 - 3.0001 135 
(6)太鼓類 24，6301 15.3501 9，2801 62 
(f忠8勢崎} 笛 類 3701 701 3001 . 19 y 木琴.鉄 63，10 32.801 30，  52 
リ ー ド 楽琴様 実備類質 123.0001 23.0001 100，0001 19 、
弦 楽 器量 30，0001 01 30.0001 01 1 . <
楽 鐙賞 用 再生設 68，0001 50、0001 18，0001 71 
リー パ Y ド 39.8501 6、2001 33.6501 16 、
合 計 1，1"，740 392，3101 719.4301 35 ，2001 392，1 Q 
A la 描 薗 用具 242694，.67480201 |l 3l，700 212980 13 ~I用 b 製図用 26.5101 - 1，7901 1071 26，3101 
図 画J主 計 58.2101 21 1‘1901 22 
B I ~ 木工用具 1 5~'~1~1 13，962! 4Q，~~~! 2~ 
函 b 竹工用具 1 3，9301 01 3.9301 01 ' 
. 工作 dc 金土工工作期用 具 21422，05010 3000 2124，020102 唱。2
主 e 装用 6701 01 6701 0 
用 f 粘塗 色 fr~ Jl: 1 - 8.189) 4，8001 3，3801 591 4，800 
問 g 染紙工 用 ~，2Q~1 _~，Q~Q! ~ ， _. ~ I lQ9 、 ・
作 丙 苦1 1 106，8061 22，0601 81:，7'16) 211 I 
合 ' 計 | 37ω6[ 80，2701 295，9判 211 31.1'~ 49，1閃
体
A'遊戯用具 618，0001 214，0001 404，0001 351 . 
B 競技用具 1336つ 7.2001 6，1601 54 
C跳躍用具 237，2001 173:5001 63，7001 73 
E 球技用具 62，9201 37，0必 25，8801 59 
F ))ズム用 具 33，0201 5.4001 27.6201 161 5.400 
G 一 般用具 3，4001 3.8501 - 4501 1131 1、250
育 会 計 967，9001 440，990¥ :>26，910461 6，6501 434.348 
家 A 食 物 79，1301 784L9107825叫1到凶 仏~~91 ~~I 3，520 B 被 般居JI!毛 2386401 2，51 109，885i 12
C {i ' E 1 4，0801 01 4~OSOI 0 
D 住家 21，0101 8，8401 12，1701 421 8.840 
庭合 計 342，8601 54，6151 2B8，2~.5161 12，36042，250 
総 計 1 4.付川1円9川 I1，5却0m州 2，飢河m61 3お判61 110仏ω叩.5却叩叫0
※上記の集計表中つぎのものははぶいてある。砲科 ・・線本 ・プVパラー ト・ 模型.音楽・・ー 図表類・プラ
スメシド ・オーケストラ，体育・・懸王室用具 ・体育理論用備品
第25衰の総計欄に示すように.教科関係の備品充実Eを
は基準に対して36，%となっている。基準に主主するために
は，なお269万円不足であり，他の教科や部門と共用で
きる物品の金額を雌定しても.おそらく240万-250万の
備品左購入しなければならないであろう。
づぎに各教科ごιの充実皮を図示するとつぎの第4図
のよう、?となる。
各教科の充実皮をみると.社会科が最も布く59，%を示
しており.最も低いのは家庭科の16，%となってし、る。各
教科の備品に必要な金額に対応しながらそれぞれの充実
度をみると.概して金額の多くかかる教科の充央度は低
くなっており，命綱り少なくてすむものは高くなってい
る。しかし体育科の術品では所要金額が多いにもかかわ
らず充災度が他にくらべて高くなっていpが，これはい
ままでの北淡のしかすこに三るものである。関::r.科.家庭
料で.所要経費が1盟科， 音楽，体育などにくらべて少な
L、のにかかわらず.ヲ主与足度が低いのは，特別教室などの
施設がないとによるものであるc
????
、 第 4図 谷教科術品のヲヒ尖皮と現存iび不足額
. 
万円I% 
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1. 3 教科以外の活動に関する施設設備
児童会，学校行事関係の施設設備についfては特に問題 係では個人指導のため@部屋が特に設けてないことや，
とすることはない。クラブ活動関係については教科の備 脊種診断用の器具ーがミ備えてないことをひとつの問題点と
品と淡い関連があるのでここでは省略する。個人指導関 して指摘することができる。
2. 領域別充実計画の作成
2. 1 各領域に共通な作成態度
学校としての充実計画作成上の基本的な方針は，す‘を
に総説で三'校共通な態度として述べたとおりであり，当
校でもこの方針によるものであるが，ここでは，当校の
領域別充実昔i司を立てるにあたり，職民全体で確認しあ
づた各領域に共通な作成上の熊度をあげることとする。
W 5ヶ年間に学校全体として基調停どおりの線まで高め
るζとは，いままでの財政規模やこれからの財政的な
見とおしからみでとうてい望めないととであるから，
一挙に多くを望むことなし各領域ごとにできるだけ
じぼった計画をつくること。
，(2)特に赤塚村としては.中学校の屋外巡!f91場新設と特
5)IJ教2ぎの整備，木山小学校の危険校舎改築など，村財
政よしで大きな負担となる事業が急がれているので，
各校としては，大幅な校舎改築， 憎築， 改造・なE'~土実
際問題として当分実現性がないと考えられる。したが
っで当校で充笑計画を作成する場合は，現有校舎の枠
、
内で4ふうすることを原則とし特別な場合のみ小規
模な増築改造などを考えること。 ，
(3) 各領域ごとにできるだ吟しぼった計画にするとはC、
うけれども.あらかじめ各領域に予算匂創当てをする
というような方法はとらず，はじめは各領域ごとに必
要だと思われるものをあげ，それを資料と.UJ:がら，
学校全体としての計画を作るときに調整するという'方
法をとること。
(4) 各領域ごとに必要だと思うものをあげたり，それら
に充実の順位をつけたりするにあたっては.日々の教
育活動の評価にもとづき，その物品のないことが指導
上大きな支障をきたしているとか，ある物品を備える
ことにより教育効果が明らかに向上する見込みが応る
などの判断をするとともに，使用頻度，使用効率，使
用方法の容易さ，保管方法，金額などを総合的に考え
るこ色。
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(5) 各領域ど主の苦|凶作成にあたっては.充実の方針を
明確にし，それぞれの物品の必要性について，その根
拠を朔らかにすること。ここで示された充実ブj針や.
物品の必要性は.学校の全体罰慨を作成する場合の重
要な資料として生かされること。
(6) 他の領域との共用が予怨される物品であっても，こ
こでの計画では各領戚ごとに必要な数量をあげτおく
、
こと。共用の調整は全体青十画作成の際行うこと。
(7) 今後5か年間の児量Ht籍数‘の見とおしは第7茨のと
おりでらるから，さt校としては12学級各学年2学I級編
成を縦持することとなる。学級の児議数』会期和34:年度
の生年生がうO名程度になるほかは，一学級40名以内に
なると見込まれるので，物品の数量は以上の資料にも
とづいて算定するとし
2. 2 領域別の充実方針
校地・校舎
校地・校、舎の実態調査結果にもみられたように.現在
d の校地・校舎は，望ましい教育環境として示された基準
と比絞すると:きわめて不満足なものである。カ1うるに
当校舎は昭和五年に改築され，改築後約三十年経過した
木造校舎であるから，近代化された教育の場としては不
適当な箇所が多い。しかし，先にも述べたように.中学
校の校地・校舎の整備，木山小学校の危険校舎改築をな
るべく早い時期に実現しなければならない当村の実情か
ら，当校校舎の大規模な改築はここ当分の間望めない3
そこで当校の校地・校舎の管理運蛍にあたっては，原
則的につぎの二項目カ湾えられるf
。現状の維持と褒耗の延期をはかること。
。現在の施設を最大限に活用すること。
このこ原貝IJを基底におきながら，積極的な充実方針と
してはつぎの観点による計画を作成寸ることとした。
。児童、が学校生活を安全にすごすことのできるよう，危
害や災犠の防止に万全を期すための営緩や施設をする
こと。
01健康で衛生的な環境を笑現するため，現状の問題点の
改善に努めること。
。特に児童の食生活の改善を計画し，将米完全給食を笑
施するための基礎なこの日か年聞に固めるよう，最少
限度の施設を設けるとと。
第一第二の観点は大規模な改築増築の当分望めない当
校としては.最低l恨の線でibって，児主の安全をはかり
健康を維持増進すQことは学校を運営してし、く立場から
最も基本的なものである。これらの観点による充突の内
容としては，つぎのようなものを計画した。
。教室照明用蛍光灯 。廊下等の床板張りか長
。便所の土台上げ 。給水設備の改善
。じんあい消却がまの設置
。教室内ス トー プ置場トタシ張り等
給食用施設としては，さしあたって副食給食のできる
程度としそのための調理E室増改築を計画した。
保健衛生施設設備
保健機牛‘関係施設設備の現状は実態調査結果に示した
とおりでゐる。保健衛生施設設備の充実を考えるとき，
まず第ーに保健衛生活動の根拠である保健室の設置が必
要であるが，再三途べるようにその増築は財政的に困難
であり，まte.適当な校地の余裕もないので.当分その新
設は無理である。また養護教諭の配置がなく学校看護婦
の人件費も望めないので，仮に保健室を設けてもその効
果的な運営にはいろいろな陣容が予怨される。幸いに
当校では村の診療所がきわめて近い之ころく三分くら
Lつにあるので救急の場合赤1用しやすい条件をもってし、
る。
以上の実情によヮて，充実計画作成にあたっては，保
健室を新設することなく，つぎの観点によることとし
t-=.。
。身体検査の各種昔|測に必要な器具で，使用年数が多く
なったため正確な測定がむずかしくなったものを更新
すること。
。従来他の領域と共用していたため，保健活動に不使を
感じていたものを購入すること。
。救急処置，予防処置用の総具類で各学級抱任が容易に
使用し得るようなものを補充すること。
給食施設設備
2， 3年百すから1隊員会議やPTA集会などで学校給食
実胞の必要性について話し合われてきた。 その席上，給
食を曳jむしたい理由としてあげられたことはつぎのよう
なことである。
。終戦後学校給食が主として都市部に行われた直接の動
機の一つに，当時の食糧不足が考えられ奇'が，今日-r:
は逆に諜l上i漁村の食生活改善の一環として農山漁村に
学校給食を知留することの必要性が大き くなってきて
いると考えられる。
。当校児童習の昼食は.，昼食休み?と家庭へ帰ってたべるも
のと弁当をもってくるものめふたとお'りに分れてお
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り.その食事i有絡は主.食くれ怜〉の比mが大きく.副食
に対する配慮があまり払われてし、ない。特にi込繁期な
どになると，うめぼしみそづけだけの副食が目立つ
ようになる。
。児Z設の顔色も良好とはいえず，皮腐がガサガサしてお
り，皮膚疾患がなおりにくい児童が目立っている。
。身体検査の結果では，県平均にくらべて体重が劣って
しかしながら.とれらを教育ー謀程の中へうまく位位づけ
効果的に利用することについては.現在なおいろ、いろな
困難を伴ってL、る。当校としては，教科指導や道徳指導
の言l繭の中で，比較的容易に利用し得るような視聴覚教
材の設備が，現段階においては.段も実際的であると考
え.幻燈の利用を第ー に，テープに録音した教育放送を
つぎの重点として.その設備や資料を充実していきたい
L、崎る。 と恩つてU、ゐる。吠闘にアつついては' これを学習指導や道徳
|IJ 以上のような理由によつて 当校恥としては学校給倣食の 指檎導の指導糊過程に悶同郎肌Hして効果的叩
!突突現をかねてから望んでいナたこのであるが'施設設備の現 としてはきオわヲめて困難であると考えられるのでs 特男矧別Ij教
状，その他の王斑盟由からなかなか笑施の線へふみだせなか 予育干活動としての映写会を月'-.回くらしい、もつに止めたいと
った。このたび5か年聞を見とおした充実計画の作成に
あたり.こ?の機会に一歩でも給食実施への希獲を笑現し
ずこし、と考え.まず副食給食を行えるよう施設設備その他
の体制を整えることを計画した。
この敏成としては，まず第一段階と・して，国IJ食.牛乳
程度の給食を突現しさらに第二段階としての完全給食
ができるだけ早く突現できるようになることを望んでい
る。
図書館施設設備
都市の児童にくらべ農村児叢の読書能力が劣っている
ことは各種の学力検査で明らかであり，そのことが他の
教科の学力に大きな影響を与えているということも否定
できないことである。当校児童についてもこの点はゐて
はまるので，なんとか当校児童の読書能力を高めたいと
いうことは全職員の努力目傑である。このことのため.
昭和32年度になんとか図書館を新設しa 学校徴収金年額
約6万を図書購入賞にあてて，その充実在はかつてき
た。しかしながら.その現状は，実態調査の結果にも明
らかなように，効果的な機能を発揮できる程度には達し
ていなし、。そこで今後の充実の観点をつぎのようにすえ
て，計画を作成することとした。
。'児童用図書の充実を第ーに考えること。現在児童一人
あたりの冊数は3.4冊となっているが，これを一人あ
たり 5冊以上になるように整備したい。整備する図書
の種類としては.学習の参考資料として利用できるも
のの購入に比絞的重点、をおいていきたL、と考えてい
る。
。当校では，図書館専任'つ司書教諭を置くことは当分考
えられず，教師指導のもとに児童震の経営活動の一環と
して図書館巡営をやっているので，その観点から内部
設備の充実をはかることとする。
視聴覚教材関係施設設備
視聴覚教材の烈JIflは.新しい教育の方法として戦後大
いにその組織化がくふうされ，幻:tJ・吠繭 ・ラジオなど
を学習指導や生活指滋に?舌)刊することが普及してきた。
思ってし、る。
さいわい，学校の備品ではないが，いつでも利用でき
る8ミリ撮影機ならびに吠写機があるので，守これについ
てほ，教材用フィルムを自作して活用するような体制を
漸次皇室えていきた~，と願っている。
そこでこの領域の充実方針をつぎのように設定した。
。教科指導や道徳指導に幻灯の効果的利用をはかるた
め.教室の伏写設備を豊富えるとともに，スライドの購
入.自作による充実をはかる。
。自作による8ミリアイルムの活用体制を漸次豊富える。
。録音用テーフ.を充実し，教育放送の効果的な活用をは
カミる。
国語科
国語科の備品は総体の金額も少なく，現在の充実度も
他教科にくらべて比較的高いので，この機会に自作を含
めて充笑度100%の線までもっていき‘たい。
社会科
社会科の学習指導にあたっては，笠宮な学習資料を用
意することが第ーにたいせつであると思っている。実態
調査の結果では，地図 ・年表 ・掛図類の充実度がL、ずれ
も100%以上になってL、るので.この数学の上では既に
じ申うぶんであるがのように見えるが，その内容を吟味
すると，古い資料で使える箇所が少なかったり，いたん
でいて学習効果のとから望ましくないと考えられたりす
るものが相当ある。
際本模型類の充笑度はきわめて低いので，なんとか充
実したし、と考一えではL、るが，比較的金額も高く.また現
状では保管 ・管理もうまくいきそうがないので，最も基
本的なものにとどめざるを得ない。
そこでこの教科の充実方針としては，つぎの観点によ
って言十闘を作ることとした。
。視聴覚.図書館十などの充実に協調して;地図，年表，
f卦図等の更新，充実をはかること。
。道徳教育の参考資料として必要だと尽われる図書類を
整備する ζ と。 ??
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〈道官ま教育につも、ては.改訂教育課程で慈哨や特別教
育活動などと並列した一つの鎖域として示されている
が，充実針凶作成にあたっては，一応とこで考えるこ
土土した。〉
算数科
との領域については，あt二で作成の具体例として述べ
るのでここでは省略する。
理 干ヰ
理科施設設備の実態調査結果では，備品関係の充実度
が30.%に満たず，施設としても理科安と小鳥飼育舎があ
るTごけで，付属室及びその他の野外観察施設は現存して
いない。備品関係の各領域をみると，消耗器具類の充実
度カす最も低く く 12~の，ついで野外観察調査用具 (26
%)突験観祭用機械器具く28%)となっている。
浬科の学習指導の成果は施設設備の有無に負うところ
が特に大きいので.¥，、ままでもわずかずつではあるけれ
、ども充実に努め.備品の現有資産額約27万になっている
が，必要領も大きいので，なお65万を投入‘しなければ充
実度 100%に達しない。以上の現状にもとづき， 充実の
観点をつぎのようにすえて計画を作成するζととした。
。物理的分野の実験観察機械器具の充実にまず重点をお
いで計画すること。この分野の備品は数も多く ，また
自作のむずかしいものが多いょに.器具機械がなし、湯
合.学習が全く観念的になりやすいと考えたからであ
る。
。野外観察調査用探兵や地学的分野の機械器具で，もっ
とも基本的であると考えられるものを整鋪するとと。
。以上の備品の獲備計画を立てるにあたっては，つぎの
諸事項を考えること。
・児童実験をさせるものと教師実験でよいものとを指
導のねらいによって弁別し数量をきめる。
・使用頻度が高いもの，その備品がなければ学習が成
立しにくいものを優先する。
・金額が大きいもので使用頻数の少なし、ものは現突的
な観点から除かざるを得ない。
。獄図・スラヂド ・図書等は視聴覚.図書館関係と連絡
して， 即物的な学習がむずかしいものについて購入計
画をたてること。
。消耗器具・薬品等は学校予算の原材料賀の中で特に増
綴を要求するこ と。
音楽
音ー楽の学習効果を高めるために，教授用楽器罪，児援演
奏用楽器，鑑賞用設備の占める位置はたし司、せつである。
実践調査結果にみられるように，教授用楽器の充実度は
.34:，%であり.なお充実の必要が大きし、。児童演奏用の楽
1l*類については.¥，、ままで， 主主して木苦手を中心とした
施律楽J器どリズム楽篠宮整備して蒋楽指導を行ってきた
のであるが，音楽祭も一応専用できるよEになった現
在，学習指導要領の改訂に即応、するように，器楽指導の
範凶を拡大しなけれぼならないと思っている。また鑑賞
用再生設備も不十分ながら一応盤っているのョで，改訂指
導要僚に示された鑑賞用νヨードも盤備しなければなら
ない。
そこでこの教科の充実討闘を作るにゐたっては，つぎ
の方針によることとした。
o!&j:楽指導の範囲をリードパンドに広め，はじめはクラ
プ活動にとり入れながら，漸次学級の音楽指導にもち
こむように進めたい。そのため25人編成のリードバν
ドができるように楽器罪を墜備する。
。低学年では常時教室で音楽活動をと り入れる必要があ
るので，教室備付用のオルガンを整備する。
。鑑賞用レヨードの充実をほかる。
図画・ 工作
この教科特に工作では， 特別教室の有無が教育的な効
果に大きな影響を与える。当校では現在この教科の特別
教室がなく，また当分新設する可能性も少ない。さいわ
い古い工作机があるので，これを理科室に実験観察台兼l
用で配置するならば.不十分ながらいままで以上の工作
活事Jを行うことができるので，このような線で.飾品の
整備を計爾の中にもりこみたいと思っている。
また実態調査結柴にみられるとおり，この教科の充実
皮は全面的に低く，全体として21，%しかないので，全領
域にわたって備品の充実をはからなければならない。し
かし大幅な充実計闘を立てることは現実的でないので.
現在の保管設備ともにらみあわせ.つぎのような方針で
計画を作るこ主主した。
。理科室~r工作用机を付設して基本的な木工ができるよ
うにすること。 く工~m机は古いもので保管している
ものがある。〉
。基本的な木工・4金工用具を整備すること。整備にあた
っては，児童個人持ちを主体主し，学校として時教師
用主児童の補充用を備付けることとする。
。新しい凶商工作教育に即応できるよう，いままで手薄
だったと反省される色彩やずザイシに関する指導の充
実をはかること。
。室内写生のための設備を充実すること。
体育
体育科としては実態制査結果にみるとおり，基準捻額
が多い教科中では比較的高L、売実度を示してしゐ。との
教科でJ持に現在困っていると三!とは. リズム指導の分野
、 _:42 -
目」 司、
で. J}ズム王与用のピアノはもとより保有せず，ポーダブ
ル蓄音機による指導l乙頼っていることである。そのため
音量が小さく学習効果をまbげることがきわめてむずかし
い。まずこ銚漉用具中小学校児童の規格にあわないものが
あるため，指導上不都合を生じている。このようなこと
を考え，つぎの観点により充実計画を作成した。
。リズム用に用いるポータプノLアシプを購入し， リズム
指導の効果をあげる、こ主。
。現有する用具の中で，古くなったため，使用しにくい
ものがあるので.これらの用具の更新をはかること。
における巡動益確保のために活期しやすいものを整備
しfこL、。
家 庭
この教科の充実度はきわめて低く. 16%にすぎなし円。
被服関係の特別教室がないので， ミシν等の設備をする
わけにし、かず，この分野での充実は現状としてきわめて
困難である。食物関係では，給食突施の必主要な理由とし
てあげられる食生活の改善につながるものとして，今後
なんとか充実していきたL、と考えてし、る。さいわい潔科
室を共用しているので，この教科充実の方向として食物
。当校児童には円背がかなゆ目につくので，その矯正に . 関係の術品設備に重点をおいた計画を作成することとし
有効だと思われる懸垂J:TJ具を完備したし、。またi-冬季 た。
2. 3 作 成 の"具 体 例 -0手数科施設設備充笑計商の作成J・-
実態調査結果の考祭や， 日常の教育活動の反省にもと
づいてs 各領域ごとに充実すべき施設設備をあげるにあ
たり，まずそれぞれの充実方会|を明確にしてから作成の
作業にかかったわけであるが，全領域についての作成の
実際をあげる余裕はないので，ここでは，算数科施設設
備充実計画作成の突際を例としてあげること主する。
2.3.1 充 実 方針に つ い て
学力調査の結果や日常の算数学習指導をとおして，当
校児童の学力を評価すると，つぎの各分野に問題があ
る。
-図形の基・本的な性質に関する現地lf.や，その性質を用い
た図形の構成，面積・体積の間接測定なとのの能)Jがふ
じゅうぶんである。
-測定に関する単位の量感，単位聞の関係についての理
解とその活用がうまーく.できなし、。
・文章題の解決.広く数量的な問題解決の力がふじ，う
ぶんで，この傾向が高学年にiJEtくなっている。
このような学カの欠陥を，その指導面について反省す
ると，第ーに反省しなければならないζ ととして，図形ぞ
測定に関する本質的なねらL、と学年の重点を再犯慰する
主ともに，区|形については」主体的な図形を観察したり図
形に関する櫛成活動を多蘭的にとり入れたりすること.
測定にっし、ては，測定JFIJ~'t，と災際に汀J¥，、た測定活動をや
らせることがたいせつなことなどがあげられる。第こに
は.1m.滅.乗.I徐の決算決定能力を;官;めるため.低学
年から，数に対するiJ1観力を高め.JI.滅.来.除や割
合の意味を十分湿j宵ーさせるよラ指導しなければならなL、
ことが反省される。
算数の備品に関する実態調査結果は，先に第25表で示
したとおりであって，全体の充実度は52%.他の教科に
くらべると比較的充実されているほうである。しかし各
内容にわーたってその充実の様相をみると，低学年用言十数
器類の50~ム度量衡器類の45%; 図形模型類の O~μなど
いずれもじゅうぶんな学習活動をさせるには不満足な態
状であって，学習指導の反省事項を裏付けている。
さらに算数の学習指導要領の改訂によりp 指導内容が
大幅に引き上げられ.特に.割合や分数に関する面，図
形・測まさに関する箇の改訂が大きく，相当凶難な移行措
置もしなければならなくなヮている。.
このような魁由にもとづき，この教科の充実方針とし
ては，つぎのように考えて計画作成にあたることとし
Tこ。
c 度量骨~i捺を中心とした計総類の保有‘危機加し. 児童の
測定活動がじゅうぶん行えるようにすること。
。図形桜忍1や説明器類の充実をはかり，自作できる教具
のくふうをすること。
。低学年j日計数器類や貼布板などを充実するこ と。
2.3.2 算数科としての充実計額
以上の充笑方会|にもとづいて算数字!としての充実計画
を作成したのであるが，つぎに.その手"頂と各手1辰ごi主
に尋臆したことについて述べることとする。
(1) 充実方章Lの観点から.現有の保有状況と基準とを
対応しながら.必要な物品をあげた。
この時のあげブョー としては.すでに第一次的な選択を基
一泊ー
本方針の設定によって行づているので，基本つら・針から考
えてあったほうが望ましいと考えられるものを一応みん
なあげてみた。なお，他教科との共用が予究1されるもの
も，との場合は一応~数科としての立場からあげること
とし，その調整は全体計間作成のときに行うこととし
た。
(2) 必要な数量をそれぞれの物品'ごとにきめた。
このようにしてあげた物品につレて.現有数品:と対照
しながら，講ずj来的な活用をはかるに必要な数量;を決定
した。この場合， 当校としては一学級40名とし.40名の
児童がうまく利用できるような数盆を必ずしも議準にと
らわれずにきめたのである。 特I乙度量衡器菜園はな~ベく
多くの測定経験をさせたいという ことで. 4人-5人の
グルー フ.で佼肘できるように数震をさだめた。
(:3) あげた物品に充実のj順位をつけた。
学校としては. 5か年聞の充実計画を作るのである
が，ここであげた物品をm婆だと恩われる順序K5年聞
に配分することは， 全体と しての調整?と入る前の段階
では無意味だと考えられる。そこであげられた物品を三
段階に分け，最もはやく購入したいもの，それにつぐも
の，多少購入がおくれてもやむを得ないものとしそれ
ぞれ.@， O.印なし，で表示することとした。
充実順位をつけるにあたっては，その物品の指滋内容
からみた重要度s 使用足員数.保管や利用能力など一般的
にはいろいろ考えられるが，すでに充実方針にしたがっ
て重要だと恩われるものを選択しているうえ.イ度同m数
などについてもにわかに甲乙をつけられない物品が多か
ったので，部員協議の上，つぎのように充実)1頁佼決定の
条件をきめて順位づけを行った。
第一順位にするもの・ ・図形関係の模事!・説明書棚，
(現在利用できるものがないから)，低学年用il・数
量拝類「仮学年では特にこのような教具の必要が大き
いと考えたから)，度盆衡器類の中，メー トル・リ
ットル等低学年で使用するものく低学年から順に充
突したいと考えたから〉
第二順位 ・ 1ー ト'v，3}γ トJレ以外の度最衡器，消
粍的性格をもったもので補充を必要とするもの。
第三順位..・金額が比較的高いのに使用頻数がきわめ
て少ないと考えられるもの
このような手順と考察の結栄として，つぎの第26主砲に
示すような算数科としての充実計画を作成した。各領域
ともこのようにして計画を作成し.それぞれプリ γトし
て全体計画{乍成のための資料として提出したのである。
? ? ??
第26表 訴;数科備品充実計画
悶回悶
名 品t|;l;民
厳輪数精木C〈成兇児投セA貼市Sザ布m〉げ絞ト
4 4 
61;;io 計
2 6 5，100' @ 8: 850 
数 。6i 6 200 1，200， t) 
器L 総成合分貼解布計板数 21 3，000 3，030 
。
議器 。 。
類
教授周そろば
ん 3 l 41 1，700; 1. 700 
。
測2P1臼くm1ヲ〈0トm設布cもトmの苅ル巻な立製さmまコ的わず尺〉し
121 13 25 90 1，170 。。9 9 110 990 。
皮 01 20 
20 100 2，000 。
121 13 500 4，500 。
メスシl)y〆
41 4 8 220 880 。量 ーく200cc)
メスシ リン〆 。 460 460 。ーく50Qcc)
デジ リヅトル 8 51 13 130 650 。衡 ます
上皿自k動Lg、lばf〉か 2 6 8' 2，000 12，000 。りく7
ぜんま か 。8 8' 370 2，960 。器 り(4kg) 
1尺ものさし 。2 2 15 30 
1 ずiます 。 150 150 
実質 1 合ます 。 100 100 
さしがね 。2 2 260 520 
ノ Zぞ ス 。 1 1，000 1，000 
カーブメーター 。 1 1，000 1，000 
そ
全会占
。 d 
l15，6001白 0 の 2 4 75 他
の 。 1， 30 300 
計 水 2終 昔罪 。 J~~I 300 器
類 .Jj:)時間磁針 。 120 960 
図 各磁立体模型J12: 形 平号各模説炉滋型面明平図器面形問切立教 図形 11 1，800¥ 1，8001 0 コ'日‘， 
類 面積 11 2，0001 2，0001 0 
そ
板円グラ 7小!込 。2 
28TJ 4 3刷 。コシパス 9 101 350: 350 。の 三角く教fSP師択に用y〉，〉 9 101 480; 480 。
他 分度器く1) 3 41 4 生80。
酬..同・・・・・咽回附・F曹、F司町、~理周囲-、-・
3.全体計画の作成
3. 1 学校全体としての充実方針
3.l.' 基 本的な方針
。児童の調和的な発達を助長する教育を行うことを学
校経営の若木とし，教育課程の各領域にわたってか
たよりのない施設設備をもつようにする。
学校経営にあたうては.教育のある領域について重点
的に施策や実践宏相当期間継続しその領域における教
育効果を特に高めよ・うとする行き方Jも考えられるが，当
校:としてはそのような経営方針をとることなく，教育謀
程の全領域にわたって，わずかずつでlも教育効果を高め
ていてようにしたL也考えIている。施設設備ギまたこの
ような原則的方針にもとづいてその充実をはかるように
する。
O各年度の学校経営における実践上の努力点に，施設
設備充実の重点を即応させる。
当校では学校経営にあたり，第一項のような原則の上
に立ちたがら，各年度ご主に教育災践上め努力事項を設
定;し， 金1隊員の研修に裏付けられた努力事長の能率的な
実現をはかることを考えてきた。施設設備の充実にあた
っても，このような教育実践上の努力事項に即瓜した計
画をたてて，その実現をはかることにより.物的な商か
ら教育実践の効率を高めたいと思っている。
このように年度ごとに教育実践上の努力事疫を設定
し数か年聞にfは教育の金領域に努力事項が及ぶように
学校経営を行うことが当校の基本的方針である。
0校地・校舎の充笑改善は，保安上必要な限度にとど
めた計画を作成する。
先にも述べたように当校校舎は昭和5年の建築で，約
30年経過し，進んだ教育を行うにはいろいろ不つごうな
点が少なくなL、。また核地も望ましい教育活動を行うと
い3観点からみる左目必ずしもじゅうぶんな胤績をもっ
ていると?口、えない現状である。しかしながら木村の教
育施設全体からみた場合.義務教育のまとめをする中学
校では，屋ヰト迎。動場が未設置であり，中学校教育の中核
必なる特月1]教室の焔l設が不完全であるこ L 本山小学校
の校舎が危険校舎の指定を受け，できるだけ早く改築の
必要に迫られていることなど，多額の教育予算の支出が
予恕される。このような現突的な条件を考えると，当絞
り絞地拡E民や校舎のま質改築などは当分実現性がないと半u
Iffrされるので，このだびの充実計画作成にあたう寸Zは，
絞舎の保安上どうしても必要な範囲に限定し，現有校舎
施設内で充突し:得る設備につL、て計画することを原則と
することkした。
。教科備品の媒基準に対する充実度を50-60%に高め
るととを目標に充実計画を作成する。
当校の教科関係備品の充実度は，笑態調査結果に示し
lたように，全体として36%になっている。 古L、術品であ
るため近く更新しなければならないものも考えると，実
質的な充実度は，φ36%を下まわるものと予想される。
いままでの学校予算の状態で11. 5か年聞に充実度の
大幅な上昇を期待することは，きわめて困難であると考
えられるけれども，効果的な学習指導を展開するための
教具ーとして，せめiて県主主準の半分.50-60%を目標とし
た五か年計画を作り，施設設備充実の根拠を明らかにし
たいと考えたわけである。
3.'.2 各年度の重点的な充実目標
当校児童量の教育を考える場合，その問題点としてつぎ
のことがあげられる。
・村民の生産さ主活は.稲作，対日{乍の両方に依存じ，特に
1煙草，大根を巾心とす・る畑作の占める位置が大きい。
このような経営のため，多忙でゆとりがなく，作業に
追いまわされる生活を余儀なくされている状態であ
る。このような環境の中に生活している児童たは，粗
華IEな生活態度や生活を規制する節度の不足がみられ，
計画性，合理性の欠如が問題となってL、る。
・健康l'衛生に関する関心や知識が不十分であり p 食生
活改善の必要が認められる。このような環境に育って
いる児童の体位，体質の改善は教育土の問題である。
.児童の学力も以上の問題点と関連をもつものである
が，必ずしも満足すべき水準に達しているとは考えら
れなL、。
また，教育における客観的な要請として，道徳教有.
科学技術教育の振興が望まれ，また改訂学習指導要領に
よる教脊課程に昭和36年度から全面的に移行しなければ
ならないこ主になっている。
以上のような，当校児童の特性と教青に対する客観的
要請をあわせ考えてc.つぎのように各年度の重点的な充
実目擦を定めた。
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第1年次 〈昭和34年度〉
-築践上のA努力事項としては，当校児童の問題的行動態
度をとらiしそ6改善を怠図した道徳教育の計1頭と突
践を考えてし、る。したがって施設設備充実の重点もま
ず乙の方聞に向け3 道徳、教育の「特設時間Jの教材と
して必要な図書，スライド等'の充実.児議会関係の設
備殴警などを昔十函にもりこむどととする。
また施設設備充実5か年計画の第1年次にあたり，各
鋲域でさしあたってどうしても必要なものをできるだ
け購入して，→応の地ならしをやっておきt.'v、と考え
た。
第2年次 く昭和35年度〉
児童の健康に関する笑態を明らかにし，健康の維持増
進について具体的な計画を立て，その突践に奨める
ことをこの年度の努力事項とする。そのため施設設備
としても，まず校舎の衛生的な環境を改善するととも
に，給食の実施にイ半う設備，保健衛生関係備品の充実
などを中心に計図を作ることとする。
第 3 ~手次く昭和36年度〉
改訂学習指導要項による教育課程へ.全面的に移行す
3. 2 作 成
3.2.' 必要な経費の推定
以上ーのような学校としての充実計画作成方訟を職員全
・体の協議により確認し.この方針ー にもJとづいて，先に作
成した各領域別の充笑計画を銅製しながら，全体計画の
作成にとりかかったわけである，まず第一の作業として
方針にかかげた教科備~000-60%の充実度を目標とする
場合，学校の年間予算をどの程度にみたらよいかを推定
することが必要になった。
第ーに検討したことは，今後5か年聞にどれくらいの
経費を教科関係備品の購入にあてたら充実度50て60%に
なるかの推定である。
実態調査結呆で示したように，教科関係備品の基準額
は約420万円，現有資産額は約150万円で.充実度は36%
になp ている 3 これを55%に高めようとするには今後五
か年簡に総額約80万円を必要とし年間平均約16万円と
なる。 fく420万xO:55)ー 150万=80万]
第こには学校としての年間必要な資本的支出く施設設
備の充実に必要な経費〉をどれくらいにみたらよいかの
j栓まきを行った。
学校として必要な資本的支出は‘教科関係の備品だけ
では私く，学校管理関係の施設設備貨を見込まなければ
ならない。いままでの慣例として.校舎，校地に闘する
る年度であることを考え，各教科の学習指導Iこつい
て，本格的な研究と笑践に取り組みたL、と，思ってL、る。
しかし，全教科並行して同じ比重で研修活動をするこ
とは効果が分散すると思われるので，との年皮は， 一
般に基礎学力主いわれてし、る国語，算数及び比較的改
訂が大きいと考えられる社会の三教科にしぼって学習
指導研究を行L、たL、。したがって，施設設備ρ充実も
これ1ら三教科の教具を中心に計闘することとする。
第4次年 〈昭和37年度〕
前年度に引き続き本年度は，実験実習をもっとも多く
必援とする理科，家庭科の学習指導につL、て研修を，行
い，教育効果の向ょをはかるととを努力事項とする。
したがって施設設備も，この二教科に重点をおいて充
実計簡を作ることとする。
第5牛次く昭和38年度〉
この年度は，主として情操的な教科である音楽科，図
工科の学習指導の改善を突践上の努力事項とする。
したがってこの年度ρ充実計臨も，これに即応し下作
成するとととする。
の
?
際
比較的多額の経費を要する場改築や営繕，特別施設など
は，その年の臨時的な支出として通常経費とは別枠で行
われていたので，ここでは通常的な経費について教科関
係と学校管理関係の比率を考えることとした。このこと
については，いままでの支出状況を検討した結果.大体
この2領域で折半してあるとみられるので，教科関係で
年間約16万ιみるならば，その2倍の約30万を年聞の資
本的支出とみて.今後の作成作業を進めることにー応、決
定した。
第三には学校全体として年間どれくらいの経貨が必要
になるかを指定した。
学校を経蛍してLべ場合，上記の資本的支出のほかに
運営上必要な経費が相当額に達することはし、うまでもな
い。この巡蛍費については.過去数か年の支出狭況を検
討し正予後の巡;蛍のあり方も考えた結果，りぎの第27表
に示す経費が年間の必要領であろうと推定したのであ
る。
第27表学校運営に必要な年間経費の推定
職員手当一一学校医，学校歯科医手当・・・l久OOO円
貨 念「一除雪， I暖房取付，糞尿吸取・その他
. .18，000 
Wij耗費 一ー一各種用紙類.事務用具，教授帰消耗，
一地ー
教師周救、科書，維持用i'ì~耗.ガill~J.雑
誌その他 ・・・・・ a・・・.....'79，000 
光熱費一一石炭，煉炭.木炭，弱r.電気.その他
・ 190，000
食料費一一茶.その他・・・・・・ ・・・ ・10，000
印刷費一一読書賞万謝，諸般符類.抑制紙，テ
スト類~学校だより，その他 ー.'23，000 
通信巡搬貫一一・.....................・・20.000
修繕政一一時計，図説，視聴覚，寝具.机，.騎手
給水設備，各教科fJlIi?d01・その他
・・30，000
学習用原材料費一一理科消耗器具薬品.衛生薬品，
視聴覚材料，飼料，極チ. J肥料，その
他 ・・・・・・・・・・・・・・・・ー....• '20，000 
営繕賢一一煙突補充.雨樋，屋根塗り，戸修迎.
その他 ・・・・・・・・・・・・..... ・・35，0~0
営繕用原材料費一一紋ガラス，木材，釘.針金.そ
の他 ・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・14，000
その他一一負抱金.研究費，保険料，視察費等
A c 
-・80，000
531，000円言十
なおこれらの運営費のほカ寸L .年間恒常的に必要な術
品質として.法令の加除，児襲用机.レすの補充，職員
研修用図書購入，その他が予想されるので，これらを迩
蛍的な備品重量とみなし;年間約4万円を予定してみた。
. 以上の推定にもとづいて学校の年間経費を算出すると
約87万円となる。
過去数か年間，の当校の亥出状況は.約70万から80万凝
皮であるから，上記の額はこれを上まわるものとなる
が，学校としての充実計画であること.この稗度の額で
あるならば，そう非現実的なものではないことなどを考
慮した上， 年間約87方円，そのうち施設設備充実のため
の経費30万円程度の枠で，全体計画を作成することとし
た。なお，先にも述べたように，校舎 ・校地関係の多少
経費のかさむ蛍繕，新設などは，これとは別枠で計画す
ることにきめたのである。
3.2.2 私費による充実について
施設設備の充実針闘を立てる場合，現状としては，私
費による充笑についても，ある程度の見主おしをもたな
ければならない。当校でL、ままで年間に利用できる私費
t主体額10万円-15万円程度であって.その内訳は.児童
図書購入費として徴収する6万円と，パザー号事によるP
T，A容付金5万-10万である。図書設と Lて徴収してい
る!年額約6万円は今後も継続して児誼図書の充実にあて
るとととしその他の寄付金の佼途については，つぎの
止うに考えて充実百十回にもりこむこととした。
L 
-従来・の使途をみると.容付するd側の希望として，単価
の安いものを数多く'ú'i~入?るよ りは、まとまった設備
を購入して寄付するとLヴ傾向が強いので，今後もこ
のような望書望にそうよラに計画する。
・学校として最低限必要なものとし、うよりは.新じい設
備で.あったほうが望ましいと考えられるもの，できA
れば，成人教育の分野にも利用できるような設備の購
入百十回を立てる。
なお.当絞ではi昭和37年肢が自ilJ立90周年にあたるの
で，この記念事業として多少の臨時的寄付を予想Lて計
図することとするt
3.2.3 共用物品の領域について
領域別計画では.イ也の領域との共用が考えられる物品
についても，その領域として必要ならば，その物品を領域
独自の立場で計画にもりこんだのであるが"学校全体と
しての計画を立てる場合には，どんな物品をどんな領域
の共用とするか，その物品はどの領域の備品として計画l
にもるかなどを吟味しなければならない。とのこ主につ
いての調書主の実際を度量衡縁類で述べてみfょう。 このよ
うな備品類は，教科としては算数，理科，家庭科など，
管理的な領域としては保健衛生.給食などでの共用が予
想される。しかし保健衛生や給食などでは教科備品を
共用することは望ましくないし，実際としても共用は不
可能であると考えられるので，この2領域の計穏t土それ
ぞれの領域で専用できるような計画とした。教科につい
ては， :3教科の中で測定技術の指導を直接ねらっている
算数の術品として計画し，理科，家庭科ではこれを共用
するとと主して.この2教科の計画からははずすととし
た。イ也の共用物品についてもとのような態度で調整した
のである。
3.2.4 各教科の充実度の調和について
実態調査の結果て示したように，各教科の充実度は最
低16%く家庭糾〉から最高59%(社会科〉まで分布して
おり，大体におし、て経費の多くかかる教科の充実皮は低
くなっている。全体言!画として調整する場合に，これら
教科の充笑度をどう調整するかが問題にな守た0，各教科
の充実皮をなるべく同じにするように調整した・らよいの
か3 それとも現状の上に各教科ともその充実度を高める
ようにし，充実度を同じくするというようなことにこだ
わらなくてよいのか.¥，、ろいろ協議してみた。前者の立
場をとれば、大部分の経費を理科・音楽・図工 ・家庭等
にそそがなければ‘ならず.それでは他教科の改善を数か
年間停止させなければならなし、。そこで実際としては，
?， ， ???
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。ズ ‘5 6，00 
。凹 νγ ズ ラ 6，000 
。音 叉 r !I~OO 
。モノコー1-" 5 ?、う00
。地星座中早海見量産 5 1，000 、
l 1，80Q 
。。。昆お虫し築採集皮圧箱計板 う 2，500 
2 1，600 
。児窓会行事黒板 3，0ワ0
教 科 外関係合 計
昭 和 34 年 度総計 32.8，3191 
2 臨時的な公費によるもの
夜 目 五主 額
校舎・校地関係
:量産?逝の星土路空床台量強上産霊り師法制場よ
169，00Q 
りの り滋
40.000 
。使所 げ 10，000 
合 言十 219，000 
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3 私費くPTA寄附，学校徴収金〉
項 日 金 額
。児童用関香く図書館側付用〉
4 昭和34年度4総経費
1 通常的な公費・・・・・・・・ 328.319
2 臨時的な公費 ・・・・ 219，000
3 私 致 ・・・・・・・・60;OCO 
総 計 607，319 
昭和35年度
通常的な公費によるもの
部門及び品名 |偶数|金 額
校地・校舎関係
。吸水ポνプ取替 10，000 
釘- 10，000 
保健衛生
。毛 布計棚 2 3，000 。。書身類長戸 く盤磁朋〉 5，000 
6，800 
o遮耳 限子 i 140 
。 用めんぼう 5 2850  。のぼん
。副氷のう架組 150 
。 木一 35.0 
。シ { ツ 350 
。止血帯
E 
1.050 ‘ 
。酒精綿容器 500 
6メスシ Pνダー 150 
b電気あんか 1，300 
計- 19，120 
一
給 且~ 
。食器かど 13 5，200 
。パヶ ワ 5 1，000 
。時 計 4，000 
。洗いおけ 2 2，000 
。ボ { 11.- 5 1，000 
。出縁ぎ刃官刃渡 2ラC血 2 500 み 13 845 
。か 3 1，050 
o るけく1O~入〉 12 2，400 
。かん切刃り機渡 l 4，000 
。肉切り 30ゆ1 2 350 
。戸 羽目 7，000 
o :z ツブ 500 17，500 
。ゎ ん? 500 20，000 
oJll 500 20l$30800  。自動ばかり l 
。白 衣 3 750 
計 89，395 
図書館 ， 
。操 板 7，000; 
言十 7，000 
視聴覚関係
。スライド
。80101ソィルム
。教材用自作スライド 7~ルム
。録音府テープ
???
?
?
? ?
15，000 
7.000 
1.000 
2，400 
。。過局計示画小県紋桜 4、5.0C12 12，00C . 
計 告1，90C
学校管理関係合 計 167，415 
音 楽
。。警図小業A賞喜表用費用類スタプド
3，00C 
1，00C 
。 νコード 25 7，50C 
。 図書 3 l，QOG 
計 12，50C 
体 育
ol路~Ë ぴ箱 2 4も6，OOC 
。 切板 2 .000 
。ポータプルアyプ 、 60，000 
。リズム用レコード 10 3，000 
計 113，OQO 
家 庭 、
。言な十盈スプーユ/ 4 280 
ベ 4 3.000 
。まないた 4 1，000 、 。ほうちょう 4 1.120 
。小 皿 60 1.200 
。中 皿 60 2，100 
。飯汁'.g主ちぞわん
20 6.00 
わ 60 2，400 
。 養図表 100 
。言'I~墨;早見表 200 
小 計 12，000 
教科関 係合計 137，500 
昭不日 35年度総計 304，915 
2 臨時的な公費によるもの
項 日 金 v 額
. 0廊下等の床張りかえ工事
合 計
3 私費 (PTA寄附，学校徴集金など〉によるもの
項 目 |個数 |金額 |
。児議用図書く図書館備付用〉
。笑物土j燈機
£ミ
ロ
?
4 昭和35年度総経費
l 通常的な公費・・・・ ・1・304，915
2 臨時的な会費 ・・ ・・ 300，000
3 私 費 ・・・・・・153，000
総計 757，915
昭和36年度
通常的な公費によるもの
??
》
昔話門及び品名
校地・校舎関係
。給水タ。yグく5m~) 設備
。かさ類整湾籍
音，.
給食
。合ばかり
。運搬箱
図 書館
。ナヅバ一宮ヅグ
小
視聴覚教材関係
。スライr"
。 8mm7~ ルム
。教材用問作スライド7ィルム
。録音用テープ
?
141，100 学校管理関係会計
? ??
?
??
?
? ?
?
??
?
?
12 
額
26，00.0 
57，60Q 
83，600 
8.500 
21，60 
30，10ゴ
2，000 
2，00Q 
? ? ?
?
?
『 ?
?
?
15，0001 
7，0001 
1，000， 
2，400 
25，40Q 
国語科
・。漢字のへんとっくりの表
。人形劇道具一式
。習字基太表
b 小 1・2省三用国語掛凶
。かなー づかし、表
。p ーマ字表
小 計
??
??
??，
??
?
?
1，201 
3，000 
360 
6，000 
1司440
1，000 
13，000 
算.数科
。積み木セマト
υ1mものさし。2m巻尺
。リットルますく内のり 10cm
の立方体〉
。輪投げ ，
。総合貼布板 ・
。構成分解計数器
。そろばん
。デシリットルます
。上IDl自動秤
。ゼゾマイi'Iかり
。メラ亡ジ りこノダー く200cc)
G メスシリγダー (500CC)
。円グラ7小黒板
Q小 l・2年用算数掛図
小 計
???
??????
，???
?
? ?
3，200 
1、030
550 
1，500 
5，:0 
3，000 
46，180 
. 
社会科
。日本地図模型
。日本史掛図
。世界地理掛図
。IJt界産業掛図
σパユノャタグ。ラフ
。地理図書量
。歴史図、鑑
。気象図鑑
。考古学関係掛図
。小 1・2年用掛図
小
? ?
? ? ?
?
?
?
??
???
??
?
??
?
?
。??????
16，ラ00
1，600 
4，500 
2，50q 
1，600 
6.000 
6，00a 
6，000 
4，800 
6，000 
55，500 
項
理 科
。J卦図類 、 9 13，50: 
計 13，5DQ 
体育科
。屋内用低鉄棒 4 5070160  。ゴー ルノ、ィ 2 7 
小 言十 57116口
， 
教科関係 azh  計 185，340 
昭和 36年度総計 II 326，440 
2 臨時的な会費によるもの
昭和34.35年度に計l血iした校舎 ・校地?と関する臨時的
な支出言十両が村財政のつごうにより，昭和36年度にのび
ればここに晋，-ーとすることになるが，必要なものは一応昭
和34・35両年度にあげておいたのぜ，こζでは省く。
3 私費 CPTA苦手|他学校欲早金〉によるもの
(金額 l
l1 50，000l 170，81(1 
目
。児鷺周図書〈図書錦繍付〉
。図書館設備充笑
。天幕 ー 張
A 
J:] 
?? ?? ? ?
4 昭和36年度総経費
通常的な公費 ・・ ・・ 326，4告0
2 臨時的な公費 ・・・・・ 0 
3 私 l 費 ・・・・・・・・ 170.810 I 
総 計 497，250
昭和37年度
通常的な公費によるもの
部門友び品名 1個数i合 書買
校地・校舎関係
。教室!照明用蛍光灯く40W) 20 70，000 
計 70，000 
視聴覚関係 1 
。スライド 24 12，ClOQ 
。8m打¥7イノレム 10 7，000 
。教材用j羽自作スライ lご7ィルム 5 1.，00Q 
。録音テープ 3 2，400 
計 22，刊
学校管理関係合計 92・吋
理 科
。実力学験j刊ゼンマイばかり 7 
。 用てこ 5 
。。光光学学用水槽台 3 15，000 3 42800  
。凸 νyズ 5 6.00 
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。凹音 レシ 7-' う
6，05030  0 叉 5 7  
。モノコード 5 7， 
。 ラ 1，750 
。 . 10 
3，O9000  3。 3 
。 、 立、
l 2，000 
10 4，0~0 
i，4B2つ。o
6 
10 3，000 
5 1，000 
5 2，500 
8 6，400 
10 7，500 
5 1，500 
2 2，000 
。浮ばかり 800 
。ニ述球 500 
。テシケーター 2，000 
。ふるい 200 
。ピンチコック 10 
132000  0 0 。湯さ じ 10 
。 せんなベ 1，0 
。ポールベγ!};/グ 1，0 
。ローラ-""アリ;/~
山町田0~ 0 ，:/ヤッキ 1，5 
。分時水総光解ぼ計朗準う額張自子転車
2，2 
3，0 
。 ま試験者器 . 3 3，5 
。 来装位 う 25，000 
。ェュートY色板 1，200 
。。昆虫管採lFil銀度計総 5 3，000 
0。積電出1源雪装針置
1，800 
1，000 
2 12，000 
官十 180，820 
家 庭 科
。洗いおけ 8 2，400 
。ポール〈巾 ・小〉 4 
l，28120940  0 o~火E ばし 8 
。 消しつほ. 2 
。火ばし 3 
。じ設ゅうのう ~. 420 。木:2;/1=' 1，200 。か ま(1.8.Q.だき〉
。容探戸棚 2 14，00 
。ミ シ;/ i 20，00 
。計量カマ 7' 4 48 
。7ライパy
H 4 1，280 。ポール〈大〉 . 1，000 。ノξ ケ ツ ， 4 400 
。ひし守れく 6 360 
。折れ針入 4 800 
洗ー説本衣物盤もんか吟ら
2 100 
。 たくずこ し、 4 2，000 
。 千μ ープ 2 160 
。 たくブラシ
8 8 
360 
。 箱 ・木立 J.i木 320 
。 別 新袋 比数本 320 。整理主 8 560 
0テープルかけJ〈4 色〉見木 l 120 
。テープルセシター 60 くミシシ応、)1;1)兄木
。花びん 1滋 '30 くξシγ応用〉見本
。吸緋 容 25 凶 2 4，000 
昔十 55，145 
教科 関係 総 百十 235，965 
数料外
。児盛会盤JlJ!タシス
教科外関係合計
昭和 37年度総 計
2 臨時的な公費によるもの
前年raと同級な理由で省略した。
3 私費 (PTA得附，学校徴収金〉によるもの
羽 自 金額
? ?
??
?
? ? ?
? ?
??
?? ?
?
?
??
?
? ?
?
??
????
?
〉????
?
〕?????? ?、
?? ?
、
? ? ?
? ?
??? 〈
?
? ??
?
??
?
???
。 。 。
4 昭和37年度総経費
l 通常的な公授によるもの ・・・・・・ 333.365
2 臨時的な公費によるもの ・・・・・・ 0 
3 私費によるもの ・・・・・・・・・・・220，OJO
総 計 553，365 
昭和38年度
通常的な公費lによるもの
~I 門及び告名 : I個数|金 額
校地・校舎関係
。教室照明斤!蛍光灯く40W) 27 94，500 
。l吋 上く20W) 6 15，000 
。じんあい消却かま 6，000 
計
視聴覚教材関係
。スライド 30 
。8mm7ィルム 10 
。録教材音fl自作スライドフィルム 5 
。 rnテープ 3 
計
学校管理関 係合計
音楽科
。掲楽 示 柳板i 0* .1¥罪 l 
。オ¥'レガユノ 43，000 
。ォルガ降γ粉雪尽守二 1，250 。 ミ1~ ì'T{~ r'~~m木号: 15 25，500 
。γ 2ー デイオン'・ ソプラノ l 21，000 
。ァョーディオシ，テノール 1，000 
。ソ7'ラノ .J'¥イフ. 2，300 
。アル ト.パイプ 2，500 
。指揮俸鏡 500 
。大 3，000 
計 119，05Q 
図画 ・工作科 ， 
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。
???????????
，?
????
?
?
??
?
?
? ? ?
?
??
?????
???
????
????
?????
?
， ， ， ，
，，
?
，?
?
???
?
? ?
? ?
183，505 
臨時的な必費によるもの
前々年度と同様なJ'lJl由で省略lした。
私費 (PTA容附，学絞徴収金〉によるもの
金
計
?、? 、
???????〈????? ??。 。
項
324，4{)51 
?
計
2 
3 
通常的な公費・・・・・・・ 324刈5
臨時的な公費 ・...... 0 
私 費 ・・・・・・・・110，000
総 計 434，405
A ロ
総
昭和38年度総計費
?
?，??
度
関係
年38 
教科
三~ー}
和日百
4 
-54-
計
???? ????
??
???
?
??
?
?
? ?
?
?
????
? 〉??
?????
。
??
? ? ?? 」? ? ? ??? ??? ????
?
?????
? ??
??????????
?
?????????????
?
????????
?
?????????????
? ? ? ? ??
?
ッ???
? ? ? ??
? ?
?? ????????????????
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
???
。 。 。 。
，。
赤塚 品4ヴー中 校
1. 実態調査結果とその考察
1. 1 施 設
「基準Jの管環・教科 ・特日1]教育活動の領域の施設 ・
設備・術品工|コの施設について述べる。
本校の現在の校地面積，床商積および基準に対する充
笑比率はずでに総論でふれているので，どこでは基準に
対して使用目的別に施設の有無をあげる。な.お，校地は
農業を主としない場合の基準に比べてわずか17%であ
る。第33表はその保制也設の一覧表である。泌設につい
て，現状では管理室関係と学級数に必要な普通教室以外
の特別教室はほとんど持:たない。さらに問題は屋外運動
場を持たぬ事でまbる。現在持っている音楽教室等の特別
教室も普通教室を転用してし、るのである。
特別教室のなし、ことは，その特別教宣言を必要とする諸
活動を甚しく阻害する。後て怖品の項においてふれるこ
とでもあるが，これらの施設の欠陥が，望ましい中学校
としての運蛍をゆがめている現状である。
第33表校舎及び屋内運動場の現状
有
区 分ー
般教室
社会科教室
'/ 付属宣言
教|語党教室
540 
の
?
態
5 
545| 5' I >ι15 Q 8 望き 108 X 
" 属 室
56 X 
音楽付教 80 。 60 
24 × 
凶"画・工作霊属室家 96 
。 80 
部 32 
X 
政家菜畜室家具兼き付収ん納合蜜 } 93 
。 18 
93 × 
作手調 技理工教作 室 93 X 
分 117 
X 
被服付教 84 × 
" 属室 24 × 
図 書 室 98 。 60 
'/ 付属室 を9 18 
重 量務議員 豊管zz 84 。 108 
理 戦]保生険業持導 28 × 
健室 50 。 30 
徒会室 48 24 
部
購宿公 直買 室主主
6 X 
12 。， 2生
分 24 
。 44 
50 。 36 
100 120 
|屋内遊動場 | 670 I 0 I 727 I 
|昔準装車小屋! ¥01 160 
1. 2 設備・備品の実態
「基準Jの管理・教科・特別教脊活動闘係各領域の施
設・設備 ・術品中の設備 ・備品の有無と現状における問
題点を調査した。この項では，問題点の大要を述べる。
ただし教科の備品については，その充実度まで算定した
めでこの項であげず， 1. 3でまとめて述べることとし
た9
1.2.' 学校管理に関する設備
(1) 給水設備
井戸よりポγ プでタyクに揚水し，校内に給:;J:cするの
であるが，水質不良である。なお，ポシプの馬力も不足
し"7.1'¥:1五;も不足である。
? ?? ，
?
(2) 防火防災設備
防火壁t主殺舎に設備されているが全く不完全である。
，(3) 普通教室設備
'学習指導として必要な机・精子は生徒数はあるが，生
徒(J)，ホームルームあるいは控室としての教室経営に必要
な設備.たとえば時計・のような術品を持たたい。 ，
性)事務関係設備
机 ・約手は聡員個人ごとに保有しているが，文書聖監理
問のたな・箱室長がなく不便である。また公害事格納箱が不足
してし、るaそのために事務に支障をきたすことが多い。
(5) 保健衛生設備
養護教諭は配置されてし、ないが，近くの役場に保健婦
添常駐しているので，学被としては!保健空貨の格備により
その設備をじゅうぶん活用できる体制にある。この古s門
では傘頒換算による充実度を宮~l査したが， 基準にたいし
て69%の充実度を示している。しかし商科関係の設備が
ない。
ω) 給食設備
本校では給食を突施していなL、。
(7) 学校図書館設備
図書閲覧室は施設としで保有しているが，面積60m2
-;::，基準と〈らべるとー学級知名収容するとして必要面
積108.5m2に対して485m2不足である。付属施設もな
1， '0. 設備については，閲覧机 ・ 裕子・図書受払用印~J類
書架・薪開架・図書だなを持ヲているにすぎ沿い。とく
に製本用具はドリル・千枚とおし以外はなし、ので破損修
浬作業が思うにきかせない現状である。図書館の機能を
じ。うぶんに発揮するために設備の充実が必星更である
が、そのためには安それ自体が狭くて，現在以上に設備
を持ちこむことが離しぐ，図書館としての設計による施
設拡張が必要である。
(8) 視聴覚教材関係設備
放送関係ではアY プ本体の出力30W，配線二線式.す
でに校舎拡張にともない出力不足であり，校内配線の現
状は伝達にも，放送の聴取にも大きな障害となってい
る。視覚教零・資料室の施設を欠くため，その施設に関
係する設備はない。校内資料セYターとしての図書館の
拡充とあいまって，設備を充実しなければならない。暗
室関係では，スライドや写真製作の最低の設備は持って
いるが，それを実際の学習活動に適用する際の移動暗幕
等の備占有が不足のためじゅうぶんに活用されても、ない。
なおこの分野の術品についての充実度は茶単に対しぞ
54%である。
1.2.2教科に関する設備
教科に闘する設術・備品につも、て，備品の充実状況は
'1. 3でふれるのli.ここでは基徐に対する設備の充実状
況および問題点を述べる。
(1)社会科
この教科では施設として特別教室を持ta立ため，普通
教室で学習指導を行ってし、る。設備としては.地図掛図
整理架を持っているにすぎないb
(2) 数学 科
術品と}揺して調査した。基準の各分野の中で比較的
充突皮の高い方であるが，保有する設備・備品の教科内
領域からみると問題がある。その点については1.3数学
科備品の項を参照されたい。
(3)理科
設備としては，鶏舎・山羊舎'・養魚池を持哩てL、るだ
けで，その他の設備はない。特別教室としての理科室・
付属皇室を持たぬことも民この設備の会困の大きL、原因と
考えられる。
仏) 音楽科について
生徒用机.*奇子・五線黒板・掲示板・コ Yセメト以外
の設備はなし、。音楽室としての専用教室を持たず， l. た
がって準備室・練習室も持たない。備品の不4足とあいま
って，やむを得ず，歌唱偏重の傾向をとることとなり，
中学校音楽教育の望ましい燥闘を著しく阻害していあ。
(5) 図工科について
この教科では，モデル台・写生用パ y!1入れ・そデル
格納戸だな・作品強理戸だな ・描間材料戸だな ・黒板展
示板・電気設備を持つにすぎない。と〈に工作話題係の設
備をほとんど欠いているのは，工作の指導上大きな障害
となっている。
(6) 体育科
施設としてまえにふれたが，屋外運動場を符Tこなし、こ
とがもっとも大きな問題である。設備については，数学
科と同じように備品と一括して充実度を算出したので，
1.3を参照されたい。
(7) 職業 ・家庭科
第1;群では薬品戸だなとサイロがあるにすぎない。第
2若手，第3若手は設倣皆無である。第5群では調混合・こ
んろ台・机・裕子 ・標本戸だな・物千場・その他黒板，・
掲示板の教授用設備を持ってし、る。備品の充実状混とと
もに木じゅうぶJしであって. とくに第2群の状況は技術
・家庭科への発展を見とおす時，早急に充実すべき必要
がある。
切)英語科
この教科は，数学，体育と同様，備品と一括して設備
の充実状況を調査したので，1. 3を参照されたい。
1.2.3 特別教育活動に関する設備・備品
この分野には，生徒会関係・行事関係・生活指導関係
一%ー
験するヌド;校ではこの点は設備上の欠陥であるよ芦えられ
る。
以上.基準にしめした分野により，設備を主とし℃そ
の充実状況と問題点をあげたが，教科に|鶏してはその術
品の充実状況がさらに大きな問題であろう。 1.3では，
教科に関する術品の充実状況について検討し℃みる。
の設町tl・術品をふくむ。やや充実状況のよ丸、のはさ位徒会
関係で生徒会室を持っている。行事l刻係では国旗・国連
阪 ・優勝旗はあるが，校棋は持たない。その他.引率j，. 
背景幕・県板 ・プログラム燭示装位・賀状入れお盆 ・天
幕を持ってし、る。しかし問題はこの分t野の生活指導の{演
技であって，職業指主主をふくめて，基準にしめした設備
備品は全然持っていない。卒業生の多数が進学せず，怠b
教科の備品の実態について
iff.績と 「基準」に対する充実度を示す。
1. 3 
第34表ほ「基準」の教科の部に 「備品」 としてゐげら
れたもの主照応して調査した結果である。図は教科別資
16，000 
2，000 
0 
0 
0 
一昭和33年8月現在ー教科の備品に関する実態調査結果
語
??????
教科と教科内の分野
図
本.模型
聴覚機器
(1)ー地
(2) 年
(3) 掛
(4) 標
(5)徽
第34表
国
社
会
18，000 
0 
9，0οD 
9，000 
? ?? ? ?
?
?
，
?
?
器
ん
尺
言十
言十
低学年用計
そろば
計算 、
A zョ
3，000 
(¥50 
6，000 
420 
10，070 
8，3401・
0 
12，000 
6，250 
26.590 
度量衡告審
1胤度言十 ・濃度計
時 計
方位器・測定器
小 言十
????
?
?
。 ?
??????
関型 ・模型|
説明器 ・実験穏|
小 音十 i
? ?『 ， ，??
24，950 
10.J60 
30，500 
5，860 
0 
71，470 
????
言十
言十
シパ
の
????
??????
?
?
?
学
3，45.0 
8，370 
660 
90，OQO 
102，480 
7，000 
5，500 
22，270 
58，590 
4，440 
113，000 
198，300 
92，9501 
3，4001 
暗I ~
計
一般車[E
支持刑務兵
力日熱用器具
光学機械
計
動・物B:力・巡
C 熱
- 57ー
理
" 
期
DGEF 音磁化光 気・電気・通学信
20O，63 00 84B，  509 192，6l0o0 a 
4 。
10481701548∞ 05E 6 0 o4袋 39.300 1078009 0 34 12 
。
218，390 109，590 50 7，400 
被 2，850 1，850 1，000 65 o 
苦言 HI 生天 物 33，lOQ 1，000 32，100 3 
。
文象 30，410 12'，740 17，670 42 5，000 
13727LJb84佃ω 090 
兵 I 気 79，950 .3，、080DO 46，950 41 。
類 K 地
→」凶峰ー司』 4，500 1，800 2，700 40 。
言十 1，0.31.230 290，870 533，060 28 1ラ，9∞
野観外調査用
A 生物 採
集培作ー
49，640 
1251、，$0936010 0 
46，7.30 O。!l 
i2ラFゑ，J9%π010。 B 標 本管 製栽 .32，200 26，840 C 飼 107，000 2926;，0800  9，500 
祭具 D 地 学 調 量王 22，800 
。 。
計- 211.6告。 19、270 192，370 9500 
科 (6) 般 雑 5.540 3500: 。A ー 2，040 13 3;500 
工 B 木 工 用 具 23，750 2，400 2136054O0ぴI 
10 2.400 
類目 C 金工 17.820 2，170 5， 12 1，010 i，160  
計- 47，110 8，070 39， 17 6，910 1，1 
(7) ?持 耗器 具 類| 4，876 
~ 計 298，116 
(231 )教補 授授修 用用楽
ア具日〈 3，900 24，68070  14 。 3，900 
音 1，10 430 .39 430 
。
若ま 721，25 256，000 46ラ.250 35 。 256，000 
凶岡 図9 ズ ム夜表楽 器 頚類襲
。 。 。 。 。 。
2，970 1，620 1，350 55 。 1，620 
(6) 太 25，130 17，880 7，250 71 。 17，880 
(7) 笛木 370 。 370 。
14，900  
切(白9的) 琴 ・鉄 琴器
61、600 14，900 46，700 24 。
リード楽 類 ， 123，000 。 123，000 。 。
弦 楽用 器 類備ド 30，000 
。 30，000 。 。 。
凶(12) 鑑H 賞ー ド再メ生 γ設 ヂ000 。 68，000 .0 。 。
楽
9，85Q 3，750 36，100 9 。 3，750 
会 富十 298，4加i 298，050 加3，4901
A a・l搭 厨
5396L，07890180司;1 5917240卯1E  図
図 函
b 製 関 78.340 42.250 2， 
用 313，480 217，672 31 33，q 62， ， 
B 
a 事 工 用 主具| 
8038‘ ，260 5，185 8033，O475 0 。 5，185 函 b 工 用 ，450 。
20  8
。 。
ヱ c 金工 期 36，120 10，250 25，870 10，2.30 D 
作 d 粘塗 土工用 26，260 
。 26，260 。 。
工 e 装用 1，700 1.700 。 。 。
用 f 染 色用 13，860 6，3.dO 、54 9，520 。
7B ぜ g 紙小 ォ: I羽 具 6.000 3， 3，000 言。 3O， OOO c 
作 計 895，650 25， 869，695 3 20.770 5.185 
計 I 1，209，1501 121，吋，合 1，087，3871 67，393 
A 遊 戯 用 ア同て 618，000 。 618，000 。 。 。
体 BDG F懸競~E 技 用 τ，回、ミ 46，.310 17，900 28，410 39 179，2900  経垂 用
具兵
291，790 260，200 31.590 89 。 260 
用 。 。 。 。 。
E 球 技 用 5129， 260 95，730 416，510 19 。
935，m750o  0 1F リ ズ ム 用 520 57，140 27，620 95 57，140 
G 一般論用具 3，400 3，600 - 200 106 。
日 体そ 育現 用具 1，7'∞ 。 1，700 。 。
育
I の f也 126，000 18，400 107，600 15 。 .18，400 
.g ‘ 言十 395.58C 
第 AB 栽飼 育培 47437P， 465 326，397 27 450 5.30 38，150 12 3，45 L85D 
C 方日 工、 l仏ラ00 昔、00 141，500 10 4，00 。
若手 言十 605，415 130，36 475，D47 21 97，07 33，290 
¥A 製 51，280 
。???
B 
l ba 金操 f馬E十修力u 15，170 5，555 37 広375第.
職
! 機械 48，275 1043.380 5 543 .吐95 10 4，780 63，445 ，110 16 10，155 
C a 屋内西日機線 2，02ラ 15，~OO 12 。 2，02!l 
電 b ラ ジヂオ受信C モータ{ 970 3，880 20 450 :2，ラ5240q 気 音1・ 3，995 19，080 14 450 
業 D 1 a .~木R~ 長 守 6，800 
-6Fラ71C06LARE0M2α14HM{112 2 4 
。 7，6001 
群建 b 材加工 522，773 11，95 。 11，5159 
一
言十 : 529，573 19，55 。 i9，559 
設小 計 '( 760，5労 84，16 1 630 83.539 
家
2B1，42回001| 第 A 若手
事事計 務記
12，2lO0 D 。 B3，‘ 800 
BC 文計 書算. 9，200 -129 ，GOD 18，000 ，200 一 22，150 12，600 。
群 43，450 42，600 8ラO 30、600 12，000 
第四 AB 水漁 業産
138.2oil 庭 138，200 君宇 言十 138，20 . 138;2001 
第 A 食 '. 物 102，530 27，785 27 780 
274m010 
0 
5 
5 五 BC 被住
】
脊
o/il. 368，.470 133，605 234， 36 。 133，6
居 ・保 。 3，150 。 3，150 
群 計- 471，000 164:，540 306， 35 3，930 160，6 
~ 計 2，附 必1，677 1，5民98 289，4~9 
英 諮 。
総 計 7，930，359
1 
1，716，886L _ 6，213，4判~~ 1，391，釦自
第 6図 各教科備品の充実度と現有及び不足額
万F % 
101 10 
E二コ現有資産額
100¥100 
， 
~軍基準に対する不
足親
90190 ー ~、充実麿のプaフ
イ'"
一一ー企教科目充実度
80180 
I 
70110 
60160 . 
50150 
4014日
I?!l~ 
30130 
¥ 
20120 ー--ー ーー ーー ーー ー ----
10110 
， ~~nB 
Miif兎安度~副/会/
項
E 
， 
国社数理音図 体 職英 全
教
議会学科書起工 育 号車 官室 科
」一一 一
?? ???
備品はいわゆる教具をほとんどこれに包括する。これ
については基準と照応しつつ何々の保有物ー品にレたるま
で調食し.1忘準の金額に換算して.その充実度まで算出
した。
充災度のn:w，できなかった管理部分の飯j或の設備 ・備
品充央状況についても，教科の術品の充実皮から，ある
程度想像され得ると思う。
第6図にみるように，全体として基準に対して21%の
充実を示している。さらに各教科をみると，数学が50%
近く逮している以外は.その他の教科は全般に低く，と
くに特別教主主を必要とする教科が著しく低いことが固だ
マコ。
中学校としての特色はその教科経営が充分になされて
こそ発揮されるものと考える。教科中，特別教室関係の
充実度の低い事は.学校の教育計画の作成と遂符を制約
し，望ましい教科経蛍をすることを商難にしている。
さらに教科内の充実状況も必ずしも調和がとれていな
い。第34~の充実度にみるように社会科では年表の充実
度は高いが.地図，掛図.傑本線型は低く.数学科で
は，生徒用の簡易計算尺が多いために計算尺の充実度は
11iいがその他~;町低く. ~1型模型・â);I!JIJ総 ・ 爽験穏などの
究:足度は5%に主主しない。
E塁手>j.では化学関係の突験掠具類はf自に比較して多く持
つが，物理の分野の力・熱に関係する術品.生物地学関
係の併li品の充実皮は10%に達しない。とくにガラス製の
消耗的術品の保有E鮮は低い。音楽科lではピアノ等の教授
胤楽器と簡易なリズム楽総書震は持つが，中学校音楽とし
てとくに重要な鑑賞別.器楽指導用の術品はほとんど持
たなし、。図工科では工作・用の備品の充突度が描画期備品
の.充宍皮に対して悲しく低L、。体育科では跳躍用具が
80%をこえ，球技用具が50%に遼し. 日7:ム用具が93%
に逮しているが.懸垂HI兵tまOである。
l際業・家庭科は，中学としてもっとも特色ある教科であ
るが全体として低率である。とくに第2群と第4詳関係
の術品の充笑皮は低い。今後，科学技術教育の進展に主も
ない，教育計画を即応させていくためにこの第2群の低
L、状況は大きな阻告となるであろう。学校として早急に
解決をせまられている点である。その他英語，匡語につ
いても充実度は低くとく!こ英語の術品の充実度は低~.:..
2. 領域別充実計画 の作成
2. 1 各領域 に共通な作成態 度
以上の実態調査結果にもとづき，学校全体の充実計画
を作成するsin:. グループで.施設設備のいくつかの領
域を分担して，その領域別充実言十回を作成すること とし
た。その作成にらたってはつぎの各項を基本態皮とし
た。
q各領紙で.その領妓の宍:磁調室結果を倹討し，学校の
教育目標にたって，その領域の教育効来を;宮iめるため
に.領域の胤設設備を光突するにあたって.まずどの
ようなことに留意したらよL、かをあきらかにするc こ
主ばをかえていうならば，その領域?とおける今後5か
年聞の指滋の重点を施設設備をもってしめすことであ
るn
。U以、上の:方b
とする施設談設.備右をナ具体的に列挙する。その際は.でき
るだけ.最低の必要の限度であげなければならないが
一応基礎となる学校教育費等の現実的条件は考えるこ
となく.教育的必要によってあげることとする。
。列挙した泌設設備については.その必要度により光美
順位含つけること。必要度とはその領域でのその施設
設備の使用頻度.その施設設揮官による活動の重要皮，
その施設 ・設備の予想される他鎖戚との共用度等によ
る。しかし共用とする施設設備であっても，他の領域
を考慮することなく，必要とする飯械では，あげるこ
と。特別教室については.施設として必要度によりあ
げること。
。5か年後の学級数は12学級とし， 学級人民は50名とし
て数量を決定する。
。新指導要領への移符にともない，内容の著しく変化す
る教科や領域ではその点を考慮する。とくに，図工科
職業 ・家庭科の領域では注意しなければならなレ。
。あげられた施設設備について，それを必要とする理由
や，充実順位を決定した観点を明縫にしておくこと。
とくに「基準」外の施設設備を必要とする場合は.そ
の必要辺自を明確にするこど。
以上の基本態度により.領域別計闘の作成に着手した。
そしてこの計画を破口全体で検討することによって学校
計似の作成方針をたて，計百[を作成することを考えた。
なお.この領域別背十回作成のグループfl"業と平行して
必要経費の推定.学校運営費の検討，全体計画の基礎と
なる施設充実計画の作成等の研究を進めた。
ーも0-
2. 2領域別充実方針
領域別充実j.針は符領域で個々にたてたものであるが
全体を通して}つの傾向がみられる。それは学校管務Hこ
関する施設設備は殻低にとどめておL、て.まずこの5か
年間で教科指導の内容充5慢をはかろう主する意図であ
る。これは期ぜずして各領域別充実方針にみられた点で
あって.これは学校管迎や特別教育活動に関する施設設
備を軽視するものではなく，実態調査結果にみるよう!
?乙.教科に関係する施設設備のあまりの貧困が，学校の
中心的な干活動である教科指道を強く阻饗していることに
対する職員の強い反省にもζづくものである。つぎに.
具体的に.個々の領域でたてられた充笑方針をあげる。
2.2.1 学校管理に関する各領域
(1) 校地 ・校舎
校地としては屋外運動場を持ち.校舎としては特別教
室，とくに，般家・遡科・関書館・音楽室の設置をはか
り，中学校としての教科経営と同時に地域の文化セゾタ
ーとしての機能を果すこと。
閉校地 ・校舎の付帯設備
防火防災の設備を充実すること。とくに防'火墜を滋凶
にし.消火穏を充決すること。
(3) 普道教室
宅生徒の日常の居室主して学校生活を送るための必要な
設備.1:.こ主えば時計のよラな備品を充央する。
住)屋内運動場
新設間もなくで他の領妓より比較的充実してし、るので
生徒や地域の要求の高いメドミ シトシの用具究突にとど
める。
(5)事務関係
現在の事務運営をもっとも阻害する点を解決するため
の備品の充実にとどめる。
(6) 保健衛生
義教は爾置されていなし、が.近くの役場に駐在する保
健婦と苧被が協力する立場で充実する。
(7) 学校図番館
図書室新設とあいまって，学校の諸資料のセyター ・
続聴覚教室としての機能を考えて.図書館としてはも主
ιり.以上の機能を総合的に考えて充突する。
(8) 視 !際党教材
放送設備を音質と伝達機能の改善の点から充実するo
tくに視'覚教材は，さらに学習に利用できるように作成
用具や，整理保管用具を整備する。また弥彦中継所の完
成をみるのでテνピを設備するb
(9) 公仕関係，
現をもっとも必要とする運搬用具，ならびに宿直室の
時計等，勤務上必要物品の整備にとどめる。
2.2.2 教科に関する各領域
(1) 関語科
義務教育を終る生徒が卒業後.教育漢字を駆使して自
由に手紙を書き，電話で正しく用件を伝える事ができる
事を最低のねらいと して考えたい。そしてすべての教科
の基礎的性格を持つ国語科の内容が.あらゆる場凶で陶
冶でき るよう，教室の儲術品として必至苦な術品封筒え
るp
また毛筆習字は漢字の書写力の向上や.地域 ・生徒の
要求も考えて実施するに不便のないよう設備する。
(2)社会科
施設としては社会科教室を図書兼用であってもよL、か
ら施設することが望ましい。現段階としては備品につい
ては皆無の状態であるので.教師用と限定しでもよい
が，教科会分野にわたって，設備することが必要である。
とくに掛図類は不足しているので，この領減の充実をま
ず考えなければならない。
(3)数学科
教授用の各種の実験器 ・説明器をまず第一に整備する
必要がある。この器具志f欠くので計量や函形の指導が現
在，凶難をきわめてL、る。また.測量:用器具類や製図用
具等のないため.この分野の実習不能の状態にある。
以上により充実すべき備品とその順位を考えたい。
仏)理科
標本等はこの領域内でやや充実度は高いが，実験用具
が少ないこ とは本校理科の致命的な欠陥である。実験用
具中，化学関係はどうやらグループ実験可能な状況であ
るが，物理 ・生物・地学関係では教師実験すら不可能で
ある。今後これらの分野では最低教師笑験可能の程度?と
全般にわたって充実する必要がある。なお実験は常に消
粍をともなうものであって，術品充実、と向時に消耗的傍
材，たとえばガラス器具等，つねに補充を考えてh、く必
要がある。
(5) 音楽科
設備刀不足から歌唱指導に限定されてし、る現状を打開
するため，まず鑑賞.つぎに1l:f楽の活動分'堅手の諸設備の
充突が必要である。まずこ器楽指導用設備て寸土リ{ドバヅ
ドの設備を充実しさらにプラスパンドに拡充していき
t.:.¥'、。
(6) 図工科
将来の技術科との関連を考えて.この教科では童基礎的
な構成教育に重点をおいて設備を摘商用具および，製図
-0/ー
-木工川具ー につL、て充実する。なお施設としては工作室
が必要であるが，これは職場Eと共用でもよいが， 早急に
設置しなければならなレ。
(7) 体育科
医内体育館はー応整備されてはいるが，屋外運動場の
新設にともない，その付属施設設備をまず第ーに援備し
なければならなし、。
(8) 職業・家路科
全般にとの教科は充実度が低い。第1t拝におL、てすら
必要政兵を生徒の家庭より儲・j刊する現状である。とくに
第2群の充実状況は低い。技術・家反科への発展を考え
また本校卒業生の就職希望状況の，近年の推移をみる
に，この教科会般の施設設備合充実すると主もに.~・2
若干の充実に重点を志向しなければならない。第2群中，
板金.，.t:こに関係の充実を第一段階と考えたい。また施設
としてこの教科の特別教室をすみやかに設置することの
必要はいうまでもない。
(紛英語科
直』姿指滋に必要な四線号|小泉板，およびプラユ/ネルボ
ード等の設備を第ーとし，さらに指導をより能率化する
ために英文タイプライターを備える。
2.2.3 特別教育活動に関する各領域
(羽 生徒会活動関係
生徒会室はるるが内音s備品皆無の状況である。諸会合
のたびごとに他室より借用しているが，安定した生徒会
活動をすすめるためには机・裕子なc_¥もっとも必要な
設備を専用として備えなければならない。また地獄の事
情により，ヨド校では購買部を拡充する必要がある。
以上の二点について必要な施設設備をまず整備しなけ
ればならない。
(2)学校行事関係
旅竿・水差・ヨ ップ等現在もたない物品を整備する。
この分野の充実状況は実感謝査の結果にみるように比較
的高い。
(羽生活指湾関係
本校卒業生が高校進学より就l般の多い状況よりみて，
とくに職業選択のための務検査用具を充実する必要があ
る。できるならば職業指導のための相談鐙を施設とじて
持ちたし、。
2. 3作成の具体例
以tの活水方針にたって各係成ごとに充実計画を作成
しずこのて'あるが.その過程について戦業・家庭科の場合
を例としてのベる。
2.3.' 指導計画・指導実績の評価と検討
。当校の1食業 ・家庭科の施設設備の実態は調査結果にみ
るとおり，第5群関係、を除いては，ほとんどみるべき
ものがなし 指導はいきおい板番を中心とした講義の
形で終始せざるを得ない現状である。そのため.指導
計阿や指導方法等は研究部として望しい方向を阿ざじ
ながらも.現実はきわめて不満足な状態である。とく
に技術 ・家庭科への発展を考えながらその指導計画を
検討するとき，当校のH洋閥係の施設設備の不足は，
その望ましい計図作成を大きく阻害するものである。
選択についても現在施設のないためc，');im.家庭・英語
以外は選択できない現状であるs
。研究部としては・現在の指導計函を技術 ・家庭斜への
発展を兄とおして改善するとともに，それに即応した
施設設備の充実計画の作成主平行して，研究部μの指
導技術の相互研修を計画している。
2.3.2充実方針
。職業・家庭科会分野にわたり，年次ごとに充実皮をあ
げていくことc したがって穏端な充実意点づけをしな
い。ただし第2群関係はUff37年度.新指導要領への移
行を考えて第一順位として，充突する必要がある。
。対l!J或としては.赤隊大工の言葉のとおり従来この地域
では2・3男は家大工となる傾向が多し、。しかし.こ
の職種と地域の実状を考えると，とれは将来生徒の就
職刀l均として必ずしも適当なブ'51向であるとは考えられ
ない。事契近年の卒業生の就験の動向は.自動車修迎
工または機械工の方面に発展しつつある。地核として
在来の関係により木工関係の嬰求にも応じなければな
らないが.同時に発展すべき分野として機械工作関係
について拡充する必要がある。第2群では);J.、上の点を
考慮して備品を選以し，充突の順序づけをしなければ
ならない。また地域では動力使用の主主機を相当多数各
家が手寺ち.今後また務しく土N加する傾向である。これ
らの機械の操作やf1凶1な修制も本業生にil*せられる作
楽であるc そこで一般的な知識抜能の習得主同時にさ
らに技術指毒事を亙点之Lて主りあげ.tf"鹿教育と紙び
ついた活動をごi':tEし.そのたの施設設備を充実レなけ
ればならなし、。
。"137年度以降，現有の職業・家庭科の2群. 3若手の分
野では段低つぎの央習活動が可能とならなければな
らない。
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充実計画の作成
以上の綴点にたってまず群ごとに分担して計画を作成
し，・さらに職業・家庭科担任職員により検討しとりま
とめた。そのI擦の検討事項のおもなものはつぎのとおり
2-3.3 
である。
。その施設設備を必安とする学習活動，その活動を予想
する指導計画の再吟味。
。各群共用とみられる物品の調整。との点につし・てはつ
ぎのとおり態B芝を決定した。 ドライパ一等の工具は多
分に共用できるものである。 しかし実際問題として共
用の場合管理がうまくし、かず，また使用にあたって
比，電気関係工具，機械関係工具というように一括し
ておいた方が多少物品は重複するが指導能率をあげる
ことができる。そこで，充実計商の初期でほ共用はや
むを得ないとして，原則としては，共用をなるべくさ
けることとする吐もちろんこの原則ほ工具類のような
備品についておも?と適用する。
。木ヱ用具は特殊な用具 i組と普通用具5組を学校モ準
備するとととし，生徒用の工具は原則として個人持ち
ιすることとした。木工に対する地域の理解度が高い
ので，この方針は無理なく突漉できるものと考える。
以上の検討結果作成した言十幽をあげる。
。そのための施設設備を充実する。
2 苦手
板金工作・・・ちりとり s ま日露のような簡単な工作。
操作運転・・・石油発動機の取り扱L、。 自転車の分解
結合，修班
保守修狸，屋内配線，電動機の主り扱い。
製図・ ・基礎製図，機械製図，建築製|乱青写真
3 群
簿記.計算.簡単な女害事務
。特別教室が皆無の現状であるので.必要物品で移動可
能な備品をまず充実し教家完成をまってその領域の
設備・備品に重点をおいて充実する。ただしこの点から
充笑順位に検討を要するのは2群の設備 ・備品であっ
て. 1. 3. 5群関係では.~さに固定設置する必要の
ある設備は少ないので，主として，指導上の必要から
順位を決定する。ただしこの場合においても，設備・備
品の保守管理をじ、ゅうぶんにしその散逸と破損を防止
することが必要であって，充実にあたってはこの点に
も留2きする必要がある。いずれにしても特別教室・付
属準備室の早急な設置が必重要であり，設備・備品の充実
とともに施設の充実計画宏立案しなければならない。
。数量決定のための生徒数t工学級を最大知名とし，グ、Jギ
ープは10グループ.5グループ. 3グループの三種と
する。
家庭科領域別充実計画
第 群 第3群 第4群 第 5 群
充実順位
基記準号I問口 名 基記準号I品 基記号骨量I品名基記準号I品名語専|品
備 考
名 名
3.8.2 設 具 舎 3.8.3 機10械工作室 3.8.6 調 理 室 。第二群充実順位(l)A (ll OV:J ~セν ト (21A 2の二つの設備
2 " it afコh 
3.8.3 鈎屑出口 ‘凶 は問る工時こ作にと設が塗望備新設まされしと(2) 
(2 習昆
f 
" し 場 い。また 100V
‘ 3 " 作収 業納 室}却mさ
ヨYセν卜は新
設までの工作塗
4 3.8.2 突習地く田畑〉 とす共用の室に施B 
. 
設ること。
I 
職業・2.3.4 
設
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64 181'τ]l・ t/ . ま 2，000 
6ち 201 fy平 部l 告罪 ラ00
66 21 解 制l lL 4 400 
67 Cl わ ら 打 機 20，000 
68 21 ~! な わ 機 17，000 
69' 3製むしろ機 3，000 
70 日俵 綱 機 1. 2，000 
71 8 漬物繍 〈ー 斗〉 4 200 
震 な '" 曲 4，000 
73' 19 大 7:;， ま 3，000 
4，500 
752M9Ij かん詩巻後 50，000 
76 I 2 検 事活 。機 7，000 
第 2群
|順充到位|基記準号I問旦 名|苦|単価|合計
3.8.3 グライシダ ー(1) 
2 万力会 5 
3 l2) 工作机四人用 16 
4 椅 子 ， 60 
う 戸 棚 4 
6 IBa 1 ケ ガ キ 垂f 10 60 600 
7 2ケガキコシパス 10 260 2、600
ポく6吋〉
8 3ケガ キ Y チ 10 30 300 
9 7直室Z 鉄 (9寸〉 10 750 7，501') 
10 B柳忍鉄く6寸〉 10 550 
11 9えぐり忍鉄く6寸〉 10 500 
12 26 かげたがねく1寸〉 10 85 
13 10折 -日A 10 2，300 
14 13力 支Z 10 200 
15 14木ツチく1寸〉 10 75 
16 15片手 円シマー 10 150 
17 31 さしがね (45cm) 10 260 23690301 i
18 20 平 や す り 10 90 
19 16はんだごて く80匁〉 10 1801. 
20 11主f 木 10 200 2，00 
21 真 金 2 
22 ヒ そ ]t シ
23 打. 午友 3 ‘・. 
24 目向 曲 機
25 コ 弓'T ノ 'y メ
26 28 金 し き 3 1，200 3，600 
27 用 ァ日マ 類 箱 12 
28 b3 コE- - Jt ー llP 11 168，000 
29 4自 転車〈中古〉 3 ヨ，000
30 
下ライノミー
31 300 5 く大中小組〉
31 7十字レシチ 31 650 
32 8小型 lν シチ 3 490 1，470 
33 自 在 νyチ 3 300 900 
34 9プラ イ ヤ ー 3 360 1 ，08~ 
750 
400 
800 
1，200 
3，000 
700 
10，000 
2，600 
2.600 
600 
600 
80G 
1，200 
750 
15.000 
200 
1，800 
600 
2，000 
150 
800 
150 
・200
400 
400 
300 
7 
200 
1，300 
1，300 
200 
200 
400 
300 
150 
15，000 
200 
1，8:l0 
300 
1，000 
1ラ0
800 
? ?
??
?
?
???????????????????
?
?
?
??
?
?????
????
?
?
??
験
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35 10 高且スパナー S50 2，550 85 製凶感A 光 板
36 1I 玉事1 まわし 450 1，350 86 感光紙入れ
37 15 注 制l 器 3 25 75 87 鋭 付 筒
38 そ ソ キ 3 88 /、. .， ト
39、 ポ 三J チ 3 89 l製 凶 板 400 
40 ヘットまわし 3 90 21 T 定 木 2 120 
41 スポークまわし 3 91 6外径ョ y メス 15 60 
42 ツ メ 3 92 7内径ョ γ パス 15 60 
43 ハプまわし 3 93 テノξ イ ?J.- - 60 150 
44 ハプヨ記事1.まわし 3 
45 用 J!.， 鎖 箱 3 
46 l石油発動機 l 10，000 10.000 
91 8ノギスく6cm) 15 1，000 
95 ザ師用製図様 2 2，000 
96 整理箱 7 
47 Ca1 安 会 緑 5 70 350 
48 2プ プ グ 5 30 150 第 3群
49 3キーソケット 5 45 2平
50 4分岐ソケット 5 60 300 光順事位実I基記準号I問R 名|霊|単価|合 計
51 5コ Y セ y ト 5 45 225 
52 7 ド ラ イ/' - 3 300 900 
97 3.8.4 簿記用小黒板 4 2，200 8.800 A1 
98 2ケ イヲ!大定木 100 100 
53・ 8ベ ヱJ チ 5 380 1，900 99 3補助簿見本 うー 200 1.0∞ 
54 1 ナ イ 7 5 70 350 100 B 1 教授用大そろばん 2 1，600 3，200 
55 12ハ サ 、‘ 5 70 350 101 2 ストップウオッチ 2 6，000 12.000 
56 6テ ス l' 2 1，500 3，∞o 102 C 1 I書写板一式 2 4;000 8，000 
57 13屋内配線模型怒 5 1，500 7，500 103 2ヤスロ板 B. C函 50 1，300 65，000 
58 bl 昇 降 盤 48.000 48，000 104 4ヤスリ板線引用 10 1.200 6，500 
59 3角せんのみ 50，000 50.000 105 5鉄筆セ ヲヅ ト 2 350 700 
60 9自動かんな 140，000 140，000 
61 4木 ヱ 旋 量生 60，000 60，000 
62 10手抑かんな 53，000 53，000 
63 13 ミシ Y のこぎり 日 12，000 60，000 
64 27合 直 し 2 250 500 
65 56木 工 万 カ 5 3，750 18，75'0 
66 57木 端 消リ d口h、 5 550 2，750 
67 58木 口 台 5 450 2，250 
68 15同双鋸(7寸〉 3 450 1，350 
69 17あ ぜ 事l 鋸 5 250 1，250 
70 191 j)¥ じ や 5 120 600 
71 21溝かんなくl寸 5分〉 5 300 
72 28尾入のみ 2分 ラ 120 
73 29 3分 5 130 
74 30 5分 5 150 
75 31 l寸 5 150 
76 37三ツ 日 き り 日 3D 
77 42玄 iJB 5 160 
78 “幽 尺 (45cm) 5 260 
79 45す じ け ヲ| 5 65 
80 52直 角 定 木 5 72 
81 51にかわなペ 2 75 1，500 
82 48砥 右く中〉 う 100 500 
83 49 " く仕上〉 5 400 2，000 
84 盤 rn 箱 5 
第 5群
充順捌位|記w準号I附凶 名|主|単価|合計
3A.8 8 9 な 〆" ‘9 400 3.600 
2 フラ イパジ 2ラO 250 
3 2言十量カ ヲ， フ. 3 160 480 
-4 4言十量スプ-y 3 8ラ 255 
5 18ま な 板 2 400 800 
6 19ほ う ちょ う
7 20魚ほうちょう
8 29す り 鉢 3 150 450 
9 30す り 稼 61 50 300 
10 101 7 ライ返し 6 60 3.60 
1 27 う ら 、ー， し 6 200 1，200 
12 221 *切 り ざる 6 200 1，200 
13 26 3長 。ま し 6 15 90 
14 A 食 器 戸 棚 、
15 7一升だき釜 6 700 4，200 
16 12洗 L、 お け 6 300 1，800 
17 24 汁 杓 :y. 2 50 100 
18 25 'A 杓 子 6 30 180 
19 28 お ろ し 金 4 100 告00
20 13ポ 一 Jレく中〉 12 150 1，800 
21 14ボ 一 ル〈大〉 2 275 550 
- 必 ー
22 5 180 900 8 13肩 合 2 460 
23 3 ふきんかけ 6 200 1，200 9 14巻 尺 3 3ラ 100 
24 36お t王 λJ 6 200 1.200 10 15ものさし (1m) 27 65 2，40う
25 44飯 手正 椀 50 20 1，00Q 1 16ものさし (5Qcm) 12 25 300 
26 30 回 2，640 
27 小血 58: 15 870 
28 中血 7 40 2.800 
12 18ピνキyグはさみ 3 800 
2.筑気e∞3羽5 C13 21 ドライバー 京き 2 80 35 
14 23きりふ 5 180 
29 火ば し 3 30 90 15 シ コJ 3 20.000 60.000 
30 小ど ん ぶ り 50 50 2，500 i6 25 衣もんかけに洋服用】 25 30 750 
31 A 師範合 17 28あみ僚毛糸傑本 40 40 
32 2AI:石油ヨ ν ロ 6 3.000 18.000 18 291 <l>Jみプゴ様本 9 100 90C 
33 46 蒸 茶 椀 50 60 3，000 19 32洗 すこ く 板 30 
34 47コ ー ヒ ー 茶椀 50 60 3，000 20 34洗たくばさみ 80 5 400 
35 481 ::1ー ヒー .ポット 1，500 1，500 21 35洗 斉IJ 採 本 200 
36 49スプ ー γ 〈大〉 27 22 36石けん人れ 20 50 1，000 
37 50λ プ ー ン〈小〉 4昔 23 37洗たく ばけ 30 180 5.4001 
38 51 コ .， 7" 18 24 33洗 函 器 10 300 3.0001 
39 55十 能 6 
40 33 砥 石 6 
25 38電気洗たく機 25，000 :;却26 27綴 物 機 13，500 
41 31 、ー， み 入 士し 6 27 10千納〈ピニ-/1-) 10 100 
42 32 たわし入れ 6 . 28 39 竿 4 50 
43 16 ノξ ヴ トく大〉 6 29 l ミ シ 三/ 3 20.000 60.0∞| 
H 171 ...~ 、'1 ト〈小〉 6 30 2ξ シシ椅子 10 250 2，500 
45 i自 動 秤 2，000 2，000 31 3ものさし入れ、
46 2昔十位カ・yプく 1a) 3 32 47五J( .~ ばさみ 4 500 2.0001 
47 6時 官十 2，000 2，000 
48 石油コ ジロ 2 3，000 6.000 
3~ 20制l さ し う 35 1751 
34 21 ドライバー 大 6 80 。 35 
49 A 調 迎 "Ef 2 
50 精 子 50 
1 IB 6 人 -口h 3 1，500 4.500 
2 9憶 気 、ー， て 5，400 5，400 
3'0001 35 7蒸ギ 気アイ ロ Y 3.000 
36 26 ヤザスカー ト 8 
37 26 ブラウス部部分分謀標本 8 
38 26スラヴクス部分謀本 8 
3 191 /レ 1ノ 、" ト 25 25 625 1 IC 6 幼児服の標本
生 鋭 . しき り 2 5おもちゃ際本
5 10仕上用毛布 3 800 2.400 3 3住居の掛図
6 1仕上用白布 3 100 300 
7 12仕上用う ま 3 350 1.050 
以上の職業 ・家庭科の充実計画を完遂した時には，経 にあげられたものの合計は約202万円であるので.この
費に換算して約168万円従来の保有に加わることになり 計阿が完遂されるならば.ほぼ「基準」に対して 100% 
従来の保有42~刷と合含げると約210万円となる。 磁の充実をみることになる。
この規模の学校の1際業・家庭科の備品として「必準」
3. 全体計画の作成
3. 1 学校全体としての充実方針
領域別充実方針と充実計画を検討することにより，掌校としての充実方針をつぎのように決定した。
ーららー
3.1.1基本 態度
。義務教育最終段階の中学校教育を金分野にわたり，手
落もな〈実施するために必要な施設設備を充実しなけ
ればならなL、。当検生徒の卒業後の動向をみると進学
する生徒は少なく，家事，あるいは就職等，卒業後た
だちに勤労生活に入る生徒が大半右cしめている。それ
らの生徒にとって中学校は最後の学校教育を受ける機
会である。したがって義務教育完成年次としての中学
校の主主義は当校においてはさらに強調される必要があ
り，中学校の全教育課程が，もれることなく実施され
ねばならない。施設設備についても極端な部分的片よ
りを生ずることのないように充実しなければならな
L 、。また備品について特に充突皮の低い当校でぽ，生
徒の将来，他紙社会の軍基求等により関係の深い特定の
教科の部分的充実を図ることも必要ではあるが，各領
域開の調和をつねに検討していかなければならない。
。中学校教育の本来の使命にたち，当校の失態を考える
ならば，今後当校においてはまず教科経営を充実しな
ければならない。したがって学校の施設全般の充実度
を高めると同時に. 5か年の計画年次間には教科に必
要な施設・設備 ・備品の充実に重点をかける必要があ
る。
。小中の関連について
木校は.赤塚IJ、，木山小の二校の卒業生を収容し，
村子弟の義務教育最終段階を分担している。したがっ
て三校の聞には指導内容について円滑な述絡を必要主
する。当校において二必学校の卒業生をうけいれて，
指導を展開するためにはその施設，設備もさらに充実
してこ小学校と現在の実態調査結泉にみられる断層を
縮小する努力が必要である。さしあたヮて教科に充突
の重点をおくとともに日擦を基準に対して教科の備品
では50%充実においた。この充実度では計画完遂時の
小学校の充実度にはまだおよぱなし、。L'かし現在の教
科術品の充実度の差1O-15~のま，さらに縮小される見
込みである。
。村内における本校の地主量的位置，および校内における
・教育機関の状況からみて，中学校は村の文化セシター
として.また新しい村づくりのー拠点としての性絡を
将来は持たねばならなL、運命にある。そのような場合
aにもじゅうぶん期待に応じた活動ができること，つま
り学校の施設設備が直接学校教育の要請に応ずると同
時に2 村全体の教育の場であることも考慮する必要が
ある。
以上の基本定員度にたち充実方針:をつぎのように決定し. 
I~。
3.1.2充実方針
(1) 施設について
まず校舎を盤備する。中学校本来の自的達成のために
計画年次間に必要な特別教室の完成をはかる。
昭34以降，当校生徒は激唱する見とおしであり，その
時には現筏特別教室として転用している教室は本来の普
通教室の姿に帰さざるを得ない。職業・家庭科関係，
理科，音楽科，図工科関係の特別教室を早急に完成する
必要はことにみる。
また，屋外運動場も現在持Tこなしゅ:計画年次中K完成
しなければならない。
(2) 設備・備品について
A r蕊準」による教科関係の備品および設備の充実
に重点をおき，管盟関係，特別教育活動関係の設備・備
品は必要の最低限におさえる。
B 教科に関する備品であっても，直接指導に必要な
ものや共用度の高いものの充実を先にL，指導に際して
あれば便利であるとL、う程度の備品の充実順位はあとと
する。
C 教科の設備・僚品については.その教科の1iff!設完
成年次に同時に設備・術品を年次の重点として充実す
る。したがっで教科備品の充実はその教科施設の充実に
則応していくことになる。施設がないのに備品や設備を
充実しても，その管理に無駄な労力をつかい，破損修理
等に追われ，その設備 ・備品に期待する教育効果を思う
ようにあげることはできない。
したがって施設の必要な教科は.その施設完成までは
その段階の設備・備品で実施できる範囲内で，できるだ
け教材を精選することによりその教科の目標達成をはか
り，設備・備品管理の非能率と破損を可能なかぎりさけ
るようにする。
D 計画年次問にはとくにつぎの狸由によりその領域
の突充をはかる。
a 本校卒業生は就職者が多い。その就般の傾向も，か
つて木校の伝統的な傾向であった家大工から.~新次了ー
業 ・商業関係の就職に変わってきていて.RE32年度に
は就職者の80%が工業関係を希望していた。したがっ
て本校教育は職業 ・家庭科に重点をおく必要があり，
とくにこの計闘年次は.工業 ・商業教育のための施設
.設備・保持品を充契しなければならなL、。
b 木村は新1f.J市の近郊村ではあるが，その日常生活に
は改善すべき多くの問題を持っている。本校はその生
活改幸容のセンターとして職業 ・家臨斗中調理，被服に
ついて充実した指導を進める必要がある。
c 純農村として本校卒業生は就職者以外は村にとどま
り政書長につくのであるが，その'8農者を対象主して，
操業教育を充実し，将来の村の生産向上に役立てなけ
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ればならなし、。
d 以上の;職業・家庭科《の充実をはかるとともに合理
的な判断力を培うものとしての痩科，基礎学力の重要
な部分としての圏諸.数学を重視する。
e 中学校生徒の体力向上と，さらにふ寸内に青少年のレ
3. 2 作 成
学校としての充実コ性|をたて，各領域計闘を学校計画
に再編成するにささだって，つぎの点を検討した。
の
Fリエ戸シヨ νとし1ての体育施設の乏ャしい現状から，
体育施設3 とo乙展外運動場，およびその付帯設備を
充実し，中毛主-絞の体育を縫進するとともに村のスボ-
YセYJtーとしての機能をも呆し得るようにす万。
実 際
とし， 消耗的支出は学校運営に事かかぬ程度にきりつめ
ることとする。そζで学:校運営費をできるだけ節約する
必要があるので.過去の支出状況を検討し，運蛍費とし
3.2.'学校運営費の検討 て年間70-75万円とした。検討結果の年間遂営費の内訳
計画した5か年の間は施設・設備・備品の充実を目標 はつぎのとおりである。
第 36表 学校運営に関する年間経費の推定所要経費一覧表
日 額| 節 |金 額! 備 昔雪
諮 手 吋2員手:1 人夫 5.000 
25.00 便所賃滋取料20.000
需 要 重量 489，600 
消耗品費 150，000 
Y 燃 料 費 170，000 
食 糧 聖堂 9，600 
FrJ j's¥1 J製本費 20，000 . . 
光熱水草主 50，000 
通信運搬重量 30，000 ， 
修 繕 費 40，000 
原材料費 20，000 
蛍 繕 費 120，0∞ イ彦 繕 費
原材料費 40.00 
b芭 設 費 30，00 
議支出金 94，0001報 償 資 1，000 
， 35，000 
‘ 助金
L I 保 険料 53，000 
扶助料 広000
計 735，1∞ 他図書資 (70，000) 〈私費〉
3.2.2 赤塚中学校五か年間学校教育費の推定
F年間の見とおし.3'，200万円の44%にあたる。
教科術品50%充笑を自信義とすれば.tま準総額793万円
現有171万円であるから約200万円必要となる。した1.;;っ
て運営費75万円の5か年間総額375万円とゐわせて教科
備品と巡営で費575万円必要となる。年間約115万円であ
る e したがってこれに対して経常的な管理部門充実費，
臨時的にある年にそれぞれ実施される施設・付帯設備の
充実な見とおすと 5年間で 1，422万円であり，村教育費
私費について
充実昔他lは益水的には公費による之とにした。
私設として、は.各種行事に関連する父兄寄付が年間約
10万円あり，閣議裁として年間約7万円予定するこ之が
できる。図望書資はすべて生徒問図書購入賞にあてる従来
の方針をつづけることとした。その他り私費については
計画遂行年次聞の計画の一部変更，その他の際の備品充
一 倍ー
実費の予(jlij~主に充てることとした。 しかし私強により購 い。
入される備品1.，生徒自体の活動に使用されるものや 施設中図書館については領域別計磁検討の際に.資料
〈生徒会備品等).消耗皮の低いものに限定するa 塗.視聴覚教室 ・社会科教室というように，その各止め
分担責任者より兵備すべき機能としての要請がるった
が，学校全体としては図書館としての機能を充分はたぜ
るように設計し，施設すること，あわぜて視聴覚教室と
備品共用は使用頻度の少ないものを除いてはなるべく
して兼隔できるようにし将来は学校の資料の中心ιナ
3.2.3 共用物品の処理について
さけることとした。しかし計画年次の初期では.経費の
関係上やむを得ず共用としなければならない備品もあ
る。しかしながら年次の進むにしたがって漸次各領域に
充実するようにして.共用でなくて帯用の態勢をとるよ
うにしTこ。
3.2.4学校としての充実順位と充実度
全体の充実l順位がひくいので，極端な重点づけはさけ
ることとしたが，年度ごとに総設完成の領域の充実を若
手優先させているので，年度ごとの経費は必ずしも等し
くない。また充実度については，各領域を機械的に同じ
充実度にするとL、う方向をとらず，学校の充実方針によ
って剖l函をたて，必要な施設・設備・備品をあげる。結
果として充実度は各領域平均に上昇しないということに
たるが，あえてそのことにはこだわらないこととした。
以上の検討によりつぎの順序で，計画を作成した。
3.2.5 施設充実計画
昭和34年度第一期工事，昭和35年度第二期工事，昭和
36年度第三期工事としその計画は第37表bを参照された
るということに決定した。可
3.2.6 施設に付帯する設備の充実計画
施設完成の年次に同時にその施設に必要とすp設備
を充実することにした。計画索中のA欄は.施設とそれ
に付帯する設備をあげたものである。この中には備品と
思われるものでも施設完成と同時に必要となり.高価'"t'"
あり，動力を使用するような大型なものもふくめて考え
た。
3.2.7 備 品充実計函
各傾城備品の充実度，その領域計画. 5か年間に備品
に投ずることのできる経費. 5か年間の施設充実順位に
より，学校として投ずることのできる各年次の各領域備
品充実にあてるべき経費の見主おしをたて，その見とお
しにより領域別充実計画を再編成した。そめ経費以上に
領域で必要とする場合は再検討にねして調整した。
計画表のB欄は以上により作成した術品充突計画であ
る。
3. 3 赤塚中学校施設設備充実5か年計画
第37袋a・bは5か年聞の各領域充央所要経貨の一覧である。
第38表は計画のA欄(施設，および付械設備〉の内訳である。
第39表は年次別充実計画である。
第40表は計画完遂時における教科の備品の充実度である。
ー鉛ー
施設設備光実5か年計画所要経費一覧表
A.....;j;寸蛍工事:および'それに付帯する設備
B……学校の経常的予算で設備する術品
第 37表 a
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第 39表
部
集計衰の Aの内訳 〈村営工事及びそれに附帝ずる設備として〉
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第 40表 施設設備充実 5か年計画表
昭和 3 4年度
.施設及び附帯設備くA) 設 備・備 品 (B)
順位| 項 目 |金額 j馳 1 部門及び品名 |個数 l金額
グラウンド品工事~.境及畑びスタy ド工事 80p，0001 ~ 墨 汁硯入 器 3 21 
地ならし 土運搬，排水溝，計調IJ1 1 7 墨 31 4刊50U 
フィ ール 界プロック等 8 硯習常 表箱図 31 6001' 1 9 ロー マ 91 2 
2 グラウシド諸抱-施設L 設 200，0801 1O 掲字鑑 賞 用 字掛 l l，62050  0 
戸ーラ l台〉高て跳， き国旗揚揚警，木O 屋表〉，高外， 彰.投用サーグ 小 言十 12;000 
高・棒 ス5'./ド
ノミレーボール支 音楽科
飲低指撲合輝鉄み場等場棒台施~ 審判長合，計略柱員ハ台E 彰 1 オ ル ガ y 仁心椅ア埼〈ル 子 2 32，570∞ 50  
2 ピアノ 子 1 
3 1 .-、 ー そニカ ト 5 
3 I調使教室，同準備室 ・57坪L建築 l2mm0 4 F スミ 11 3，100 
|渡り廊下・ 31.5坪 f ~%! I 1 5譜 面 告 51 2，500 
41糊謹の調水内理道容施充合の設実補， 100，oo d、 言十 15，350 充.椅子 (50)， 
スピーカーその他 社会 科
l 社 会本本本本科文地歴教気化授理史 議 阪 1  2，000 5 工作教室主暫定工事 50;0001 2 日 図  3
旧東昇降口仕 .F' _. _ _ _ 1 3 日 図 1 2，400 I :C{~j円入口を窓に切改造り， 工戸作机 (5) 4 日 候 図 1  1，200 
5 日 史織図 11 3，000 
6 放送施三り設線荷式の陸改艇と善すを 200;000 る，グタウ'./ド新設によ 小 計 11，600 
必要と'Fる 笑 ・語科
71洗濯霊襲撃惜 1 30.00 ! 竿一括支柱小凶(6本〉コ Yグリート広場物 I 1 I 小 計 I I 3.00C 
8 新教室暖突房教〕室文-及釜び場び釜施準2備設こ室一 15.000 数 学 科
調理 スト ーグ， 同釜 l 球平投円三角錐行角平の影グ・平錐F方q面体図ラ維のに定の体総法ヲ闘体理積す積説小実説る説泉験受明明Bn 験板 21 3，600 
場煙 2 椋 11 1.000 
3 器 48
4 穏 11 850 
合計 4，095，00[ "5 器 1 ・ 950
6 署l: 1 1，90'0 
設 備・備品 (B) 7 投 説明器 11 4，300 
ノj、 計 13，080
順位| 部門及び品名 l個数l金額
図面工作科
国語科 i 画 板〈四ツ切り用) 1 501 12，500 
1 教育漢字表 1，350¥¥ 2 果物模型類 151 .3，000 
2 筆順の基太 '. 91 2;4301 3 背 景 61 2.100 
3 漢掛惜字の へんとっくり 1.3501l 4 色 彩 構 成 板布 11 2，200 
4 現十完?代「 仮名づかい表 91 1，1701 5 モ デ ル 台 21 5，000 
?? ???
? ?
?
? ? ? ? ? ?
61そデル用IlII鉢類 1 41 
71 モデル矧ゥぼ，花びん、類 1 31 
81背景府衝立て 1 1; 
91色彩図表 1 1 
101 立 体 1 1 
小 言十
4，5001 1:80011 第5群
6001111 食
1，8001 っ| 附
6，5001 3 1両
4d、00014 1 /J' 
_. 1 51 中
61小どん
71 庖
l'. ・i
" R 
??〉???
? ?
????
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?〈〈?
?
??
?
?
?
????
?
????
??
?
??
?
?? ?
?
? ?
?
』?
』
???
?
?
?
?
?
?
?
????
?? ? ???
?
?
??????
?
??』
? ? ? 「 ? ?
? ?
? ?
??
??
??
?? ?
??????????????
??
?
?
?
?????
???
?
?
?
?
??
????? ??
?
?
??
?
?
?
、
?
， ?
?
?
?????????????
? ?
??
????
?
??。?
???
?
?
?
?
??
. 
第3群
E I 1I檎助錦見本 1 12 
21 大そろばん〈教授用) 1 1 
31獄図 1
小 "・ 昔十
??????
ー 8，000 
8，0QI -
6，3001 
1)001理
3，2001 j 
2.0<JOIら
4，2001 ~ 
6001 A. 
1501 .; 
9001 ;e 
1501 "7 
35，001 8 
9 
10 
12 
13 
14 
???
??
????
???
???
??
?
?
?
??
?????
2，600 
5，0001体
?~QII 1 
抑 QI~ 
p州;
45，生01 7 
?
?
??
?
? ??
??
???????
????
?
?
，，，?
?? ? ? ?
??????????
?
???
?
?〉???
? ?
〉
??
?
???
??
???
? ??????
?
????
?
??
?
?
?
? ?????
????
??
???
?
?
?????????〉???
?
???
?
?
?
???
??ー ?
?
?? ?? ?? ?
?????????????? ? ?
???????????????
???????
???
???
??
???
????
? ?
?
?
? ? 〉
????
?
?
??
?
? ?
?
????
?
????
??
?
?
?
?
，??
?
4，500 
5，400 
625 
4，000 
2，生。
300 
230 
245 
2，405 
550 
????????
??， ょ
??
??
?
《??
???
? ? ? ?
?
?
?
????
?
?
?
100121 
901 22 
1，501 23 
451 24 
4551 25 
451 26 
30，000 
器 戸
. ，司司 j
'~l ら、.
. 一一ー→
? ? ? ? ?
???
??
?
?
????
、 《
?
?
?
?? ? ? ?
??
? ?
?
?
??
，，，?
??
? ? ?
、??
?
???
?
?
?
?
?
?
? ? ?
??
?? ? ?
?
? ?
? ?
??
?
??
??
??
??
?
〉
??
??
??
?
??
? 〉
1.500 
1，600 
2，000 
10，800 
2，100 
1，000 
r80 
600 
2，200 
250 
8，000 
5，000 
5，000 
10.000 
50，230 
棚
.t、
口
言十
皿
皿
ぶ IT~ I 
範
科
モ ムノコード
風 . 琴 E 管
支子ラス細工用パーナー
鉄製スタシド
ピーカー 〈大中小5こ1組〉
ガラス水槽
u ~型ガラス管
目盛付試験管
メスシ v y p..一
試 験管
ロピユバソ y 風速計
悶上用電気量生
雨量計
風向
小計
育科
体育指導用扮図
砲 丸
巻 尺く布製 50m)
バレ ー ボ ー ル用ネ y ト
4沙 t1;. らし
柔道衣
ス F ーテユf グブロッグ
小 計
健衛生
携帯用救急器具一式
氷 嚢
嚢架
汚物入れ
舌圧子
6 1洗限ぴん及び受水器
下l収 容1
81 薬 さ 目じ
91止血帯
10 1副木 一 式
11 1外科用せん刀
12 1脱 衣かご
13 1歯科用ピユザセット
14 1耳鋭
15 1 耳用膝状ピ νセ y ト
た んつぽ
点目畏びん及び台
涜腸器具一式
酒精綿容線
外科刀
法射用器具一式
便
歯 ・鋭
t傾斜用探針
標本，掛図類
板付検限レ ンズ
小 言十
?
??
??
??
??
???
1，700 
2，70Q 
1，80Q 
4，00Q 
70Ci 
5，750 
1，60C 
18，2fiG 
? ? ? ?
?
?』
?
??
《?
??
???
? っ
? ?
?
?????
?????
?? ?
?
??
?
?????
? ?
?
?
??
? ?
??????????
?
?
?????????
????
?
?
ー
i 
?ィ
? 》
?
. 
???
? ?
? ???
??
三
????
一
?「
?
?
???
??????
lJ12l: ???? 800 500 700 
2，OQO 
校行事
国 旗
旗 . 竿
水きし及びヨップ〈講演周〉
ふ 計
l職、具
普通教室
円安小
黒 4，500 
lO;OOo!l生活指導
明 I1l掲f黒板く職業吋) 1 
校地校舎
1 Iス トー
2 Iス ト ープ
8，750 
1.250 
10，00。
3，500 
3，500 
?
?
?
?
?
??
?
ー? ?
??
?
?
?
???
?
?
? 計
? ????
?
?????
?
?
? ???
10，000 
10，000' 
???
?
?
??
?
? 覚
l鵠か
椅
3，000 
18，000 
.6， 
Eヨ
昭和 3 5 年度 . 
、・ー
施設及び附帯設備 (Aコ
、
設 備・備 品 (B)
順位i 項 目 額 1慎 剖¥.門 及 品 タ凶ア l偶 数|金 額
三ー、 一ー 戸ー 司ー ー ーー -_-ー-一
600，000 数 学 科
二段歩
分 E芝 器 、 5 2，400 
31図書館建築 dν 2 34
ヨ コ/ J、- ス 5 1，750 
角 定 規 ラ 2，400 を3j半 教授 用 算 尺 3;000 
70，000 計 9，550 
スグ Fー ν，動力，水道施設， 書架
電燈設備，スピーカーその他
~ 事 楽 科
61 E央写機16購入 240，000 合奏用アコーデオユ〆 ・ソプラノ 21，000 I ~' J Î6~発声闘機 2 1 -アルト 1，000 
3 11 .ノ、ゆ ス 12，000 
71教室電源工事下吠写 10，000 生 1 -アノール i 11，000 スライ に使手Ij 5 譜 国 .口b、 10 、5，000
5 図書室暖房 10，000 前‘ 60，000 
ストープ2個
1 学級増による充実，精 74，000 
図面工作科
生徒用机 子各50 l 粘木 土 板 50 7，50Q 
職教員室用は却現し調理教室を転用 2 工具組合せくく教師用錐〉
10，000 
3 土ベら ν 6叩
4 つぼ 11 ラ00
5 米の ~ ぎ 1). 15 1.400 」
4E3 h 言十
20，000 ， 計
設 備.D蒲 品 くB)
願位| |個数 |金
職業・家庭科
部門及び品名 額 第 1群 ' 
社 会 科 種 子 び ん 10 l，O000  
1 
社会科用新地業潟利県掛用掛図 1，500 
2 草庖 メIJ 鎌丁 • 2 3 2 日本 産 図 2，000 3 150 
3 日本土 3 1，080 4 肥 京} ひ し '1' く 主
647500  4 
日木資地源分6報掛掛H布l 図
3 1.170 5 オミ ー o‘ 2 
う 世界 現 i 4，500 6 飾 2 
6 日本歴史地図( 組図〉 1 2B，. OD0 7 む し ろ 10 800 
? 考古学 図 l ，400 8 移 総 、V司9・ て 10 800 
小 計 20，650 9 弓" ス く品〉 2 2;000 10 比 重 計- 100 
-74-
‘ ， 
1!タ シ カ 51 1，500 体育科
12 交の主入機 ~I 1，~Q211 1 内昌 入 れ T に。
13 シャペル 21 90011:; 1 ~ 丸 i ノ
141 v ー キ 3900 2 ひもとおし 21 5(')0 
15 も み ざ る 2 400 3・スタ ーテ y グプロ ヅグ } ラ 1.6.00 
4柔道衣 101 1.500 
16 野菜かど 21 80011 5 マ ッ ト 1 15，000 
17 発芽試験器 51 1，500 
18 試薬び九 101 2，000 小 計 29，100 
19飼料箱 11 1，30'0 
20 試 験 管 141 100 保健衛生
21 給量抑 7餌毛k 告審 11 2001 ~? 量産指 帯用救急器具一式 十 1 1，s50 22 器 1 ・:2061~ 総 11 '，200 
23 鉄 J 11 1，00011 lQ 霊長用探垂l'1 1 1.60 
24 切 1 -'00611 ~ と 乳棒 11 95 
，(、 計 20，;;;1 J 消毒器 1 6.00O 
U，UUUI 2 1 ~僚雑2 戸 類棚み 11 9，000 
第2 
，釜 3 木 び掛図 41 4，830 
軒 ‘ 4 はさ 11 350 
1 自 転車中古品 51 15，001 ~の う ぽ ん 1 280 
2 ドライ メ ー 組物 51 1ラ0011~液 量 器 11 110 
3 十 字 ν シ チ 4 2，'600 7 石 鹸 苦孟甘貯由 ・ 録 11 550 
4 型 ν シチ 524508 乾湿::!'sl7.球a 度計 11 350 
5 自在 ν ュ〆チ 5 1'500 13 消骨一 機 11 980 
6 1 '1・ラ イヤ 51 1，8001 I 'j、 昔1・ 24，755 
7 スパナ 組物 31 2，550 
8 玉押まわし 51 2，250 学校 図書館
9注油器 51 130 
10 は さ み 51 3501! 図盟員 館陪-幕装置 45.000 
計 30;~;;11 2 戦 研究用図書 .1 1 40，000 
小言l' 1 85，000 
第3群
簿記用小泉板 31 6，000 普通教室
l 小黒板 41 6，000 
小計ふ000il教 卓 | j| 10000
第5群 | 小計 1 116，000 
洗車 海 板 201 7，000 視聴覚
2 け 201 3，600 、
3 剤師2濃占各種は組もの 11 . '20611 1 新 聞 架 3，000 
生 濯世子ミ A入 は ‘さみ 80 壬00 小 菅ふ
5 ピニール干綱 101 l，ol 1 'J' "1 3，000 
61 ef' 1 41 400 ι 活 ~'" 括質r
7 石鹸入れ・ ! 101 400エ恒
l 資料整理棚 1 )，000 
計 13，0002 職業適性検査器具 ー まに 仙 00
理科 小計7-，000
l ピ ー カ1ー く大中 51 1，750 校全校地
2 ガラス 21 500 固
31 U 型ガラ 21 18011 l' ス ト ー プ 31 5，250 
4 目盛付試 31 12011 2 スト ー プ台 71 2，750 
5 メスシ )} :/〆;_ 1. 51 1，0!1 3 消 火 器 31 12，000 
6試験 管 501 250 小 計 20，000 
7 実験用テコ 31 3，600 
89 斜滑 面車 . 334l500D ム回 計 1 415，155 
10 真笠中落下実験務 1 2，0BD0 | 
1 マグデプルグ半球 1 1，500 
12 フラス::z1 51 250 
13 集気ピ γ 41 220 
14 ロ ー ト 41 200 
15 目の構造模型 11 7，000 
16 鼻の 1. 1 1 4，000 
17 耳の η 1 5，500 
18 歯の /f 1 11 :3，500 
19 スラ イド 抵抗器 21 7:0001 • 
20 上皿天秤 31 6，000 
小計. 1 1 50，970 
- 75-
3 6年 度
額附…び門
職業 ・家庭科
第 2群
戸 棚
グフイ y ダー
モ{タ ー llP
ット
製図板
T 形定規
外径コシパス
内径::1 Y パス
デバイグ-
!1i'l図セット
奈繍削合
口台
直角定規
両刃のこ~り 7寸
あぜびきのこぎり
尾入のみ 2分
I 3分
r 5分
r 1寸
石く中〉
f仕上〕
〈荒〉
計
施設及び附帯設備くA)
昭和
l'頁{立1 目項
2 I l翠科教室及びR~~1
r 準備 H盆J60.6坪
音楽教室 1 
r 器具室J2万5.5
工f作再教室 l 
I1 準備愛 (材料 ・工具.製品〉 ト64.8坪
r 機械室 j 
廊下 24.2坪
:3 I ;倉庫}
1:富舎~ 30.3坪
l i長具合j
-4 1理科教室uえび準備室設備
電源，電鐙施設.水道施設
生徒及び教師用契験台，総子，戸棚，
踏募装慣
ガス配管.スピーカーその他
41音楽教窓及び幣制H盗殺蛸 | 
| 移動式五線黒板.戸棚.電燈，電源施 l
l 設，スピーヵーその他 1 
41工作教室及び準備容i幾械室設備
工作机20.精子50，工具繍2組
電源，電燈施設
ヱf機械設備.スピー労ーその他
等建築
2 
3 
4 
5 
6 
7 
臼 i
6，00∞ωωρ，00∞D司19 I
3別m州ラ苅丸別0仏ω'βO∞O∞叫O
12 ， 
13 I 
14 
瓦雨副1卜|い16
17 
18 
19 ， 
425，001 20 I砥
21 . 
22 . 
;， I '新教主暖房
! λ トープ
1 1 学級増による充~
生徒用机.崎子各50
職員用机
教室は現図密室転用
設 倫 ・備
fI 
r 
???????
??????????
????????
? ? ? ? ? ?
?
?
???
???
??
????????
?
????
??
?
?
?
??
?
?
。?
?
?
?
， ， ? ， ， ， ，
，，
?
??
，，，，、，，
? ?
?
?
?
?
???????
?
??
?
??
?
?
????
??
??
??
?????
?
?
???
告0，0:;0
70，000 
A 
c1 
?
16ω附削肌9旬妨眠蜘3お払仰5，叩β0吋; |き
備・備
|個数!金
?〉?
????
?????
?
?
?
???
??
? ?
?
?
?
??
?
?
?
?????
??
?
???
↑?
?
??
? ?
? ?
?
??〉〉??
?
?
? ? ??
? ?
?
?
????
??
????
?
?
???
???
?
???? ?、
?
??? ??
??
??
??
十一一一一
音
2 
3 
ツ
楽 科
トタシベ
トロンボ
アル
小
???
?
?
第 5群
シ
? ? ? ???《?
《
?
ョ ，?
??
?
??
???
???
?
?
?????
?
??
??
?
??
600 
3，000 
880 
1201 
1，200 
600 
1，600 
2，000 
10，000 
??
??
???
??????
???
動
?
?っ??，
?
? ，
????
。 ，
?
?????
???
?，?
?
?
?
?
?
??
?
， ，
?
1，を00
500 
180 
80 
1，100 
2ラ0
150 
10 
100 
250 
1，250 
1，500 
3.00Q 
8‘000 
19，000 
8，000 
5，000 
8，000 
??
?
?
科
ピーカー く大中小5ヶー 組〉
ガラス水槽
u ID!ガラス管
目盛付試験管
メスシリ y ，' -
試 験管
フラスコ
集気ピシ
ロート
三 角 7 ラスコ
集気円筒
真空鈴
歯車模型
変速機模型 l
骨絡模型 ，
消化器模型 1
ターピ γ 模型 i
繊維原木 i
-7Gー
19 石油植j羽途榛木 1 1ぬ$890  普通 教 室20 有体毒草野 物浸標襟 本
;141 
黒21 人 生虫液 鋭本機 '2，000 22 顕微 3 36，000 
23 波動原遡説明 l 1，500 
計 100，170 校 地 校 舎
学，校図 e書館 炭 t各 納
図 書 関 覧 ホ凡 8 24，000 
-2 椅 子 24 16，800 
3 職員研究用図書 40，000 
dロ:. 言十4 司 書 用業事 務 本九 3，000 ラ 千戸 机 1 3，000 
6 ラ3 ウ y ~ 一 12，000 
計 98，800 
昭和 3 7 年度
施設及び附 帯 設備 (A) 設 備・備 品 (B)
順位| 項 日 額 順位| 部門及び品名 |個数|金 額
74，000 図画工作科
用 机机・補椅予子各50 美 術 年 代
表架鎚
6 2，400 職員用 ・ 2 薗 50 17，500 
200，000 
3 金 30 2，唖00
4 っきのみ 目(5木組錐〉 う 弘500 |円了 5 四 ペコ 10 25 
戸柳j
6 竹 びきのこぎり 6 720 
|枚創i完十グ五成ラ酔γ ド)ピ記ア念ノ事購糟入即時相 1 400，000 7 言語 り な すこ 6 1，200 8 き り(ねづみ歯)3組 3 
1102知104l0 伺1 
9 ，、.、 三J チ ‘ 5 
10 金 切 鉄〈直刀〉 6 
4[産業教育指定防引受ける 100，000 11 や す りく5本組〉 3 
12 健デ 気ザ 半 回」て 2 
~ 計 774，000 13 イ y 図表〉. 14 砥 石く〈 中 3 
15 H 荒 2 
16 1 (〈金仕上問|!〉 2 800 17 1 2 280 
計 35，990 
設 備・繍 品 くB) 職業 ・家庭科
部門及び品名 |偶数 |金 額
第2群
ぐ り 10 5，000 
社 会 '科 2 直 3，000 3 ひ も だし 2，500 I白地図黒板(1組〉 12，000 4 打 抜 2 5，000 
小 百十 12，000 5 金 し きり 3 3，600 6 平 や す 10 900 
l 数 !lf 手ヰ 7' vi. ん Tご
、ー~ て 80匁 20 3，600 
8 、， ん ろ JO 5，000 」
ミ/ シ 40，000 9 万 カ 21 - l，7900  
青十 40，000 10 組 ス /~ ナ 2 11 
本日; 
直 し 2 500 
音 楽 科
12 端 肖。 ぷ口晶、 520 
7 
務移動用黒国板鍵盤づ台き
5 2，500 
計 32，220 
4 1，000 第5群2 ト フ y へ. y ト 1，000 
3 ト ロ y ポ ー y 1，000 、 シ て/ 40，000 
う ア Pレ ト 1，000 2 シ Y 用濯熔 乎 1，000 
p、- ス 22，000 3 震気詰 機器 20，000 6 コ IL- 不 、y ト 1，000 4 1，000 
計 79，500 計 62，000 
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第5群 16 光 学 用 7.1< 他B 1，600 
庖l 了 6 600 17 時 音1・ 振 子 2，20日
2 米 あ げ ぎ ' る 6 1，080 18 湿 度
計- 10 1，>200 
3 コ 一 茶 碗 50 3，000 19 ピ ヨ」
lノ 町Y ト 2 1，1'00 ヒ 一 20 自 動 _b 凪 秤 2，000 4 主主 伊田ー ヒ ーポツ ト 1，500 
う コ 、'7 プ 50 1，000 21 トリチ'"lJーの真空突験器 6，000 
6 砥 右 3 300 22 水 銀 l:t さ み 300 
7 言十 量 カ tノ プ〈且能〉 3 750 23 7天k 告~í 丞 計 ， 1 2，60C 
8 十 3 135 24 球 儀 8，50C 
9 皿 20 400 25 鉱 物 結 品 2，50C 
10 すこ 、わ し 入 れ 2 120 26 海カエル草発.生 JI関標序標本 2，0001 
小 言十 1D，000 27 80C 
計 5竺1
学校図書館
理 草寺 1 1 1 職小員研究用図計翠 を0，000
l ピ-;}J-仁大中小五ケ 1組槽管〉 3 1.0ラG 40，000 
2. ガラス7.k 250 
3 試験 50 250 |学校行事
4 フ -ラ ス コ 2 l∞i 旗 30，000 
5 集 気 ピ 三/ 2 110 言十 30，000 
6 τz 2 io 
7 
三光脂 学角学用プ 光用ラ'東光出ス裟'蛍源=t 
5 125 校地校舎
8 2 2，000 
9 1 ラ，000 ス 1，750 
10 防拍 器 1，000 2 ス トープ台 5 2，000 
11 毛 髪 湿 度 計- 800 
3 消 火 器 5 20，000 
12 ポールベアロジグ 1，000 言十 23，750 
13 ローラーベアリ y グ 1，000 
14 v ヤ ヅ キ 模 型 1，500 合 言十 415，545 15 光 前一歩h‘ i日h 5，000 
昭和 38年度
施設及び附帯設備 (4~) | 図函工作科 .
1 1霧吹き i
順位| 項 目 |金額 2 スプレ ー 網 |
1 1 3 石管模型劉可型体類 l組
11産業教育指定校第2年度 1 100，竺?I~ 石膏模型正六面体 1 
5 1 1 人体全身像獄 l 
2¥校地記念植樹 I 20，0001¥ i ¥ ~~ 顔 聞 類 l 
7 1 (f 人体胸像 類 l 
81 1 トルソ i 
合 計 120.000il 9果物模型類 5
10 背景刷衝. 立 2 
設備・備品 くB) 小 苦1 20，050 
阿 部門及び品名 |偶数j金額 職業・家庭科
社会科 | 第 1群
l 考古学E宗本縄 紋 式器 1 1，0001 l 薬剤用柄く大3，小1.組) 1 1 1，500 
2 I ，/ 弥生 il i:ou01 3 機 肥 枠 1 2，000 
:3 I " 鉄器青銅 il 6:ouoil ~極 子 び ん 131 1，300 
41 1 住 居 1 3:sooil ~話1 床戸 11 600 
5 1 1 粧 1愉土探 il 2:aool 5 草 刈 鎌 21 300 
6 1 " 装飾品 11 1.8001 6 如 露 31 1，:350 
7 1 1 祖先人類復元模型 1 1，0001 I 庖 丁 1 150 
小 計 17，1001 ~ムタ シジ、 カロ ~I 1，生5800 
音楽科 10 試 験 管う01 350 
i コルネ ト 11 1，杢O 00 1 1 十謀本戸棚 1  8，000 
iI 121 -Ij-イ ロ 11 . 8;0'00 
2 ピ・ γ 2 ・ロ 1 10300113 事散1苛事1 床粉ば 器 1 4，500 
3 メリトシ 1 16.0001 i'4 枠 21 8，000 
小 計 37，0001 15 定さ み 51 ij5Ol 
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16 1 1/の こぎり 11 350 体育科
t7 み ?I ~gQII I I 1J; ~気F れ l ，3567050q Q 18 検 器 r ， ~QQII i筆入衣 5! 5 
， 19 解 卵剖 捺 ~， 1，~2~11 :3スターテユ/道グプ胃 ，y !l 1 51 1 
20 1 " 1Il 1 21 800 γ ト 11 15，000 
21漬物符i 51 970 計 22，85C 
22 ワグネルポット 51 6，000 小
小 計 50，000 学校図書館
第 2群 1 I職員研究用図書| イ札000
l戸棚 11 12，0001 1小計 1 I40，00 
2 万 )J 1 81 3，600 
31 )， ギ ス 15cm 1 21 2，00Q 普通教室
4 マイグロメーター25mm以下 11 _ 2，001 1 小 黒 板 1 31 4，500 
ラミシジのこぎり 21 24，000 計 I 1 4，500 
6 にかわなベ 21 1，500 
7 すじけ やBり1 1 51 325 視聴覚
8 つ日ぎ 101 300 
9 か じ 51 6001 1 移 動用プレ ーヤ- 1 1 10，000 
10 感 光 敏 11 5.0001 2 1 1 スピーカー 1 456，m0o0oq  
3 1 f;帯電時用電源 11 1 
1 感 光 紙 入 れ ~I ~，22211 4 トラユ/ジスターラジオ 11 d 
12 焼 付 筒 !I ~'~2211 5 ダイナ ξ ッ F マイク 21 12:OO 
13 屋内配線盤模型 51 7，5001 6 チ ャ イ ム 1 1，60O 
j、 計 63，825 小計 58，600
第5群 校地校舎
1 洗面器 ~r 1.92211 1 貯水槽 30，000 
2 ギャザースカ部ーし部ト分分部入分熊傑際本れ木 ~I ~2211 2 消 火 ' 器 3) 12，000 31 7" ラウ 81 500
4・ スラックス 81 500 4、 言十 42，000 
5 ものさ 11 500 
6 裁 ち 鉄 41 2，000 言十 445，560， 
7 蒸気アイロシ 11 3，000 ・ロ
8 玩具標本〔組物) 1 1 1，000 
9織物器 1 ~;'~~~ 
j、 計 : 20，0001 ， 
l 右nIlこんろ 61 18.000 
2 ごみ入れ 21 1，200 
3 ボ ー ルく中〉 ・61 800 ‘ 
b 
小 計 20，000
理科
i ピーカー〈大中小5ヶー総〉 、21 700 
2 ガラス水槽 11 250 
3試験管 501 250 
4 集気ピシ 21 110 
5 ロ ー ト 21 1001 " 
61 S 角プラス立 15 0 125 
7 1 ~湿度計 1，200 
8 途心分離器 1，400 
9 自転車分解用具 • 11 2，500 
10 分解用自転車 1 3，000 
1 俸磁石 101 3，000 
121 U 型磁お 101 3，000 
13 1 u主流電圧言十 ~I ~，22QII ， 
14 直流電流計 4J 8，000 
15 交流電圧計 31 6，000 
16 ガイスレル管 1 5，0001 r 
17 脊椎動物液 浸 標本 1 8，000 
rJ、 言十 50，635 
一判ー
第 41表 計画実施後の教科の備品の充実度の推定
1 ~îI/.!o)~JÆWî@1 づ舶のすi l f…度脚の閥抗i 腕時稜 ~-X 100，% '11 5年間!の充失額@間後の慨B+綴cヰn2X190% 
国 語 35，940 3，180 9 12，000 151，180 生2
社 会 332.，800 23，000 7 71，950 94，950 29 
数 学 126，6をO 53，370 48 42，370 95.740 76 
理 手} 1，414，371 342，426 24 370，090 722，511 ラ2
脅 楽 1，101，970 298，480 27 5.ラ97，335 895，830 80 
図 工 1，209，150 121，763 10 116，010 237，803 20 
体 育 1，628，980 452，990 28 70，200 523.190 32 
1決 家 2，018，658 421，677 21 854，825 1，276，502 65 
英 語 465，000 。 。 3，000 3，000 5~ 1 dZ』ヨ 計 1 ，716，886 21 2;247，825 3.964.71 
ただし上表の数値には教室新設の付帝として購入を予定しA欄にあげた以下の倣品をふくむ。
音・・・・グラ γ ドピアノ 37.000 
題・・ 暗幕 60，000. ス!79 -Y 18，000 
1炭家・・ 丸のこ機 60，000.角のみ機 45，000. ~おしカシナ機 60，000.電気ドリル 6，000，石油コYロ
20，000 
B欄にあげた設備・備品にのみによる教科の術品の充突度はは41，%である。
あとがき
。この研究はつぎの研究協力校との共同研究により完成
したものである。多忙な日常の校務を遂行するととも
に.この研究に努力された協力校の駿員の氏名を記し
て感謝の意を表する。
木山 小 学校
校長中原信
小野塚上，吉崎美佐武郎， 五十嵐セツ，斎藤四郎，藤
巻セキ，屋代アキ，隣国純子，阿部小枝子，石川恵笑
子.税妻親，金子允蜂，沢英利隆
赤塚 小学校
校長加勢啓次郎
渡辺謙三，田中良平，近嵐ムヲ，渡辺香， 渡辺周一，
石田豊一，堀ヨシ，棚橋貞一，斎藤芳子，大滝新一郎
若杉美枝子，大山浜子，小出トシヨ
赤 塚中学校
校長保科恒吉
藤巻勝，・鎌野勝美，相馬成，水沢荘一，朝倉長麿，若干
図幸二郎，南須原3も.綾田瑞谷，西山芳雄，落合典子
上松勝，姻fl静子氏戸次芳隆
なおJ 村当局，教脊委員会よりは務資料の貸守をうけ
適切な助言をいただし、たととについて尽く感謝の怠を表
したい。
。本研究の教育研究所内における直接担当者はつぎの三
名である。
丸山吉夫，谷沢隆一，小田正衛
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付新潟県内小中学校の昭和32年度i'L$'">ける資本的支出の
状況について
附和33年度初頭に県下の全小中学校を対象2ニして実施
された rls積132会計年度地方教育1Jl.の調査Jについて.
とくにその調査主主の rc 資本的支II!.Jの記入数値を研
究所あて送付方を各校に依頼し，それについて集計処理
を行った結果である。調査は下の調査察によって実施し
た。内容は「地方教育賀郡1査JのC項と同じである。
昭和32会計年度地方教育費の調を-}3IJ表(資本的支出の調査〉
151 
???
支出項目
3 
以上の制笠原を回収後，調査;%rj1土地主主築費のないも
のく昭和132年度に土地建築資の支出のない学校〉をA類
とし土地建築費の支出のあうたザ:校をB類とし， B雰i
ではその総合計より土地主u祭政をとりさって， A. B 
類ともに.教材用設備 ・備品質.その他の設備 ・術品
質.図お購入廷について集計処磁を行った。
調査訴は県下の各教育委瓜会を通じて，小中学校全部
〈分後をふくめて〉に発送した。 l司似はつぎのとおりで
ある。
小学校， 842校くA類 502校 B類 340絞〉
中学校 381絞くA類 198校 B類 183校〉
県内小中学校の総数に対する凶収事は
小学・校
中学校 州 lil ???? "f5 
費
小学校 82% 中学校 81%
である。
つぎの図は，以上の集計について，A猿，B類それぞ
れの学校の，教材用設備・術品費，その他の設備 ・備品
費，図書購入費にあてた公費+私費の合計を規模別に示
したものである。各規僚欄の点は.その規模における谷
学校ごとの支出額の分布を示す。折線は，規模ごとの平
均をプロ 7 ~-)レで表わしたものである。各学校は自校
の昭和32年度の資本的支出より土地建築費を除いた金額
を自校の規模と同じ図表の規模欄にあてはめることによ
り， 自絞の支出状況の県内小中学校間における位位を知
ることカr.'"C"きるであろう。
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小学校CAぎ 土地建築費の支出のない学校
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中学校CA) 土地建築費の支出のない学校
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小学校(B) 土地建築費のある学校(ただしナー地建築費を除いた資本的支出)
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申告全校(B) 土地建築費のある学校 〈ただし土地建築費を除いた資本的支出〉
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